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河道SDI I□層出土石器



序

大山町は、中国地方の最高峰『大山』の裾野に広がる風光明媚な自然に恵まれた町
むきばんだ

です。また、国の史跡である弥生時代最大級の集落跡妻木晩田遺跡など、古くからの

歴史遺産にも恵まれた町です。

さて、県内においては、現在山陰自動車道の整備が着々と進められているところで

すが、当財団では、国土交通省の委託を受け、この事業に関係した一般国道9号（名
むきほうだいじん

和淀江道路）の改築に先立つ埋蔵文化財発掘調査を行っており、妻木法大神遺跡は平

成13年度から調査を実施しました。

じょうもん

調査の結果、この遺跡では、縄文時代から鎌谷時代の遺構、遺物が確認できました。

今回、その調査成果を報告書としてまとめることができました。本書が、今後の調

査研究や歴史教育のために広く活用され、埋蔵文化財に対する理解や認識がより深ま

ることを期待します。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉工事事務所、大山町教育委員会ならびに

調査に参加いただきました地元の方々には、一方ならぬ御指導、御協力をいただきま

した。心から感謝し、厚く御礼申し上げます。

平成15年3月

財団法人　鳥取県教育文化財団

理事長　有田　博充



序　　文

ますだ

一般国道9号は、京都市を起点として兵庫県の日本海沿岸から鳥取県に入り、島根県益田
しものせき

市から中国山地を越えて下関市に至る総延長約651kmの幹線道路です。このうち、国土交通

省倉吉工事事務所は∴素描訪寸から桑存市までの76．6kmを管轄しており時代の要請に沿っ

た各種の道路整備事業を実施しています。

名和淀江道路は、西伯郡名和町から淀江町にかけての国道9号線の混雑の緩和、冬季の積

雪など交通障害等の解消、県内の安全かつ円滑な東西交通ルートの確保、また災害時の緊急

輸送の代替道路確保を目的として計画された高規格幹線道路（自動車専用道路）であlり、平

成8年度から事業に着手しています。

このルート上には多数の「埋蔵文化財包蔵地」が確認されています。鳥取県教育委員会と
【

協議を行った結果、文化財保護法第57条の3の規定に基づき文化庁に通知し、事前に記録保
むきほうだいじん

存のための発掘調査を実施することになりました。このうち、平成14年度は「妻木法大神遺

跡」ほかについて財団法人鳥取県教育文化財団と発掘調査委託契約を締結し調査を実施いた

しました。

本書はその調査成果をまとめたものです。この貴重な「記録」が文化財に対する認識と理

解を深め、広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路事業が文化財保護に深い

関心を持ち、その推進に努力していることをご理解いただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集に至るまでご

尽力いただいた鳥取県教育委員会および財団法人鳥取県教育文化財団の関係各位に対し、心

から感謝申し上げます。

平成15年3月

国土交通省　倉吉工事事務所長

矢田　光夫



例　　言

1．本書は、鳥取県教育文化財団が2001（平成13）年度、2002（平成14）年度に実施した「一般国道9号（名

和淀江道路）の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査」の調査報告書である。

2．調査した遺跡の所在地は次の通りである。

西伯郡大山町大字妻木字澤田1244～1246、字坪根垣1309～1311、字法大神1322～1327

3．本報告書における方位、座標値は国土座標第Ⅴ系の座標値である。また、レベルは海抜標高を示す。

4．本報告書に掲載の地形図は、国土地理院発行の1／25000地形図「御来屋」「淀江」「船上山」を使用している。

5．本報告書の作成は、鳥取県教育文化財団調査員西川徹、森本倫弘、君嶋俊行、小林桃子、岡野雅別が行い、

編集は岡野が行った。文責は各項目の文末に記載した。

6．掲載した図面は、調査員が作成したものを室内整理作業員が浄書を行った。遺物実測図の作成、浄書につい

ては、基本的に室内整理作業員が行い、各段階において調査員が検討を行った。

7．現場写真および遺物写真の撮影は一部を除き調査員が行った。

8．出土遺物ならびに図面・写真類はすべて鳥取県埋蔵文化財センターに保管している。

9．現地調査及び報告書の作成にあたっては、牛嶋茂（独立行政法人奈良文化財研究所）、遠藤勝毒（大山自然公

園指導員の会）、田原敦史、西尾克巳（以上島根県埋蔵文化財調査センター）、古川郁夫（鳥取大学農学部）、

中山勝博（島根大学総合理工学部）、山口剛（大山町教育委員会）、山田康弘（島根大学法文学部）、山崎真治

（東京大学大学院人文社会系研究科）をはじめ多くの方々から助言、支援をいただいた。末筆ながら感謝いた

します。（敬称略、順不同）

凡　　例

1．遺構の略号は次の通りである。

SI：竪穴住居跡　　SB：掘立柱建物跡　　SK：土坑　　SD：溝状遺構、自然河道

2．遺物実測図のうち、須恵器は断面を黒塗りにし、弥生土器、土師器、土師質土器は白抜きで表現した。

石器の使用痕は、平面図にスクリーントーンで示し、断面図には破線（蔽打痕）または実線（擦り痕）で範

囲を表示した。

3．本報告書における土器、石器の分類、編年観についてはおもに次のものを参考に遺構並びに遣物の時期比定

を行っている。

＜縄文土器＞

柳浦俊一　2000「山陰地方縄文時代後期初頭～中葉の土器編年」『島根考古学会誌』17、島根考古学会

柳浦俊一　2001「山陰地方における縄文前期土器の地域編年」『島根考古学会誌』18、島根考古学会

渡田竜彦1998「目久美遺跡における縄文晩期末から弥生時代前期の土器について」『目久美遺跡Ⅴ・Ⅵ』米子市教育文化事業団

渡田竜彦1999「古市河原田遺跡出土の突帯文土器について－古市河原田式の提唱－」『古市遺跡群1』鳥取県教育文化財団

＜弥生土器＞

渡田竜彦　2000「山陰地方における弥生文化成立期の様相一山陰東部を中心に－」第47回埋蔵文化財研究集会発表要旨埋蔵文化

財研究会

正岡睦夫・松本岩雄編1992『弥生土器の様式と編年山陽・山陰編』木耳社

※本書では、弥生時代前期の土器編年は4期区分を採用している。

＜石器＞

平井　勝1991『弥生時代の石器』考古学ライブラリー64　ニューサイエンス社

＜中世の土器・陶磁器＞

日本中世土器研究会編1995『概説中世の土器・陶磁器』

森田　勉1982「14～16世紀の白磁の分類と編年」『貿易陶磁研究2』日本貿易陶磁研究会
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第148図黒色土包含層　1層、2層出土遺物

第149図黒色土包含層　3層出土遺物

第150図黒色土包含層出土遺物

第151図2区調査区内出土遺物

第152図妻木法大神遺跡出土土器の時期別胎土の比較（1）

第153図妻木法大神遺跡出土土器の時期別胎土の比較（2）

第154図分析試料採取位置図

第155図花粉ダイアグラム

第156図鳥取県中・西部の縄文時代遺跡分布図

第157図壷形土器の分類

第158図阿弥陀川下流域の弥生時代前期の遺跡
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図版目次

巻頭図版1河道SDl

巻頭図版2　1．河道SD1

2．河道SDl

巻頭図版3　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SD1

4．河道SDl

北東側完掘状況

土層断面（B－B′ライン）

Ⅲ層遺物出土状況（1）

Ⅲ層遺物出土状況（2）

Ⅲ層炭化木材出土状況

Ⅲ層遺物出土状況（3）

巻頭図版4　河道SDl　Ⅲ層出土石器

PL．1　大山周辺水理地質図

PL．2　1．遺跡周辺の地形（1）

P L．3

P L．4

P L．5

P L．6

P L．7

P L．8

P L．9

2．遺跡周辺の地形（2）

1．SI1

2．SIl　周辺ピット

1．S K1

2．S K2

3．S K3

4．S K3

5．S K4

6．S K5

1．S K6

2．S K7

3．SK7　炭化木材出土状況

4．S K8

5．S K12

6．S Kll

l．S K13

2．S K14

3．S K17

4．SK16　土層断面

5．S K15

6．SK15　土層断面

河道SDl

l．河道SDl　北東側完掘状況

2．河道SDl　土層断面（B－B′ライン）

1．河道SDl　土層断面（C－C′ライン）

2．河道SDl　縄文時代後期以前流路

（Ⅳ層～Ⅹ層）土層断面（A－A′ライン）

PL．10　1．河道SDl　弥生時代流路（I～Ⅲ層）

北西側完掘状況

2．河道SDl　Ⅲ層流木出土状況（1）

3．河道SDl　Ⅲ層流木出土状況（2）

4．河道SDl　Ⅲ層遺物出土状況（1）

PL．111．河道SDl　弥生時代流路（I～Ⅲ層）

南東側完掘状況

2．河道SDl　弥生時代流路（I～Ⅲ層）

土層断面（B－B′ライン）

PL．12　1．河道SDl　弥生時代流路（I～Ⅲ層）

土層断面（A－A′ライン）

2．河道SDI

PL．13　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SD1

4．河道SDI

PL．14　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SD1

4．河道SD1

5．河道SD2

6．河道SD2

Ⅲ層遺物出土状況（2）

Ⅲ層遺物出土状況（3）

Ⅲ層遺物出土状況（4）

Ⅲ層炭化木材出土状況

Ⅲ層遺物出土状況（5）

Ⅲ層遺物出土状況（6）

Ⅲ層遺物出土状況（7）

Ⅲ層遺物出土状況（8）

Ⅲ層遺物出土状況（9）

土層断面

7．SD3　土層断面

P L．15　1．S D3

2．S D5

3．河道SD6

4．河道SD6　粘土層検出状況

5．河道SD6　土層断面

P L．16　1．S D7

2．SD7　土層断面

3．河道SD8　土層断面

4．河道SD8

PL．17　1．黒色土包含層土層断面（1）

2．黒色土包含層遺物出土状況（1）

PL．18　1．黒色土包含層遺物出土状況（2）

2．黒色土包含層土層断面（2）

PL．19　河道SDI I層出土土器

PL．20　河道SDl　Ⅱ層出土土器（1）

PL．21　河道SDl　Ⅱ層出土土器（2）

PL．22　河道SDl　Ⅱ層出土土器（3）
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PL．23　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SDI

PL．24　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SD1

4．河道SD1

5．河道SD1

6．河道SDI

PL．25　1．河道SD1

2．河道SD1

3．河道SD1

4．河道SD1

5．河道SDI

PL．26　1．河道SD1

2．河道SDl

Ⅱ層出土土器（4）

Ⅱ層出土土器（5）

Ⅱ層出土土器（6）

Ⅱ層出土土器（7）

Ⅱ層出土土器（8）

Ⅱ層出土土器（9）

Ⅱ層出土土器（10）

Ⅱ層出土土器（11）

Ⅱ層出土土器（12）

Ⅱ層出土土器（13）

Ⅱ層出土土器（14）

Ⅱ層出土土器（15）

Ⅱ層出土土器（16）

Ⅱ層出土石器

Ⅱ層出土土器（底部1）

Ⅱ層出土土器（底部2）

P L．47

P L．48

P L．49

P L．50

P L．51

P L．52

P L．53

PL．27　河道SDI III層出土土器（底部）

PL．28　河道SDl　Ⅲ層出土土器（1）

PL．29　河道SDl　Ⅲ層出土土器（2）

PL．30　河道SDl　Ⅲ層出土土器（3）

PL．31　河道SDl　Ⅲ層出土土器（4）

PL．32　1．河道SDl　Ⅲ層出土土器（5）

2．河道SDl　Ⅲ層出土土器（6）

3．河道SDl　Ⅲ層出土木製品

4．河道SDl　Ⅲ層出土炭化木片

PL．33　河道SDl　Ⅲ層出土土器（7）

PL．34　河道SDI III層出土土器（8）

PL．35　河道SDl　Ⅲ層出土土器（9）

PL．36　河道SDl　Ⅳ・Ⅴ層出土土器

PL．37　河道SDl　Ⅵ層出土土器（1）

PL．38　河道SDl　Ⅵ層出土土器（2）

PL．39　1．河道SDl　Ⅷ・Ⅸ・XI・XlI層

出土土器

2．SD・SK出土土器

PL．40　黒色土包含層出土土器（1）

PL．41　黒色土包含層出土土器（2）

PL．42　河道SDI I・Ⅱ層出土石器（1）

PL．43　河道SDI I・Ⅱ層出土石器（2）

PL．44　1．河道SDI I・Ⅱ層出土石器（3）

2．河道SDl　Ⅲ層出土石器（1）

PL．45　河道SDl　Ⅲ層出土石器（2）

PL．46　河道SDI III層出土石器（3）

P L．54

P L．55

P L．56

P L．57

P L．58

P L．59

－　Ⅴ　－

1．河道SDl　Ⅳ層出土石器

2．河道SDl V層出土石器

1．河道SDl　Ⅵ層出土石器

2．河道SDl　Ⅶ～）皿層・埋土中出土

石器

1．河道SDl　Ⅷ～Ⅷ層出土石器

2．SD2・SD4出土石器

1．1区調査区内出土石器（1）

2．1区調査区内出土石器（2）

1．SBl（北西から）

1．SB2（東から）

（上）2．SB2Pl土層断面（西から）

（下）3．SB2P3土層断面（西から）

（上）4．SB2P5（南西から）

（下）5．SB2P6土層断面（北西から）

1．SB3（東から）

2．SB6（北西から）

1．SB6、SB7、SD13周辺完掘

状況（北西から）

2．SB7（北東から）

1．SB5、SB8（南東から）

2．SB5P2土層断面（南東から）

3．P188遺物出土状況（北東から）

4．SK18（北東から）

5．SK18土層断面（西から）

1．SK20（北東から）

2．SK20土層断面（南西から）

3．SK20遺物出土状況（東から）

4．SK20底面掘削痕（北から）

5．SK21（東から）

6．SK22（北西から）

1．SK23（南東から）

2．SK25土層断面（南西から）

3．SK25（北から）

4．SK24（東から）

5．SK26（北東から）

6．SK26遺物出土状況（北から）

1．SK26土層断面（北東から）

2．SD9土層断面（西から）

3．SD9（北西から）

4．SD9、SDlO（南から）

1．SD9遺物出土状況（南から）



2．SDlO遺物出土状況（北東から）

3．SDlO遺物出土状況（南東から）

4．SDlO土層断面（北から）

5．SD12（西から）

6．SD12遺物出土状況（東から）

PL．60　1．SD13（北東から）

2．SD13底面掘削痕（西から）

3．SD13遺物出土状況（東から）

4．SD13土層断面（西から）

5．SD20土層断面（東から）

PL．611．SD19、SD20（北西から）

2．SD20遺物出土状況（南東から）

3．SD20遺物481出土状況（東から）

4．SD20遺物480出土状況（南から）

5．SD19土層断面（南西から）

PL．62　1．SD20木製品（又鍬W2）出土状況

（北から）

2．SD21（北から）

3．SD21土層断面（北から）

4．SD15遺物463出土状況（南から）

5．SD17（北西から）

PL．63　1．黒色土包含層1検出状況（東から）

2．黒色土包含層1土層断面（北から）

PL．64　1．黒色土包含層2土層断面（南から）

2．SB5P2土層断面（北東から）

3．黒色土包含層2（2層）遺物509出土

状況（東から）

4．黒色土包含層2（2－1層）遺物出土

状況（北から）

PL．65　1．黒色土包含層2（2・3層）遺物出土

状況（東から）

2．黒色土包含層2ベルト土層断面（北から）

PL．66　1．黒褐色土包含層1土層断面（南西から）

2．黒褐色土包含層2土層断面（東から）

PL．67　1．P188（446）、SD15（463）、

黒色土包含層出土遺物（531）

2．SD20出土遺物（1）

3．SD20出土遺物（2）

4．SD20出土遺物（3）

5．黒色土包含層（2層）出土遺物

6．黒色土包含層（2層）出土遺物

PL．68　SB2出土桂根材

PL．69　1．SD20出土遺物W2（又鍬）、W3

（杭状木製品）

2．SD9（449～451）、SDlO（452～

455）出土遺物

PL．70　SDll、SD12（456～461）、SD13

（462）、SD20（486）出土遺物

PL．711．SK20（447）、SK23（448）、

SB5（445）、SD15（464）、SD

19（466、467）、SD21（465）

出土遺物

2．黒褐色土包含層（487、488、490～

496）、砂礫包含層出土遺物

PL．72　黒色土包含層（2層）出土遺物

PL．73　実体顕微鏡による胎土観察（11倍）

PL．74　図1主な光沢タイプ

PL．75　図2打製石斧（S58）の使用痕

PL．76　図3打製石斧（S58）の使用痕

PL．77　図4打製石斧（S59）の使用痕

PL．78　図5板状石器（S52）の使用痕

PL．79　図6打製石斧（S76）の使用痕

PL．80　図7スクレイパー（黒曜石SlO8）の

使用痕
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第1章　発掘調査の経緯

第1章　発掘調査の経緯

1．調査に至る経緯

本発掘調査は、国土交通省が進める国道9号線の改築（名和淀江道路）を原因とし、西伯郡大山町大字妻木字

法大神の工事予定地内に存在する埋蔵文化財の記録保存を目的としたものである。当該地周辺の工事予定地内は、

従来周知の遺跡として登録されていないが、分布調査の結果遺跡の存在が予察された。このため、大山町教育委

員会は国及び県の補助金を得て、平成12年9月から平成13年3月にかけて試掘調査を行った。その結果、弥生時

代・古墳時代の遺物が確認され、遺跡の存在が認められた。

関係諸機関と協議した鳥取県教育委員会事務局文化課は、遺跡の現状保存は困難と判断し、記録保存のための

事前発掘調査を行うことになった。これを受けて国土交通省倉吉工事事務所は、文化財保護法第57条の3に基づ

く発掘通知を鳥取県教育委貞会教育長に提出した。その上で発掘調査の指示を得た倉吉工事事務所は、調査を財

団法人鳥取県教育文化財団に委託した。調査は、平成13年度、平成14年度に西部埋蔵文化財名和調査事務所大山

分室が担当することになり、財団法人鳥取県教育文化財団鳥取県埋蔵文化財センター所長から鳥取県教育委員会

教育長に文化財保護法第57条1に基づく発掘届を提出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）
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第1章　発掘調査の経緯

2．調査体制

平成13年度

○調査主体　　　財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長

常　務　理　事

事　務　局　長

埋蔵文化財センター

所　　　　長

次　　　　長

次　　　　長

調整係長（兼）

文化財主事

主任事務職員

事　務　職　員

有田　博充（鳥取県教育委員会教育長）

関　　敏之（鳥取県教育委員会事務局次長）

岡山　宏徳

中村　　登（県埋蔵文化財センター所長）

小林　　勉（6月退職）

加藤　隆昭

加藤　隆昭

高垣　陽子

矢部　美恵

小林　順子

○調査担当　　　西部埋蔵文化財名和調査事務所大山分室

所　　　　長

主任調査員

調　査　員

整　理　員

○作業従事者

浅田　末子

岡田　直美

国野　吉久

下島　利彦

松岡　　茜

森田　三郎

塩谷　和子

西村　成徳

西川　　徹

岡野　雅則　　君嶋　俊行

山崎　裕子

池本　　実　　石倉　信夫　　泉谷　圭子　　泉　　洋弘　　岡田　　隆

岡田　ヨシエ　　勝部　美勝　　金川　克美　　河上　美喜子　　川畑　博子

坂田　久美枝　　坂田　寿幸　　坂田　文男　　坂田　松子　　坂田　真寛

杉谷　高代　　林原　年彦

松田　節子　　松本　英雄

森下　登亀子　　諸遊　　守

西村　薫子

藤田　忠宏　　前田　房子　　前田　　真

美柑　利男　　村尾　光造　　森田　菊江

山根　八栄子　　山森　博孝　　山森　ひろみ

－2－

岡田　蔦江

木村　千歳

坂田　ゆき

松岡　　藍

森田　才治

吉田　　智

（敬称略）



第1章　発掘調査の経緯

平成14年度

○調査主体

○調査担当

財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長

常　務　理　事

事　務　局　長

埋蔵文化財センター

所　　　　長

次　　　　長

次　　　　長

調査研究課　課長（兼）

企画調整斑　班長

文化財主事

庶務課　課長（兼）

主任事務職員

有田　博充

川口　一彦（鳥取県教育委員会事務局次長）

下田　弘大

田中　弘道（県埋蔵文化財センター所長）

竹内　　茂

加藤　隆昭

加藤　隆昭

松田　　潔（8月異動）

原田　雅弘

竹内　　茂

矢部　美恵

事務職員　　　　　中島　いづみ

第二調査班西部埋蔵文化財名和調査事務所

所　　　　長

斑　　　　長

調　査　員

事務補助員

西村　成徳

八峠　　興

岡野　雅則　　森本　倫弘　　小林　桃子

金田　かおる

○調査指導

○調査協力

○作業従事者

浅田　末子

岡田　蔦江

木村　千歳

坂田　真寛

林原　謙次郎

森田　菊江

若木　和義

鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

大山町教育委員会

阿部　昌夫　池本　　実　石上　貞雄　石上トミ　　石倉　信夫　泉谷　圭子

岡田　直美　　岡田　光顕　　岡田　ヨシエ　勝部　美勝　河上　美喜子　川畑　博子

国野　和昭　権田　ちさと　　坂田　久美枝　坂田　寿幸　坂田　久範　坂田　文男

坂田　松子　　坂田　ゆき　　下嶋　健一　　杉谷　高代　　西川　克己　　西川　　稔

林原　年彦　番原　幹夫　前田　房子　松本　英雄　村尾　光造　森下　登亀子

森田　才治　森田　三郎　　諸遊　　守　　山根　八栄子　　山森　博孝　　山森　ひろみ

塩谷　和子　杉原　久枝　中田　眞理　西村　薫子　橋本　栄子　　　　（敬称略）
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第2章　遺跡の位置と環境

第2章　遺跡の位置と環境

1．遺跡周辺の地形と地質

大山北麓城の地形は、大山、船上山山地を中心とする同心円状の等高線で特徴づけられる火山裾野面である。

大山に源を発し放射状に流下する大小の河川による浸食のため、帯状にのびる開削谷と台地を形成している。主

要河川の河口付近には扇状地や河岸段丘が発達している。妻木法大神遺跡は、阿弥陀川もしくは妻木川の氾濫原

に形成された標高30～35mの扇状地上に位置する。

大山周辺の山地を形成するのは主として安山岩（石英安山岩、角閃石安山岩など）であるが、北麓城では一部

に凝灰角礫岩がみられる。大山北麓域の縄文時代後期から弥生時代前期にかけての集落遺跡では、石鍬などの石

器製作において無斑晶安山岩が選択的に使用されている。遺跡周辺の土壌は火山性土壌に由来する黒色土（いわ

ゆる黒ボク）の下層は明褐色のローム層、および砂礫層とみられる（PL．1参照）。

2．阿弥陀川下流域の縄文時代遺跡

大山北麓域で人類の痕跡が確認できるのは旧石器時代後期以降のことである。大山町周辺ではサヌカイト製の

ものが坊領から1点、荘田から2点出土し、近年新田原遺跡・長田的場遺跡からも黒曜石製の有舌尖頭器の破片

が採集されている。

阿弥陀川下流域における縄文時代遺跡は、早期から前期、後期、晩期から弥生時代前期の3時期に集約される。

このうち、妻木法大神遺跡周辺では、大道原遺跡、荘田遺跡、塚田遺跡で押型文土器が出土している。塚田遺跡

では押型文土器以外に繊維混入土器、押引沈線文をもつ土器が出土しており、遺構は伴わないが早期から前期初

頭にかけての継続した人間活動が窺える。中高遺跡では西川津式の土器が出土している。

後期の遺跡は阿弥陀川左岸側には少なく、後期前葉をピークとする妻木法大神遺跡の存在が際立つ。阿弥陀川

右岸の南川遺跡では石組炉をもつ住居跡が調査されている。そのほかは、茶畑山道遺跡で福田K2式併行とみら

れる土器片が出土しているなど、散在的に出土している。

晩期後葉の突帯文土器は、妻木法大神遺跡でまとまった数が出土しているほかは、大塚岩田遺跡で数点出土し

ているなどわずかである。遺構は検出されていない。このほか、遺物は伴わないが、周辺の丘陵上にはいわゆる

落し穴状土坑が数多く検出されており、丘陵上が縄文時代の生活圏であったことが想定される。

3．弥生時代集落の動態

－．・1－・’●・・・

l OJ　　　　　　　≒≡≡⊥〕」⊥1」l

第2図　妻木法大神遺跡位置図
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第2章　遺跡の位置と環境

阿弥陀川下流域における遠賀川系土器の導入は前期中葉（I－2様式からI－3様式）と考えられる。おもに

沖積地の遺跡が顕著となる。前期の遺跡としては阿弥陀川左岸には本遺跡のほか上野遺跡、塚田遺跡がある。い

ずれも前期中葉から復業の所産である。西伯著では、前期後菓（I－4様式段階）に環濠集落が顕在化する。淀

江町の今津岸の上遺跡では平面楕円形の環濠が確認され、中期前葉まで継続する。海岸段丘上に位置する名和町

大塚岩田遺跡はI－4様式のみで廃絶する。環濠の内側とみられる部分から住居跡が検出されている。このよう

に土器型式上の2型式以上は継続しない集落が多い。対して本遺跡では、弥生時代初頭の様相が明らかでないも

のの縄文時代晩期後葉から弥生時代中期に至るまでほぼ継続した集落形成が窺われる。継続性という視点から拠

点集落と評価されよう。中期前葉の遣物は本遺跡のほか上野遺跡、今津岸の上遺跡などで出土しているが、わず

かであり具体相は不明である。

中期中葉になると沖積平野・丘陵上ともに集落が形成されるようになり遺跡数も増加する。阿弥陀川下流域か

ら淀江平野を望む丘陵上の妻木晩田遺跡は、中期後半に集落形成が開始され後期後葉にピークを迎える。最盛期

には一般の居住域のほか首長の居住域、墓域など地域の核となる集落の全体像を具体的に窺うことができる。妻

木晩田遺跡から北東へ4kmに位置する茶畑山道遺跡・茶畑第1遺跡は蛇の川を隔てて隣接する集落遺跡である。

茶畑山道遺跡では中期中葉、茶畑第1遺跡では中期後葉および後期末から古墳時代前期初頭とみられる大型建物

跡が検出されている。一般的な居住域とは異質の空間をもつことから、集落の中枢部とみられる。長期間継続す

る集落ではないが、首長層の存在が想定される点で淀江平野から阿弥陀川下流域における拠点集落とみられる。

対して、阿弥陀川左岸の新田原遺跡や塚田遺跡、妻木法大神遺跡をはじめ比較的小規模な集落遺跡が散在的に存

在する。押平弘法堂遺跡では中期後葉の土墳墓群が検出されている。

このように阿弥陀川下流域から淀江平野にかけての弥生集落は、妻木晩田遺跡、茶畑山道遺跡、茶畑第1遺跡

など一般的な居住域とは異質な空間をもつ拠点集落と、こうした集落の間に分布する比較的小規模な集落という

構造が窺える。集落間関係の具体相の抽出は今後の課題である。妻木晩田遺跡では中期末から後期前葉にかけて

の四隅突出型墳丘墓、方形の墳丘墓が検出されている。墳丘墓か古墳かは定かでないが、妻木山の山麓には徳楽

方墳が知られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川・岡野）

4．古墳時代以降の様相

古墳時代は前方後円墳に代表される古墳の築造が特徴としてあげられるが、阿弥陀川下流域において前期の前

方後円墳は確認されていない。妻木晩田遺跡周辺の丘陵上には晩田山古墳群、妻木山古墳群がある。晩田山古墳

群で弥生時代後期末から古墳時代前期の古墳が確認されている。播磨洞古墳群のように墳丘が削平され存在が認

識されていなかったものもある。存在が知られている古墳についても調査が実施されていないものが大部分で、

正確な時期が分からないものもあるが、大半は後期の群集境と考えられる。中期から後期にかけて中核的な地域

であったのは淀江平野である。向山古墳群は、全長48．5mの前方後円墳である長者ケ平古墳をはじめ、石馬谷古

墳、切石積横穴式石室をもつ岩屋古墳などがあり首長墓群と理解される。東側には7世紀に造営された上淀廃寺

があり、古墳時代から古代を通して地方勢力の拠点であったと推測されている。

律令期の大山町域は伯著国汗入郡の一部をなしている。本遺跡の北西側に位置する萱宮神社境内から発見され

た萱宮経塚からは経筒とともに平安時代後期の和鏡が8枚出土しており、末法思想の広がりをうかがわせる。中

世には荘園が形成されており、大山町域においても「国延保」「所子荘」「稲光保」などが置かれていたことが文

献に残されている。また、大山山腹の大山寺は、中世において三千余人の僧兵をかかえ大きな勢力を誇ったとい

われる。寛治八年（1094）に白河上皇の御所に強訴に及んだことが知られている。後の徳川時代においても三千

石の所領が認められ、明治維新の廃仏毀釈によって大山領が廃止されるまで、鳥取藩の支配を受けない独立した

村落支配を行っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ西川）
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遺 跡 名
旧石器 縄文

弥生時代 古墳時代 歴史時代

遺 跡 名
旧石器

時代
縄文

時代 時代 時代

1 垂木法大神遺跡 ○ △ △ △ ○ （⊃ 29 平 占’墳群 ○ ○ ○ ○ △
2 福岡遺跡 A ◎ 30 徳楽方墳 鵜

3 井手跨遺跡 （⊃ ○ 3 1 中高遺跡 △
4 安原溝尻感跡 （⊃ 32 国信第 1 遺跡 △
5 富岡播磨洞遺跡 △ ● ○ ○ ○ 33 上野遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

6 押平弘法堂追跡 ○ ◎ △ ◎ ○ 34 大塚岩田追跡 ◎ ◎
7 茶畑ハ反田遺跡 ○ △ ○ （⊃ ◎ ○ 35 大塚坂根遺跡 ⊂）◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

○
8 茶畑第 1 遺跡 ○ ◎ ◎ ◎ 36 古御堂遺跡 ○

9 押平尾無道跡

ノ　．世　　　　　　　 、虔

？ 37 文殊領屋敷遺跡 △ ◎ ○

10 古御堂笹尾山盛跡　 p

′　′些　　憩

◎ ◎ ◎ ◎ 38 省長古墳群 ●

11 古御旦全域 ケ平遺跡 △ △ △ △ 39 南川遺跡 ◎

12 名和乙ケ谷遺跡 ○ ◎ ○ 40 バ ンポ塚古墳 ●

13 和　 一　彙こ　－‾、 〔〕 41 坪田、 △ △ △

14 妻木晩田遺跡 ◎ ◎ ◎
◎

●

◎

●
○ 42 押平天王屋敷遺跡 ○ ○

15 井手挟遺跡 ○ 43 茶畑 山道遺跡 ◎

16 角田遺跡 △ 44 茶畑第 2 遺跡 ◎
17 今津岸の上追跡 ○ 4 5 門前古墳群 ● ○
18 向山古墳群 ● 4 6 営団第 1 遺跡 △ ◎ ○
19 城山古墳群 ● 4 7 門前第 3 遺跡 ？ ◎

20 晩田遺跡 △ 4 8 下大山第 6 遺跡 △ ○
2 1 楚利遺跡

．．1．－L　－

△ 4 9 高田古墳群 ●

22 上産廃寺跡 ○ ◎ ○ 50 高田原遺跡 ○

23 大道原遺跡 ○ 5 1 高田第 4 遺跡 △
24 新田原遺跡 ○ ○ ○ 52 高田古墳群 ●
25 原畑遺跡 △ ○ 53 高田第10遺跡 △ ◎
26 塚田遺跡 △ ○ ○ ○ 54 向原古墳群 ●
27 客尾山古墳群 ● 56 宮内古墳群 ○ △ ● △
28 長田古墳群 ● ◎ ：遺構数多　 ○ ：遺構 ・造物あり　 △ ：遣物あり　 ● ：円墳　 ■ ：方墳

第3図　周辺遺跡分布図
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第3章　調査の経過と方法

第3章　調査の経過と方法

1．調査の経過

現場作業

妻木法大神遺跡は、平成12年度の大山町教育委員会による試掘調査により初めて確認された遺跡である。おも

に弥生時代から中世に該当する遺物が出土していることから、本調査においてもこの時期の遺構、遺物の存在が

予察された。

現地調査は、東側の1区（平成13年度）、西側の2区（平成14年度）の順に行った。1区が平成13年4月2日

から12月6日、2区が平成14年4月2日から9月30日である。総調査面積は13606nfである。

遺物整理・報告書作成作業

遺物整理、報告書作成作業は、平成13年度当初から開始し、平成15年3月まで行った。出土した遺物は、1区

が遺物コンテナに換算して約70箱、2区が約15箱である。大半が1区のSDl出土遺物である。遺物が多量であ

るため、各層位ごとの最少個体数の算出を目的として口緑部を中心に実測を行った。　　　　　　　　　（岡野）

2．発掘調査の方法

1区、2区とも、方眼（グリッド）は、国土座標第Ⅴ系にしたがい、10m四方を1区画として設定した。南北

軸を数字で、東西軸をアルファベットで表し、1グリッドの北東隅の交点をもってグリッド名としている。

1区（平成13年度）

調査の便宜上、現状での田圃の畦区割りを基準として1a区から1d区に区分けした。調査地周辺は昭和50年代

に行われた圃場整備事業により階段状に削平・盛土が行われている。このため、表土および客土を重機により除

去した後に遺構面の検出・精査を行った。黒色土包含層が残存する部分以外は明褐色のローム堆積土の直上で遺

構検出を行った。

検出した遺構は、落とし穴状土坑、弥生時代中期から後期の所産とみられる住居跡、自然流路である。

出土遺物の取り上げは、黒色土包含層の遺物は具体的な時期比定が可能な個体のみ平板測量で取り上げ、その

他は層位的に一括して行った。SDl埋土中の遺物は、具体的に時期が判明しうるものでかつ実測に耐えうるも

のを基準に出土地点を記録し、その他は層位的に一括して取り上げた。遺物の包含が極めて希薄とみられる部分

については、工期との関係上重機を使用した。調査面積は7055I記である。

2区（平成14年度）

1区同様、現状の畦区割りを基準に2a区、2b区に区分けし、2a区、2b区の順に調査を行った。1区と同

様に圃場整備による削平・盛土が行われており、一部に黒色土、黒褐色土の包含層が残存するほかは、明褐色の

ローム質土壌（Ⅲ層）上面で遺構検出を行った。

黒色土、黒褐色土包含層には遺構面の存在が想定されたため、それぞれ上面での遺構検出、地形測量を行った。

′

．■．■■－－■■．－．■．■■－．－－■－

第4図　遺構概念図
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黒色土包含層中に遺構面が想定されたものの遺構を明確に視認することはできなかったため、層位的に除去し下

層の暗褐色土上面において検出作業を行った。調査した遺構は、12～14世紀の集落関連遺構、落とし穴状土坑、

流路状遺構である。掘立柱建物として成立する柱穴以外のピットは土層断面図の作成は行わず基本的な埋土色調

の記録のみにとどめた。明褐色土はトレンチ調査の結果遺構、遺物ともに皆無であったため、Ⅲ層上面をもって

最終遺構面とした。調査面積は6551nfである。

3．調査区内の堆積

本遺跡は阿弥陀川もしくは妻木川の氾濫原に位置し

ており、南東方向から北西方向に向けて緩やかに傾斜

する地形上にある。調査着手以前の周辺は圃場整備が

行われており、斜面をカットして水田や畑地として使

用されていた。基本的な層序はI～Ⅳ層である。現状

では一部に残存するのみであるが、本来的には地表付

近は黒色土（黒ボク）が堆積していたものと考えられ

る。これは大山の火山堆積物が腐植により異化したも

のとみられ、鳥取県西部地域に広く分布する堆積であ

る。二次的に移動し再堆積したものが大半とみられ本

来的に形成された時期は特定されていないが、周辺地

城の発掘調査の成果からみておおよそ縄文時代から鎌

基　 本　 層　 序

＼／　　　＼／

層　 位　 名 遺　 物 遺　 構

客 土

（潤場整備時）
縄文～現代

ユ 遺構検出面

黒色土

（5～10m 角の礫混）

・縄文前期・後期

・弥生前期～後期
・平安～室町（9、14C）

暗褐色土
！～川m m儀の確泥1

明 褐 色 土
明黄褐色土

（安山岩・凝灰岩

・角礫混）

灰白色粘土

第5図　調査区内基本層序図

倉時代頃にかけて形成されたものと考えられる。黒色土の下層は、周辺が扇状地であるため一様な堆積ではない

が、基本的には安山岩礫、凝灰岩礫を包含するローム質土壌の堆積（Ⅳ層）である。堅くしまった堆積であり全

く遺物を包含しないことからⅣ層上面で最終遺構画と判断した。自然河道SDlの河道壁で観察する限り数層に

分かれるⅣ層の下層には灰白色の粘土層が堆積している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

第4章　1区の調査

1．調査の概要

調査した遺構は、竪穴住居跡1、土坑17、自然河道8である。出土した遺物は縄文時代から近世に至るまでみ

られるが、主体をなすのは河道SDlおよび黒色土包含層から出土した縄文時代後期から弥生時代前期にかけて

の土器・石器の一群である。具体的な遺構は検出できなかったが調査区周辺に当該期の集落跡が想定される。中

でも弥生時代前期中葉から中期にかけては継続して土器が出土しており、近接して長期にわたり継続した集落の

存在が窺われる。

集落遺構では、竪穴住居跡は床面まで削平されており、遺物は出土していないが、平面形態から弥生時代の所

産とみられる。周辺ピットの存在から集落跡の存在が推察される。土坑はSKlがいわゆる落し穴状土坑であり、

埋土中から縄文時代後期の土器が出土している。黒色土包含層の除去後に検出したSK14・15は、不整な形状を

呈しており人為的な掘削によるものかわからないが、埋土中より縄文時代後期の土器が出土している。

遺跡は、火山裾野面の扇状地に立地するため、現在でも湧水ポイントが認められ小規模な河川が流下している。

過去にはこうした湧水や河川を溢れた流水が各所を流れたとみられ、調査区内各所で小規模な河道を検出してい

る。おもに縄文時代から中世に形成されたものと考えられるが、なかでも河道SDlは縄文時代後期以前に形成

され、古墳時代前後まで埋没と河道形成を繰り返している。

河道SDlの周辺には、直径1m程度の土坑が河道に沿って分布している。埋土中から遺物は出土していない

－8－



車も／

1客土
2褐色粘砂土
3褐色粘砂土
4暗褐色粘質土（灰褐色土小ブロック混）
5暗褐色粘質土（2層よりやや明るい）
6褐色砂礫土
7暗褐色粘質土（2層より黒い）
8暗褐色粘質土（7層よりやや明るい）
9暗褐色粘質土（8層よりやや黒い）
10明褐色粘砂土（黄褐色礫混）

SDl X層

第7図1区調査区土層断面回
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第4章　1区の調査

が、いずれも土坑底面が粘土層上面であることや、現状での地下水位レベルであることからみて、井戸と判断す

るのが自然であろう。時期不明であるが、調査区内に分布する直径40～50cm前後のシャフト状の土坑には木質が

残存するものもあり、埋没立木の可能性がある。

包含層はおもに河道SDlの西側に分布する。層位的に黒褐色土と黒色土に分けられるが、いずれも二次堆積

層である。黒褐色土には平安時代を下限とする遺物、黒色土には縄文時代後期を中心に弥生時代中期を下限とす

る遺物が包合される。河道SDlのⅢ層以下から出土した遺物と時閲的に一致する。　　　　　　　（岡野）

2．集落遺構の調査

住居跡S11（第8図、PL．3）

調査区南端付近に位置し、標高34．7～35．0mの平坦面に立地する。全体的に削平を受けており、壁溝の一部と

主柱穴、中央ピットを検出したのみで、埋土や床面はまったく失われていた。部分的に遺存していた壁溝からそ

の形態と規模を復元すると、南北3．8m前後、東西3．5m前後の円形ないし楕円形を呈すると思われる。壁溝は南

側に遺存しており、幅5～15cm、深さ5～10cm、断面はV字形ないし逆台形である。主柱穴はPl～P4で、そ

れぞれの規模を（長軸×短軸一深さ）で表すと、Pl（27×25－30）cm、P2（31×28－40）cm、P3（40×

35－45）cm、P4（30×21T45）cmである。また、各主柱間の距離は、PlrP2間から順に1．95m、2．2m、

1．95m、2．05mである。なお、P3－P4間、P4－Pl間のほぼ中央には、径約15cm、深さ約5cmの小ピット

（P51・P52）が位置している。主柱穴の埋土は暗褐色土を主体とし、明確な柱痕は認められなかった。P5は

65cmX60cmの不整円形を呈する。4本の主柱穴に囲まれた中央に位置することから、いわゆる中央ピットと考え

られるが、深さは2cm程度と極めて浅い。埋土は主柱穴と似通った暗褐色土で、黒曜石の極小チップが一点含ま

れていた。本住居跡からは遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、その形態から弥生時代後期以前のもの

（㊨

／′′／

「′′′示p4
◎5

由p。

1暗褐色粘質土（径1～2mmの白色砂礫、地山小ブロック混）
2暗褐色粘質土（黄褐色土砂粒浪）
3暗褐色粘質土（径2cmの礫、白色砂粒、地山小ブロック棍）
4暗褐色粘質土（地山小ブロック多貴混）
5暗茶褐色粘質土（赤褐色土粒混）
6暗褐色粘質土
（径1～2IⅦの白色砂粒、地山小ブロック混、炭化物混）

5

7暗茶褐色粘質土（赤褐色土粒混）
8暗褐色粘質土（茶褐色土粒多量混、地山小ブロック混）
9暗黄褐色粘貿土（地山小ブロック混）
10暗褐色粘賀土（径2～3mの白色小礫、地山フ廿ノク混）
11暗茶褐色粘質土（白色砂粒・黄褐色土粒混）

0　　　　　　　　　　】‘60　　　　　　　　　　2m

第8図　S11
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第4章　1区の調査
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第9図　S日周辺遺構図

1黒色粘質土（径2～5mmの地山小ブロック斑に混）
2黒色粘質土（径1cm程度の地山ブロック斑に混）
3黒色粕質土（径5mm程度の地山小ブロック混）
4黒色粘質土（径2～5m－nの地山ノ」、ブロック

・暗褐色土粒斑に混）
5黄褐色土（径3～5cmの地山ブロック混、

植物遺体混）
6黒褐色砂質土（径0．5mmの黄褐色砂粒多量混、

1、2cmの黄褐色小礫斑に混、植物遺体混）
0　　　　　　　　1．40　　　　　　　1ln

第10図　SKl

◎◎26
27

◎19

◎
15

◎◎21◎23
22

◎　　、、＼
24

こ‾′：輔二：二妄

0　　　　1　3　　　　5cm

し－！

第11図　SKl出土遣物

第12図　P43遺物出土状況　第13図　P43出土遺物
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第4章　1区の調査

1黒色粘貿土（径2～3mmの地山小ブロック
・白色砂礫多量混）

2黒色粘質土（径1cm程度の地山ブロック多量混）
3暗褐色土（灰褐色土粒斑に混）
4暗褐色土（径5cm程度の地山ブロック多量混）
5茶褐色土（灰褐色土粧斑に混）
6黄褐色砂質土（地山土が中心）

0　　1ニ40　50cm

し－‘

第14匡I SK2

である可能性が高い。

1黒褐色粘質土（径1～2cmの地山ブロック
・白色砂粒多量混、茶褐色土粒斑に混）

2黒褐色粘質土（径0．5～1cm地山ブロック・白色砂粒少量棍）
3黒褐色粘質土（径0．5～1cm地山ブロック、白色・黄褐色砂粒混）
4黒褐色粘質土（黄褐色砂粒少量混）
5黒褐色粘質土（径1cm程度の黄褐色砂礫斑に混）
6黒褐色粘質土（径3～5cmの地山礫多量混）
7黄褐色砂黄土（地山土主体、黒褐色土混）

0　　1・40　50cnl

！－＿－！

第15図　SK3

1黒褐色粘質土（径5cm程度の地山ブロック混）
2黒色粘質土（径0．5～1cmの地山ブロック混）
3黒色粘貿土（径0．5～1cmの地山ブロック少量混）
4黒色粘貿土（径1～2IⅧの地山ブロック多量混）
5黒色粘質土（径1～2cmの地山ブロックやや多量混）
6黒色粘寛土（径1、2cmの地山ブロック少量混）
7黒褐色粘貿土（径3cm～拳大の地山礫混）
8黒褐色砂質土（径0．5、1cmの地山ブロック斑に混）

0　　1ご40　50cm

：－－j

第16区I SK4

（君嶋）

ピット（第9・12・13・85図、PL．3）

1区では総数52個のピットを検出した。これらは3つのまとまりに分かれている。すなわち、SIl北西側に

分布する一群、SIl北東側を中心とする一群、そしてSD3の北側周辺の一群である。これらのうち、Pl・

P2・P3の3個などは一列に並ぶ可能性もあるが、総じて配列は不規則であり、建物を復元するには至らなか

った。埋土は、暗褐色土もしくは淡黒褐色土である。遣物が出土したのはP6・1卜14・19・43である。これ

らのうち、P43の埋土中からは、自然礫とともに土師器の破片が3点出土した。これらは底面に回転糸切痕をも

つ杯形土器で、12～13世紀代のものと思われる（第13図）。その他の遺物はいずれも土器の小片で、図化しえな

い。したがって、P43以外のピットの時期は特定できないが、Pllは切り合い関係からSIlに後出するもので

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（君嶋）

SKl（第10図、PL．4）

河道SDlの左岸側、調査区西端近くに位置し、標高32．5mの平坦面に立地する。付近は黒色土包含層の分布

範囲であるが、検出したのは黒色土除去後の明黄褐色土地山面においてである。長軸100cm、短軸85cmの楕円形

を呈し、検出面からの深さは78cmである。底面は平坦であり、ほぼ中央に長軸28cm、短軸17cm、深さ10cmのピ

ットをもつ。このピットは、検出時の観察から、本来2基のピットが重複したものとみられる。ただしその切り

合い関係は明らかにできなかった。埋土は黒色土を主体とし、自然堆積と考えられる。下層は湧水のため多量の

水分を含み、また植物遺体の混入もみられた。遺物は、埋土の上層を中心に24点の縄文土器片が出土した。いず

れも小破片であるが、園化し得た1は縄文時代後期前葉崎ケ鼻式の探鉢口緑部、2も後期段階の口緑部とみられ、

遺構の埋没時期を示すものと思われる。また、底面に接して、地山由来の自然礫を検出した。形態と底面ピット

－15－



第4章　1区の調査

1褐色粘質土
（やや赤色味強い）
2明灰褐色粘砂土
3褐色粘質土
（灰白色土小粒少量混）
4褐色粘貿土
（灰白色土小粒混）
5褐色粘質土
（灰白色土′」、粒多量混）
6時赤褐色粘砂土

0　　1　40　50cm

・－！

第17図　SK5

暗褐色粘安土（灰白色土小粒混）
暗褐色粘質土（灰白色土小粒多量混）
暗褐色粘質土（大礫混）
暗茶褐色粘質土
褐色粘貿土　　！　　　　！

第18図　SK6

④

36．10m

◎
1黒色粘貿土

「＝「
0　　1．40　50cm

！－！

第21図　SK9

暗灰褐色粘砂土　　　　　　　　　6灰褐色粘砂土
暗灰褐色粘砂土（1層よりやや明るい）7灰褐色粘砂土（炭ブロック多量混）
暗灰褐色粘砂土（2層よりやや暗い）　8灰褐色粘砂土
暗灰褐色粘砂土（炭片混）
暗灰褐色粘砂土

9暗灰褐色粘砂土（炭ブロック多量混）0　1こ40　50。m
lO確灰褐色粘砂土（炎片混）　　l　　　　！

第19図　SK7

第20回　SK8
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第4章　1区の調査

の存在からは、落し穴としての性格が考えられる。　　（君嶋）

SK2（第14図、PL．4）

河道SDlの左岸、標高約32．7mの平坦面に立地する。SDl

の南岸からは南へ約1．5mの距離にある。検出面では長軸1．5m、短

軸1．1mの不整円形を呈する。明瞭な底面をもたず、検出面から深

さ1．45mの灰白色粘土層まで掘り込まれており、湧水が著しい。

断面形は、幾重にもオーバーハングを繰り返し、非常に複雑であ

る。遺物は出土しておらず時期は不明である。性格としては、河

道SDlに近接し、粘土層まで掘り下げていることから、井戸で

ある可能性が考えられる。湧水のため土層断面の観察は困難であ

ったが、黒色土・黒褐色土を主体とする1～3層の外側に暗褐色

土を主体とする4層以下が堆積しており、径50cm前後を測る井戸

枠状の施設の存在を示唆している。　　　　　　　　　（君嶋）

SK3（第15図、PL．4）

河道SDlの左岸、標高約32．8mの平坦面に立地する。SDl

の南岸からは南へ約1．2mの距離にある。検出面では径約1．5mの

不整円形を呈する。底面をもたず、検出面から深さ1．5mの灰白色

粘土層まで掘り込まれており、湧水が著しい。遣物は出土してお

らず時期は不明であるが、形状、規模、埋土の堆積状況の点でS

K2に類似しており、井戸としての性格が考えられる。土層断面

より推定される井戸枠の径は約70cmである。　　　　　　（君嶋）

SK4（第16図、PL．4）

河道SDlの左岸、標高約33．2mの平坦面に立地する。SDl

に接して掘り込まれているが、SDlの塩土との切り合い関係は

ない。検出面では長軸1．05m、短軸1．0mの不整形を呈する。底面

をもたず、検出画から深さ1．8mの灰白色粘土層まで掘り込まれて

おり、湧水が著しい。遺物は出土しておらず時期は不明であるが、

形状、規模、埋土の堆積状況の点でSK2およびSK3に類似し

ており、井戸としての性格が考えられる。土層断面より推定され

る井戸枠の径は約55cmである。　　　　　　　　　　　　（君嶋）

SK5（第17図、PL．4）

調査区北西側に位置する。平面形はいびつではあるが方形状を

呈しており、長軸74cm、短軸56cmである。底に向かい円形状とな

る。断面形もいびつではあるが、底に向けて狭くなる逆円錐形状

を呈する。検出面から178cmの地点で湧水のため掘り下げを中止

した。埋土の下半は泥質土である。遺物は出土していない。規模

からみて立木が扇状地形成時に堆積土に覆われ、その痕跡内に土

砂が流入した結果かもしれない。　　　　　　　　　　　（西川）

SK6（第18図、PL．5）

SK5に隣接する。平面形はいびつな円形状を呈しており、長

軸80cm、短軸66cmである。断面形は底に向けて狭くなる形状を呈

している。検出面から約160cmで掘削を中止した。土坑下半の埋
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第22図　SKlO

1黒褐色粘質土
2褐色粘貿土
（黄橙色・灰白色土大粒混）
3黒色粘賀土

第23図　SKll

第24図　SK12
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1暗褐色粘質土
（拳大の地山礫・径1cm程度の
地山ブロック混、炭化物微量混）
2褐色粘質土（白色砂粒・炭化物微量混）

第25図　SK13

33．70m
1黒色粘安土

第26図　SK14

／／ノヾ

④

1黒褐色粘質土（暗褐色土混）
2黒色粘質土
3黒褐色粘質土（地山ブロック少量混）
4黒褐色粘質土（地山ブロック多量混）
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土は泥質土である。遺物は出土していない。立木が扇状地堆積に覆われ

た結果埋没した痕跡の可能性がある。　　　　　　　　　　　　（西川）

SK7（第19図、PL．5）

河道SDlの左岸に位置する。検出画は長軸90cm、短軸62cmの楕円形

を呈するシャフト状の土坑である。一部に井戸枠状の木質が残存するが、

小規模であり埋没木の可能性がある。遺物は出土していない。　（岡野）

SK8（第20図、PL．5）

河道SDlの左岸側河道壁に掘削されている。SDlとの切合い関係

は確認できなかった。底面では直径1m程度の不整形を呈する。壁面も

いびつである。底面は扇状地堆積に包合される灰白色粘土層の上面であ

る。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

SK9（第21図）

調査区南東端付近に位置する。平面形はほぼ円形を呈しており、長軸

78cm、短軸76cmである。断面形は逆台形状を呈しており、検出面からの

深さは最大で40cm、底面はほぼ平坦である。埋土は黒色土であり、自然

堆積と考えられる。遺物は出土していない。　　　　　　　　　（西川）

SKlO（第22図）

調査区南東端付近に位置する。平面形はいびつな楕円形状を呈してお

り、長軸124cm、短軸92cmである。断面形は皿状を呈しており、最大で

16cmの深さが存在する。底面はほぼ平坦である。埋土は自然堆積と考え

られる。遺物は出土してない。　　　　　　　　　　　　　　（西川）

SK11（第23図、PL．5）

調査区南東端付近に位置する。平面形はいびつな方形状を呈しており、

長軸132cm、短軸100cmである。断面形は皿状を呈しており、最大で20

cmの深さが存在する。底面はほぼ平坦である。埋土は自然堆積と考えら

れる。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　（西川）

SK12（第24図、PL．5）

1時褐色粘質土

（白色小礫．炭化物’植物遺体混）？1朝『
1140　50cm

第28図　SK16

1暗褐色粘砂土（灰白色4、礫混）
2黒褐色粘質土
3暗褐色砂礫
4褐色粘砂土（礫多量混）
5褐色粘砂土（大礫混）

0　　140　50cm

！－！

第29図　SK17

調査区南東端付近に位置する。平面形はややいびつな円形状を呈しており、長径86cm、短径82cmである。断面

形は逆円錐形状を呈しており、最大で136cmの深さが存在する。底面はほぼ平坦である。黒色系統の埋土であり

カ4

第30図　SK15出土造物
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自然堆積と考えられる。遺物は出土していない。 （西川）

SK13（第25図、PL．6）

河道SDl右岸側に位置する。平面形は楕円形状を呈しており、長径110。m、短径79。mである。断面形はいび

つな皿状を呈しており、最大で30cmの深さがある。埋土は自然堆積と考えられる。底面から炭化した木の小片が

出土した。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川）

SK14（第26図、PL．6）

河道SDl左岸側黒色土包含層の直下から検出した遺構である。長軸1．6m、短軸1．4mの不整な平面形を呈す

る。検出面からの深さは最大14cmである。底面はややいびつであり、平面形からみても人為的な所産か否か分か

らない。埋土は黒色土であり堆積状況は把握できない。埋土中から数点の土器片が出土した。図化に耐えないが、

いずれも縄文の租製土器と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

SK15（第27・30図、PL．6）

河道SDl左岸側黒色土包含層の直下から検出した遺構である。長軸3．8m、短軸2．4mの不整な平面形を呈す

る。中央付近を近年の暗渠によって破壊されている。底面はいびつであり、土坑中央付近がもっとも深くなる。

検出面からの深さは最大33cmである。埋土は黒色土であり堆積状況は土坑周辺部から堆積した状況が窺われる。

埋土中から多数の土器片が出土している。出土状況は散在的であり、埋土とともに流入したものと考えられる。

4～6を図化した。いずれも縄文時代後期前葉（崎ケ鼻式）の所産である。　　　　　　　　　　（岡野）

SK16（第28図、PL．6）

河道SDl右岸側に位置する。平面形はいびつな楕円形を呈しており、長径100。m、短径90cmである。断面形

は皿状を呈しており、深さは最大で14cmである。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　（西川）

SK17（第29図、PL．6）

河道SDl右岸側に位置する。平面形は円形状を呈しており、長軸68cm、短軸60。mである。断面形は逆円錐形

状を呈しているが、壁面の崩落による挟れがみられる。検出面から120cmの深さで掘下げを中止した。土坑下半

の埋土は泥質土である。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川）

3．自然河道の調査

河道SDl（第31～36図、PL．7～14）

概要

調査区のやや南西側を、南東から北西方向に流れる自然河道である。幅は約14～19m、河床における標高は上

流の調査区南東端付近が31．2m、下流にあたる北西端付近が29．4mであり、検出面からの深さは3m前後、最深

部では約4mである。堆積土は大きくI～ⅩⅣ層に分けた。出土遺物から判断して縄文時代後期以前に河道が形成

された後、埋没が進行していた河道に、新たに縄文時代後期に小河道が形成され、以降弥生時代前期から平安時

代前後にかけて小規模な河道形成を繰り返しつつ緩慢に埋没したものと考えられる。縄文時代後期から弥生時代

中期初頭にかけての遺物は周辺から出土した個体が接合するなど河道内に流入後の移動が認めがたいことから河

道付近に当該期の集落跡が想定される。

河道堆積土については島根大学理工学部の中山勝博氏より、総じて流量の変化が激しい堆積、すなわち、河道

壁の形成時は土石流的な流れが推察できるが、その後は周辺の河川から氾濫した流水による洪水堆積であろう、

との所見を得た。遺跡周辺は地形的に火山裾野面であるため、各所に湧水点が存在する。こうした湧水点からの

一時的な出水が関係する可能性が考えられる。

堆積状況、遺物出土状況

埋土はI～ⅩⅣ層に分けて調査を行った。縄文後期以前の堆積（Ⅹ層）については遺物の分布が極めて希薄であ

るため、層位的な調査は行っておらず堆積の特徴を記載するにとどめる。I～Ⅲ層は弥生時代前期から平安時代、

Ⅳ層～Ⅸ層は縄文時代後期、刃トⅩⅣ層は縄文時代晩期、Ⅹ層は縄文時代後期以前の堆積層と考えられる。
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第31図　河道SDl

第4章　1区の調査

第32図　河道SDl土層断面1

第33図　河道SDl土層断面2

第34図　河道SDl土層断面3
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第35図　河道SDl　流木出土状況
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第36回　河道SDl（弥生時代前期～中期初頭）
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I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅴ層

Ⅵ層

Ⅶ層

暗褐色の粘質シル下層である。厚さは河道中央付近で60cm前後であり河道検出面全面で認められる。

河道がほぼ埋没した状況で堆積しており、粒状性に変化が乏しいことやラミナ的な堆積がみられない

ことから、ほとんど流量のない湿地状態であったとみられる。遺物の出土は散在的で密度は低い。上

部で13～14世紀の所産とみられる土師皿が出土しており、この時期を下限とする堆積と考えられる。

I層同様暗褐色の粘質シルト層である。ラミナ状に多くの砂層を含む。堆積は、最も厚い土層断面

B－B′ライン付近で80cm前後を測る（第31～34図）。遺物出土状況は散在的であるが、Ⅱ層下部で弥

生I－4様式の大型の壷が出土した。器形全体の約1／3がまとまって出土した。古墳時代中期の嚢

（129）はほぼ完形に復元できる状態で出土しており、時期的にも下限を示すことから、Ⅱ層は古墳

時代中期までに堆積したものであろう。

暗褐色の粘質土である。部分的に砂層、砂礫層を含む。多量の遺物とともに流木、木葉など植物遺

体を豊富に含む。土層断面B－B′ラインから北西側のみに分布する。最も厚い部分で約50cmを測る。

縄文時代前期・後期から弥生Ⅱ様式にかけての土器・石器が多量に出土した。数的には縄文時代後期、

弥生時代前期の土器、石器が主体をなす。この時期の遺物は、壷（218・221・222）、棄（238）など

ある程度まとまって出土した破片が接合し、ほぼ完形に復元できるものもある。また、水流による摩

滅をほとんど受けていない。このことから、遺物が河道付近の集落から投棄されたか流入した直後に

埋没したものと推察される。高杯の脚部とみられる木製品（Wl）が出土している。

褐色の砂礫層である。1～9cm角の亜円礫を含む。土層断面AqA′ライン付近から北西側を中心に

堆積する。厚さ10～20cm前後の堆積である。遺物分布は希薄であり、縄文時代前期前葉、後期前葉の

土器が出土している。縄文時代前期の個体には摩滅が認められる。

砂礫層である。1～10cm角の亜円礫、および灰褐色の砂で構成される。少量の植物遺体を含む。十

数点の土器および数点の石器が出土している。縄文時代前期前葉の土器には摩滅が認められる。

暗灰褐色粘質土を基本とし、部分的に砂礫層を含む。植物遺体、流木を包含する。土層断面A－A′

付近から北西側のみに分布する。比較的多数の遺物が出土している。土器は、若干数の縄文時代前期

前葉の個体を除くと、縄文時代後期前葉～中葉に比定しうるものである。

灰色を呈する砂礫層である。1～20cm前後の礫、砂の堆積である。土層断面A－A′ラインとB－B／

ラインの間に分布する。土層断面図には現れないが、Ⅵ層の下層、Ⅷ層の上層に位置する堆積である。

厚さ20cm前後である。遺物は若干の縄文土器片のほか石錘が出土している。

Ⅷ層　　灰褐色の砂質土である。土層断面B－B′ラインから北西側に広がる。厚さは最大30cm前後の堆積で

Ⅸ層

Ⅹ層

刀層

ⅩI層

ある。遺物は、縄文時代前期前葉および後期の土器が数点と石皿とみられる礫石器が出土した。

砂礫層である。5～20cm角の礫、砂の堆積である。土層断面A－A′ライン付近から北西側に分布す

る。遺物は、縄文時代前期の浅鉢と見られるものが出土している。

砂礫層である。河床から厚さ40cm～50cmは、20cm～50cm角の礫層をランダムに含む。ここから上

層は、1cm～3cm角の礫を含む砂礫層である。砂層をラミナ状に含む。遺物は極めて少量であり、黒

曜石のチップと縄文地の繊維混入土器1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

灰褐色の粘質土で、しまり・粘性は強い。土層断面B－B′ラインの北西側付近に堆積する。Ⅲ層の

上に堆積し、弥生時代以降の河道の北岸を形成している。直上にはⅢ層が堆積している。出土した遺

物は縄文土器のみである。十数点ほどで、いずれも小破片での出土である。時期を判断できるものと

しては前期と思われる条痕地の胴部片、晩期の突帯文土器があり、その他に縄文地の胴部片を含む。

砂礫層である。土層断面B－B′ライン北西側付近に堆積する。Ⅲ層の下層であり、氾層とともに弥

生時代以降の河道の河床をなしている。層序や色調はⅣ層に類似している。出土した遺物は十数点ほ

どで、縄文土器、黒曜石片がある。時期を判断できるものとして前期西川津式、晩期突帯文土器のほ

か、縄文地の胴部片を含む。Ⅳ層、Ⅴ層との層位的関係は不明である。
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Ⅷ層　　暗褐色粘砂土で、層中には砂層がラミナ状に存在する。土層断面B－B′ライン北側には淵状の落ち

込みが形成されているが、）Ⅲ層・ⅩⅣ層はこの淵状地形内の堆積である。ⅩⅣ層の直上、Ⅱ層の下層に

堆積する。出土遺物は十数点ほどで、縄文土器、黒曜石製石鉄、スクレイパーとみられる安山岩の剥

片がある。時期を判断できるものとして晩期突帯文土器がある。

漸層　　黄褐色の礫層で、拳大の礫を主体とする。）皿層と同様に淵状地形内の堆積である。基盤層である灰

白色粘土層の上に堆積し、上層には）皿層が堆積している。遺物は数点で、縄文土器片、安山岩の剥片

がある。土器は晩期の突帯文土器のほか、縄文地の胴部片を含んでいる。　　　　　　　（君嶋）

出土遺物

縄文土器

河道SDlからは、早期、前期、後期、晩期の縄文土器が出土した。出土点数の最も多いのは後期の土器で、

次いで晩期、前期である（表1）。以下に時期別の概略を述べる註）。

＜早期＞小片のため図化できなかったが、縄文時代の河道Ⅹ層から胎土に繊維が混入した胴部片が1点出土し

ており、早期～前期初頭の土器と思われる。これは出土遺物中最古に位置づけられるもので、河道の形成開始時

期を示唆する遺物である。

＜前期＞前期初頭の西川津式が多数出土している。押引沈線文・連続刺突文を施す一群と、条痕地に横方向の

微隆帯を貼付する一群とがある。前者は柳浦分類のA類ないしC類、後者はB類に相当しよう。出土量では、お

よそ3：1の比率でB類の方が多い。A類に分類されるのは7、57、58、302である。いずれも摩滅が著しく文

様は不鮮明だが、押引沈線ないし刺突を鋸歯状に密に施している。363は口緑から縦位の微隆帯を垂下させる。B

類では、口緑部（11、56、149、297、298、325）や屈曲部（150、299、312）の破片が確認できる。屈曲部や

微隆帯上には列点を刻むものが殆どである。303は口緑外面に縦位の微隆起線を施す。また、文様は持たないも

のの内外面条痕調整である点から前期と考えられる個体もある。61は波状口縁と思われる。67は内等口緑、

160・161は直線的に外反する口緑に復元できる。305は条痕の上にナデ調整を行い、口唇部に刻みを施す。

335・336は、内面に格子状の沈線文を施す。同様の沈線文を外面に施す例は西川津式や北白川下層式に見られ

るため、一応前期に位置づけておくが、内面に施文する例は管見に触れない。条痕地の土器以外で注意される資

料に301の胴部片がある。外面に羽状縄文を施しており、いわゆる羽状縄文系土器との関連が考えられよう。胎

土に多量の金雲母を含む点も他の土器と異なっており、搬入品の可能性がある。

西川津式に後続する爪形文土器は確認していない。また、中期の土器も認められず、本遺跡の消長における空

白期となっている。

＜後期＞沈線文に充填縄文を施す土器として326、327、331があり、後期初頭の福田K2式併行期（島式）に位

置づけられる。327は双耳壷の肩部と思われる。これらに後続する一群として、2～3条の沈線文を施す胴部片

があげられる（63、328～330）。地文に細密条痕を施す点は、布勢式～崎ケ鼻式期にかけてみられる特徴である。

布勢式に後続する崎ケ鼻式土器は点数が多く、深鉢や浅鉢など多様な器種が出土している。深鉢A（154、304、

314、332、338、340、341、342）は、頚部が直立あるいは外傾し、頸胴部の境で屈曲する器形である。154・

304・314は口緑部で、拡張させた口緑端部の外面に沈線や縄文で施文する。154は波状口緑である。332は波頂

部で、厚手で貫通孔を持つ。338・340は屈曲部の破片で、338は沈線で頸胴部を区画する。340は胴部外面に無

節縄文を施す。341は無文で、内外面ともミガキ調整である。深鉢B（9、339、344）は頸部と胴部とがくびれ

ない器形である。9は口緑内面の肥厚帯に指頭庄痕が認められる。339、344は口緑下部を肥厚させ、沈線と縄文

を施す。浅鉢には、椀形の浅鉢E（349、352、353）と口緑部が屈曲し屈曲部に刻みを施す浅鉢F（347、350）

とがある。浅鉢Eの349は無文、352、353は口緑内面を肥厚させ縄文を施す。また、348は胴部に段を持つ鉢D

の胴部と思われる。無文深鉢の口緑333、334も崎ケ鼻式期のものであろう。

崎ケ鼻式に続く後期中葉の土器として、55、65、153、157、315、318、346、351、355がある。65や355の

縄文は前葉までのものに比べて節が細かい。157は注口土器の可能性がある。315は沈線内に刺突を施す。318
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は、内等する口緑部の外面に沈線と充填縄文で施文する。346は口緑の内面に結節縄文を施す。これらの特徴は

四元式～彦崎K2式に併行する時期に位置づけられるものであろう。なお、後期初頭～前葉の資料で確認された

縄文は殆どがRLであるが、後期中葉では315、318、355にLR縄文が施されている。

続く後期後葉はいわゆる凹線文系土器群の段階であるが、凹線文を持つ個体は確認していない。ただし深鉢の

突起12はこの時期に位置づけられる可能性がある。また、外面に租いナデ調整を行い、内等口緑ないしボウル形

を呈する無文土器164～167は、時期は厳密に特定できないものの後期～晩期に位置づけられる。

以上のように、ある程度時期を特定できた個体では、前期初頭西川津式と後期前葉崎ケ鼻式に相当するものが

多数を占めており、当該期の良好な資料となった。層位ごとの出土状況をみると、出土量が多いのはI～Ⅵ層で

あり、Ⅶ層以下ではまばらとなる。また、前期の土器は水流によって摩滅している一方で、後期の土器には摩滅
l

がほとんど認められず、大ぶりな破片も多いことから、後期段階の集落は河道のまさに直近に営まれていたのに
l

対し、前期段階の集落は調査地よりも上流に存在したものと考えられる。　　　　　　　　　　　　（君嶋）

＜晩期・突帯文土器＞

晩期後葉から弥生時代前期の突帯文土器は、I～Ⅲ層、Ⅲ層～Ⅲ層から出土した（表1）。探鉢と若干の浅鉢か

ら構成され、壷は抽出できない。型式学的に時間幅をもつ土器群である。いずれも口綾部を中心とした小片であ

り、資料的にまとまりのある探鉢の突帯、器面調整を基準に分類をおこなった。

1類　口緑端部に刻目をもち、端部から下がる位置に刻目突帯文をもつもの。断面Ⅴ字形の浅い刻目である。

端部はつまみ上げるものが多いが、186は軽い面取りがある。器形は口頚部が緩やかに外反するものが多

い。器面調整は二枚貝条痕、擦痕を伴う粗いナデである。68・169・170・185・186である。

2類　刻目突帯文のみをもつもの。突帯は口緑端部から下がる位置に付くが、端部に付くもの（179・190）も

ある。断面Ⅴ字形の浅い刻目である。74・187は割り箸状の工具を押圧して刻みとする。口緑端部はつま

み上げるものが多い。器形は砲弾形と思われる。器面調整は擦痕を伴う粗いナデであるが、172は二枚貝

条痕である。10・69・70・74・171～180・189～194・197・367～369である。出土総数51点中25点を

占める。

3類　口緑端部に刻目をもち、無刻目突帯文をもつもの。口緑端部から少し下がった位置に突帯が付く。器形

は砲弾形と思われる。調整は軽いナデである。口縁端部は2類に比べてやや丸い。72のみである。

4類　無刻目突帯文のみをもつもの。突帯が口緑端部に付くものと下がる位置に付くものがある。73・183は

端部から2cm程度下がる位置に付く。端部は内面を強くナデて先端部を外反ぎみに細くするが、丸くおさ

めるもの（183）もある。調整は擦痕を伴う粗いナデと、軽くナデるもの（183・195・196）がある。器

形は、砲弾形であるが、71・76は胴部で屈曲する器形をなす。

伯者における突帯文土器の消長については渡田竜彦氏により突帯文I期からⅢ期および弥生前期に分類されて

いる。本遺跡の1類のうち185・186は口緑端部の刻み、緩く湾曲する器形、二枚貝調整などからみて突帯文I期

もしくはⅡ期の特徴を示すが、刻みは軽く浅い。古い属性をもつⅢ期古段階の資料とみるのが妥当であろう。2

類、3類は浅い刻目、ナデ調整の卓越などからおおむね突帯文Ⅲ期に比定される。4類は突帯文Ⅲ期新段階から

弥生時代前期に位置づけられる。

本遺跡では層位的な検証による時間的前後関係を決し得ない。遠賀川系土器との共伴関係を具体的に示唆しえ

ないが、倉吉市イキス遺跡では本遺跡の4類と弥生I－2・3様式の土器が共伴しており、4類が同期の遠賀川

系土器と共伴する可能性は高い。ただし、観察する限り外傾接合、パケ調整など長瀬高浜遺跡、イキス遺跡でみ

られた弥生土器の製作技法によるものは皆無である。本遺跡における遠賀川系土器の出現がI－3様式とみられ

ることなどから、2類～4類は遠賀川系土器の出現直前の様相を示すものかもしれない。　　　　　　（岡野）

註）ここで用いる土器編年および器種分類は、以下の文献に基づく。
（1）柳浦俊一　2000「山陰地方縄文時代後期初頭～中葉の土器編年」『島根考古学会誌』17、島根考古学会
（2）柳浦俊一　2001「山陰地方における縄文前期土器の地域編年」『島根考古学会誌』18、島根考古学会
（3）渡田竜彦1998「目久美遺跡における縄文晩期末から弥生時代前期の土器について」『目久美遺跡Ⅴ・Ⅵ』米子市教育文化事業団
（4）濱田竜彦1999「古市河原田遺跡出土の突帯文土器について一古市河原田式の提唱－」『古市遺跡群1』鳥取県教育文化財団
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第1表　河道SDl出土遺物個体数一覧表（縄文時代）

I層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅳ層 Ⅴ層 Ⅵ層 Ⅶ層 Ⅶ層 Ⅸ層 Ⅹ層 Ⅹ【層 Ⅹ［層 ⅩⅢ層 ⅩⅣ層 計

早期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

前期 1 7 8 9 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 4 8

後 期 2 ．8 15 7 8 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1

晩期

（突帯文土 器） 4 1 3 2 9 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 1 5 1

（数値は破片数）

第2表　河道SDl出土遣物個体数一覧表（弥生時代以降）

時期 ／層位 弥生I 弥生Ⅱ 弥生Ⅲ 弥生Ⅳ 弥生Ⅴ 古 墳前期 古 墳中期 古墳 後期
8世紀～

9世 紀

10世紀

以降
計

I層 3 6 2 3 1 1 4 0 7 3 1 5 8

Ⅱ層 8 0 2 2 ． 2 1 0 1 0 0 0 8 9

Ⅲ層 10 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4

計 2 1 7 7 5 3 2 4 1 7 3 1 2 5 0

（数値は個体数）

弥生土器（前期～後期）

河道SDlのI層からⅢ層では多量の弥生時代前期から中期にかけての土器が出土した。弥生土器の90％以上

が弥生時代前期後半の所産である（表2）。記載する個体数は、同一個体を可能な限り排除した上で口緑部が残存

しているもののみカウントしたものである。これは最少個体数を把握する目的による。

＜前期～中期前葉＞

前期の土器は、浅く幅の狭い段、退化した削出突帯と貼付突帯、多条化した沈線文の存在などからI－3様式

からI－4様式に比定されるものである。

壷形土器　胴部上端から口緑部にかけて外反する形態の壷は53個体が出土している。施文は口縁端部の刻目、

口頚部界や頸胴部界の段、ヘラ措沈線文である。櫛措文を施すものはみられない。段をもつものは10個体である。

88を除くといずれも幅の狭い段で、ヘラ状の工具を使用して段をつくり出しており後出的なものである。形態的

にも頚部の段から口緑端部にかけて直線的に短くのびるI－1からI－2様式のタイプはみられない。頚部また

は胴部上半に削出突帯をもつものは2個体（200・218）である。頚部に貼付突帯をもつものは1個体（201）

である。頚部にへラ措沈線をもつものは12個体である。1～2条のへラ措沈線を施すもの9個体のほか、5条以

上の沈線を施すものが3個体（96・208・215）ある。口径は15～20cm前後であるが、88・96・217は口径40cm

を超える大型品である。口縁部内面に突帯による施文をもつ壷90がある。胴部に木葉文、綾杉文を施する土器

（264～268・270・271）には沈線文が伴う。267は丁寧なミガキを施すもので赤彩されている。269は2本の直

線沈線の間に斜格子状の沈線を施す。272はヘラ措直線文から緩やかにのびる平行沈線で円弧文か。218には胴部

上端に籾の庄痕を残すほか、壷とみられる底部底面284・293にもみられる。19・117は無頸壷である。

襲形土器　いわゆる如意形口緑の嚢は150個体が出土している。施文は頸胴部界の段、沈線文、櫛措文、口緑

端部の刻冒である。このうち段をもつものは2個体（81・115）である。いずれも幅の狭い段でヘラ工具でつくり

出したものである。頚部から胴部上端付近にヘラ措沈線を施すものは47個体である。1～2条のヘラ措沈線を施

すもののほか、5条以上施すものは7個体（22～24・236ほか）である。櫛措文をもつものは5個体である（27・

97・98・258・259）。このうち27・98・259は4条を1単位とする櫛措文である。27は口緑逆L字状を呈する

もので、本遺跡では沈線文を施す101と合わせて2個体のみである。口縁端部の刻目には、端部の下端のみに刻

みを施すもの（20・223・225・227・228ほか）と端部全面を刻むもの（24・25・224・226ほか）がある。器

面調整はパケであるが、239・253などミガキを施すものもわずかに認められる。

蓋形土器　蓋とみられるものは6個体ある（28・118～121・262）。砂粒を多量に包含する胎土からみて前期

から中期前葉とみられる。118～121の上面は直径5～7cmの凹面をなす。ナデ調整であるが内面は指頭圧による

凹凸が目立つ。262は小型の嚢の底部かもしれない。121はおそらく左右両端部二カ所の穿孔が想定される。つま
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第3表　河道SDl　出土石器個体数一覧表

石鍬 打製石鉄
石鉄

未製品
石錘 礫石器 スクレイパー 敲石 石皿 板状石器 不明石器 磨製石斧 打製石斧 石鎌 石棒 玉 石核 石匙 磨石 紡錘車 不明石器 計

I層 4 6 0 1 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 17

Ⅱ層 4 8 0 3 4 1 3 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 31

Ⅲ層 10 4 0 0 0 0 2 1 3 3 2 0 1 1 1 0 0 0 0 2 30
Ⅳ層 0 3 2 1 1 0 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11

Ⅴ層 0 1 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 8

Ⅵ層 0 2 0 1 3 0 1 0 0． 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 9

Ⅷ層 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

Ⅸ層 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ⅩⅡ層 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ⅩⅢ層 0 2 0 0 0 1 0 0 0 ・0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
ⅩⅤ層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 ‾ 0 1

層位不明 0 2 0 0 0 0 3 0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 12

今計 18 28 3 9 10 4 1 1 3 7 9 5 2 1 2 1 4 1 1 1 5 125

み部分は角状の突起をもつもので山陰地域では例をみない。岡山県矢掛町清水谷遺跡で類似品が出土しており、

あるいは中国山地を通じた搬入品かもしれない。内外面パケ調整である。

鉢形土器　3個体である。116は、10条の沈線文の直下に刺突文を施す。100は口緑端部に刻目、直下に櫛措

文をもつ。261は口緑端部を肥厚させるもので内外面ミガキ調整である。

木製品　Ⅲ層から脚部とみられる木製品Wlが出土した。蓋形土器としては穿孔の位置が不自然であり、土器

に類例品はみられないが高杯の脚部と思われる。樹種はヤマグワと鑑定された（第6章特論参照）。

＜中期中葉から後期＞

I層・Ⅱ層から出土している。嚢30は薄手で口緑端部の肥厚がみられず中期中葉（Ⅲ－1様式）に比定される。

嚢122～124は口緑端部が肥厚しておりⅢ－2・3様式の所産とみられる。嚢32・125・126は口緑端面に凹線文

をもちⅢ－3様式からⅣ－1様式に比定される。つづく中期後葉から後期初頭（Ⅳ－2様式～Ⅴ－1様式）の土

器は出土していない。棄127・33は後期後半（Ⅴ－2・3様式）の所産とみられる。

古墳時代以降の土器

I層・Ⅱ層から出土している。嚢34・109は古墳時代前期中葉、36～39・43～45は古墳時代後期、37・41・

42は8～9世紀にかけての土器とみられる。

以上、河道SDl出土遺物について概説した。河川堆積からの出土資料であるが、周辺に存在する集落の様相

を間接的に反映するものであろう。縄文時代後期前葉・晩期末から弥生時代中期まで出土個体数に格差はあるも

のの継続して出土しており、周辺に縄文時代後期・弥生時代前期をピークとする拠点的な集落の存在が推察され

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

※弥生土器について以下の文献を参考にした。
（1）清水真一1992「因幡・伯著地域」『弥生土器の様式と編年山陽・山陰編』
（2）濱田竜彦　2001「西伯者地域（阿弥陀川以西）」　岡野雅則　2001「西伯者（阿弥陀川以東）・東伯者地域」
『山陰地方における弥生時代前期の地域相』第3回西伯者弥生集落検討会資料　西伯者弥生集落検討会

石器

SDl出土の石器は、製品・末製品合わせて125点である（表3）。層位的にみて縄文時代に限定できるⅣ層か

らⅧ層出土石器と、弥生時代中期前葉までの時間幅をもつI層からⅢ層出土石器は分けて記述したい。

＜Ⅳ層へ弓虹I層出土石器＞

伴出土器や層位的関係から判断して、Ⅳ層からⅧ層出土石器は縄文時代前期前葉、後期前葉、晩期後葉に限定

できる一群である。土器の半数以上が後期前葉の土器であることなどから縄文時代後期前葉の石器組成を反映し

たものと思われる。

石器構成は石鉄、スクレイパー、石斧、石皿、凹石・敵石などの礫石器、石核からなる。石材は安山岩18点、

黒曜石8点、緑色片岩2点、滑石片岩1点、閃緑岩1点である。石鉄には製品と未製品（S68、S69、S81、S

90）がある。大半が黒曜石製であるが、S66、S81、S90は安山岩を使用している。スクレイパーS92は、安

山岩を使用し素材剥片の末端付近を使用し背面側から主剥離面側にかけての剥離で刃部を形成する。S73は縦長
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の剥片を使用し背面側の側線に刃部を設ける。礫石器には石皿、棒状の両端部に蔽打痕を残す敲石、扁平な円礫

の中央部に蔽打痕のある凹石、扇平な楕円形の礫の両端部を打ち欠く石錘がある。いずれも周辺で採取できる安

山岩を使用したものが大半であるがS94は閃緑岩である。両刃の磨製石斧S69、S70はいずれも緑色片岩であ

る。周辺では日野川上流域に産出地がある。石核S80は角礫の黒曜石を素材とする。素材の主剥離面を大きく残

－33－
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第39図　河道SDI I層出土土器（3）
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第40図　河道SDI I層出土土器（4）

し、素材剥片の打面倒を中心に剥離している。角礫素材の石核S93は剥離が進行しておらず、風化面を残す。

＜I～Ⅲ層出土石器＞

I～Ⅲ層は縄文時代前期・後期から中世にかけての遺物を包合する堆積であるが、出土する土器の量からみて

その多くは縄文時代後期から弥生時代前期の所産と思われる。石器組成は石鉄、スクレイパー、石斧、石鍬、石

鎌、板状石器、石皿、凹石・蔽石などの礫石器のほか玉、石棒状の製品がある。いわゆる大陸系磨製石器は、太

形蛤刃石斧とみられるS49のほかは出土していない。

石鉄は黒曜石製のほか安山岩製が4点出土している。S15は未製品かもしれない。スクレイパーS6は素材剥

片の末端の主剥離面倒に刃部を形成する。S16は素材剥片の打面倒に刃部を設定している。磨製石斧S49、S50

は緑色片岩製である。SlO、S12は小型の石鍬とも呼べるものであるが、大きさからみて鍬としての用途が想定

できないことから石斧とした。SlOは粘板岩製、S12は安山岩製である。

石鍬は総計18点が出土し、このうちⅢ層からは10点が出土している。縄文時代晩期以前の堆積とみられるⅣ層

以下の層からは皆無であることから、搬出する土器からみても弥生時代前期後半所産と考えられる。平面形は基

部より刃部側が広くなる撥形（S27、S61）、基部から刃部にかけて張り出した肩をもつ有肩形（S56・S57～

S59）のほか杓子形ともいうべきもの（S60）も出土している。石材はすべて安山岩である。有肩形には刃部先

端を尖らすもの（S57・S58）や円形をなすもの（S59）がある。重さはほぼ完存するS27が480g、S57が890g、

S58が930gである。S27・S56～S59・S61には顕著な使用痕が認められた。いずれも刃部に対して直交方向

－34－
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第49図　河道SDl　Ⅱ層出土土器（3）

をなす線状痕である。主に刃部の下半に認められる。分析の結果、刃部を被加工物に対して垂直方向に立てた使

用方法が想定された（第6章特論参照）。S54はやや内湾する両刃の刃部をもつもので石鎌と考えられる。

S28・S52・S53は素材剥片末端の鋭利な部分を調整し刃部とする石器である。調整は片面のみである。S

52には刃部周辺の表裏に使用痕光沢面が認められた。分析の結果、刃部に対して平行する線状の使用痕が認めら

れ刃部を平行に移動する使用方法が想定されている（第6章特論参照）。山陰地域では弥生時代前半期の石包丁の

出土が少ないことが従来から指摘されており本遺跡でも磨製石包丁は皆無である。島根県松江市西川津遺跡は少

量の磨製石包丁と同時に打製の石包丁とみられる破片が出土しており、本遺跡の板状石器もこうした一例として

いわゆる石製穂摘具の一つをなすのかもしれない。棒状石製品S47は周囲を研磨しており、緑色片岩製であるこ

とから石棒もしくはその再利用品の可能性がある。S48はわずかに研磨痕が認められ、両端部は剥離している。

S7はいわゆる異形石器と呼ばれるものであろうか。表面が若干風化している。　　　　　　　　　　（岡野）

※石器の分類・年代観については以下の文献を参考にした。
（1）平井　勝1991『弥生時代の石器』考古学ライブラリー64　ニューサイエンス社
（2）岩橋孝典ほか編　2001『西川津遺跡Ⅷ』朝酌川広域河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第13冊　島根県教育委員会
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4灰褐色砂貿土
5暗灰褐色砂質土
6淡灰色砂
7暗褐色粘質土（小砂礫少量混）
8暗褐色砂質土
9暗褐色砂（小砂礫多量混）
10暗褐色粘質土（褐色土ブロック少量混）
11淡黒褐色粘貿土（小砂礫少量混）
12淡灰色砂礫土
13褐色粘質土（暗褐色・灰白色土ブロック少量混）
14褐色粘質土
15時灰褐色砂（灰色砂礫多量混）
16暗灰褐色粘砂士
17灰褐色砂礫土

5m

第84図　河道SD2（2）
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嘩9

・二、．‥

第85図　溝SD3

第86国　河道SD4

－66－

1褐色粘質土

2暗褐色粘砂土（灰白色砂粒混）

3暗褐色粘砂土

4褐色粘質土

（暗褐色・黄褐色土小ブロック混）

5暗褐色粘質土

6暗褐色粘質土（褐色土粒混）

7暗褐色粘質土（褐色土小ブロック混）
8暗褐色粘質土

（暗黄褐色土小ブロック少量混）
9暗灰褐色砂質土

10暗褐色粘質土

（褐色土小ブロック多量混）

11褐色粘質土（暗褐色土小ブロック混）

12暗褐色粘質土（灰褐色砂混）

13暗褐色粘貿土（灰褐色砂多量混）
14暗褐色粘質土

（暗灰褐色土小ブロック混）

15褐色粘貿土（灰褐色砂混）［sD－2捜土］

5 Bノ

36．00m

D　　　　　12　　　　5　　　　　　D′

（土層断面図）

1褐色粘砂土
2暗褐色粘砂土（径1cm以下の小礫多量混）

1暗褐色粘砂土（褐色砂ブロック混）
2暗褐色粘砂土（礫多量混）
3灰褐色砂貿土（礫多量混）



第4章　1区の調査

第87図　溝SD5
1黒褐色粘質土
（径3mm以下の灰白色・黄褐色砂礫多量混、
拳大～人頭大の礫多量混）

2　灰白色粘土（上部が黄色味を帯びる）

第88図　河道SD6

1暗褐色粘砂土（径5mm以下の白色砂礫混）
2暗褐色粘質土（径5mm以下の白色砂礫・黄褐色砂粒混）
3褐色粘質土（径5Ⅷ1以下の白色砂礫混）
4暗褐色粘砂土（黄褐色地山ブロック多量混）
5暗灰褐色粘砂土（径1cm以下の白色砂礫多量混、黄褐色土粒混）
6灰白色粘土（部分的に黄色昧強い）
7暗灰褐色粘貿土（白色砂礫混）

第89図　溝SD7
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河道SD2（第79・80・84園、PL．14）

調査区北東端付近に位置する。南東から北西方向に流れる河道である。

現状では3つに分かれているがほぼ直線状に位置しており、本来は一連

のものと考えられる。全長は約52m、幅は最大で約6mである。埋土は

黒色土を主体とし、砂層がラミナ状に混じる。

埋土中から若干の遺物が出土した。出土した青磁372から13世紀前後

の河道と推測される。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川）

溝SD3（第81・85図、PL．14・15）

調査区南東端付近に位置する。SD2に平行する南東から北西方向に

向かう溝と、南西から北東方向に向かう溝が切り合うものと考えられる。

前後関係は不明である。前者は地形的な傾斜面と直行する方向に延びる

ため人為的な掘削かもしれない。断面形はいずれも浅い皿状を呈してい

る。検出面からの深さは最大で30cmである。埋土は暗褐色の粘質土を主

体とし、自然堆積とみられる。数点の土器が出土している。底部回転糸

切りをもつ土師器379から11～13世紀前後の遺構と考えられる。

（西川）

河道SD4（第82・86図）

河道SDlの右岸に位置する。「く」の字状に屈曲する平面形をなす。

断面形は浅い皿状である。埋土が砂層を含むことから河床の一部を検出

したものと考えられる。遣物は出土していない。　　　　　　（西川）

溝SD5（第87図、PL．15）

調査区南東端付近に位置する。北西一南東方向に直線的に伸びる。地

形的な斜面方向に対して直行するため、人為的な掘削によるものと考え

られる。全長は約9m、深さ約6cm、断面形は浅い皿状である。遺物は

全く出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川）

河道SD6（第88図、PL．15）

河道SDl右岸側に位置する。南東一北西方向にわずかに蛇行する溝

9　　　　1180　　　　2n－

35．10m

A　　32

」－、違妄7－－止

35．10m

B

1暗褐色粘質土
（径5C血以下の灰褐色砂礫、黄褐色地山ブロック多量混）
2灰褐色砂田土
3暗黄褐色砂貿土
4暗褐色粘質土
（径5cm以下の灰褐色砂礫、黄褐色他山ブロック多量混）

第90区l　河道SD8

である。長さ7．0m、最大幅2．3m、最大の深さ34cmを測る。埋土下層には厚さ5～15cm前後の灰白色粘土が堆積

する。河道SDl河道壁の標高32．0m前後には灰白色粘土の基盤層が観察できる。本来的にはSDlの一部であ

り、基盤層から流出した粘土層の一部が堆積した可能性を考慮して河道とした。灰白色粘土層から土器小片が出

土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

溝SD7（第89図、PL．16）

調査区中央付近に位置する。北西一南東方向に直線状に伸びるもので、全長約11m、幅最大2mである。断面

形は「Ⅴ」字状を呈し、深さ約45cmである。埋土は自然堆積と考えられる。遺物は出土していない。　（西川）

河道SD8（第90図）

SD2と平行する河道である。長さ7．8m、幅0．5～1．3mを測る。埋土は粘質土に砂質土を含み、河道とみられ

る。本来的にはSD2と同一の河道かもしれない。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　（岡野）

4．包含層の調査（第91・92臥PL．17・18）

堆積　　調査区西側、河道SDl左岸側において黒色土の遺物包含層を検出した。本来的な地形が低くなる部分

に堆積した黒色土が削平を受けずに残存したものと考えられる。地形的に南西から北東側にかけて低くなるため、

土層断面B－B′ラインの北よりでは最も厚い部分で約60cmの堆積である。堆積は大きく3層に分かれる。1層は

－68－
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黒褐色に近い色調を呈する粘質土である。縄文時代後期～弥生時代前期の土器片のほか13世紀前後を下限とする

遺物を包含する。2層は黒色土であり、縄文時代前期・後期の遺物を主とし、弥生時代中期後半を下限とする遺

物を包含する。1層、2層ともかなりの時間幅をもつ遺物が分布・層位ともに散在的に出土していることから、

二次的に堆積したものと考えられる。遺物は顕著な摩滅が認められないことからみて、近接した場所からの再堆

積と考えられる。3層は2層と4層の漸移的色調を呈する層であるが遺物は皆無である。3層上面でSK14・15

を検出しているが人為的掘削によるものか判断できない。SKl周辺には2層が厚さ10～20cm前後堆積するが遺

物は皆無である。

出土遺物　1層・2層で破片数にして約1500点の土器が出土している。大半が縄文時代前期、後期の土器であ

り、わずかに晩期の突帯文土器と弥生時代以降の遺物を含む。河道SDl出土の土器群と時期的に一致するもの

である。

1層出土遺物のうち、縄文土器382・383・385は後期前菜崎ケ鼻式の深鉢口縁である。382、383は拡張した

口緑外面に沈線で施文する。385は口唇部に刻みを施す。384・387は同じく崎ケ鼻式の浅鉢口緑で、口緑内面を

肥厚させ縄文を施す。386は後期中葉の鉢口緑。388は前期初頭西川津式A類の胴部片で、条痕地に微隆帯と沈線

文を施す。389は福田K2式の深鉢口緑で、口唇部と口緑部直下に1条ずつ沈線を巡らす。嚢390は胴部に沈線と

刺突文を施すもので弥生前期後半の所産である。このほか弥生前期とみられる土器片が十数点出土している。須

恵器婆391は9世紀前後、土師器杯392は13世紀代の所産とみられる。石器では、黒曜石製の石鍍S96～S99が

出土している。

2層からは、河道SDlと同様に縄文時代前期初頭及び後期初頭～前葉を中心とする土器が出土している。特

筆すべき遺物として分銅形土偶426がある。上半身の破片で、両乳房の剥離痕の間に縦位の沈線を1条施してい

－69－
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第93図　黒色土包含層　1層出土土器
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0　　13　　5cm

！　　　　　！（382～389）

0　　　　　　　1　4　　　　　　10cm

（390～392）

〟399

第94図　黒色土包含層　2層出土土器（1）

0　　　　　　　1　4　　　　　　10cm

l　　　　　　　，　　　　　　［

（393～398・401・402）

る。分銅形土偶は、県内では森藤第2遺跡（東伯町）の竪穴住居1号から下半身の破片が出土しており、本遺跡

が2例日である。399、403～408は前期初頭西川津式である。403は胴部が強く張る器形で、胴部上半には横位

の押引沈線文を施す。A類もしくはC類に相当する。406は押引沈線と縦位の刻み隆帯を施すA類、それ以外は

条痕地に微隆帯をもつB類である。409～413は沈線文をもつ胴部片で、後期前葉布勢式～崎ケ鼻式に相当する。

416は布勢式の深鉢口緑で、口唇に沈線と刻みを施す上面施文型である。400、414、415、417～425、427、

429～431は崎ケ鼻式の探鉢口緑部、428、432は同屈曲部である。434、435は崎ケ鼻式の浅鉢で、434は口緑内

面に縄文を施す。435は内等する口緑の外面を肥厚させて縄文を施す。433は後期中葉の鉢口綾部である。このほ

か、図化してはいないが刻目突帯文土器が1点出土している。

2層では弥生土器とみられる破片は30点程度出土しており、胎土調整などからみて弥生前期の所産とみられる

ものが大半であるが、口緑残存率が1／4以下の個体のみである。397は2層下部からの出土であり弥生時代中期

－71－
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佃
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⊂ SlO6　く二二＞
第96図　黒色土包含層出土石器
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（440～444）

SlO9　？．．12．．5！Ⅷ

（SlO8・SlO9）

第97図1区調査区内出土遣物（1）

S111

°　　　　　l：l

L＿　．　＿＿うm

（SllO・Slll）

後半の所産である。石器は、黒曜石製石鉄SlOO・SlOl、石鍬SlO4～S107、石匙S102が出土している。S

104は刃部が曲線で片刃の石鍬とみられ、表裏に縦方向の摩耗痕が認められる。淀江町今津岸の上遺跡、倉吉市

イキス遺跡で出土例がある。SlO3・S106は基部であろう。S105は小型の石鍬と思われる。S107は平面撥形

で刃部が直線のタイプである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（君嶋・岡野）

5．調査区内出土遣物（第97～99図）

撹乱土などから出土した遺物である。440は砂粒を多量に含む胎土などからみて弥生時代前期から中期前葉の

蓋形土器であろう。442は青磁、443・444は底部糸切痕を残す土師器の杯であり、13世紀前後の所産と考えられ

る。S109は刃部片面調整の石器であるが種類は分からない。黒曜石製石鉄Slll・スクレイパーS125はSD4

から、石鉄S112～S114・S122はSD2から出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）
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第98図1区調査区内出土遺物（2）
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C還監芸）　S131

第99図1区調査区内出土遺物（3）
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第4表　ピット計測表（1区）

No． 規模 （cm ） 土色

P l 16－1 5－1 1 暗褐色粘質土 （地 山土中 ブロ ック少皇混）

P 2 17－1 3－6．8 暗褐色粘質土

P 3 2 2－2 1－2 2．4 暗褐色粘質土 （黄褐色土粧多量混）

P 4 2 0－16－9．3 暗褐色粘質土

P 5 2 1－18－9．3 暗褐色粘質土 ‾（地山土中 ブロック混）

P 6 3 0－2 2－1 2．8 暗褐色粘質土 ・（地山土ブロック多量混）

P 7 2 1－18－16．8 暗褐色粘質土 （地山土中 ブロック ・白色砂礫混）

P 8 24－19－8．3 暗褐色粘質土 （地山土中 ブロック ・径 1 ～ 2 mm白色砂礫混）．

P 9 1 7－14－6 暗褐色粘質土 （地山土粧混）・

P l O 1 7－16－6 暗褐色粘質土 （地山土粒 1・径 1 ～ 2 m 白色砂礫混）

P l l 2 2－19－2 2．2 暗褐色粘質土 （地山土小 ブロック混）

P 1 2 1 8－15－10．5 暗褐色粘質土 （地山土 ブロ ック ・白色砂礫混）

P 1 3 2 0－17－8．3 暗褐色粘質土 （地山土粒混）

P 1 4 2 2－20－17．5 暗褐色粘質土 （褐色土粒 ・径 1 ～ 2 cm砂礫混）

P 1 5 2 0－19－8 暗褐色粘砂土 （茶褐色土粒 ・径 5 ～1 0mm黄褐色砂礫混）

P 1 6 3 9－－2 6－2 8．1 暗褐色粘砂土 （明褐色砂 質土多量混）

P 1 7 2 0－1 9－12．8 暗褐色粘砂土 （径 1 ～ 3 mm 白色砂礫混）

P 1 8 2 3－2 0－8．2 暗褐色粘砂土 （黄褐色土粒 ・径 1 ～ 3 mm 白色砂礫混）

P 1 9 1 8－1 5－2 2．1 暗褐色粘砂土 （明褐色砂質土混）

P 2 0 2 7－2 3－2 2．7 暗褐色粘砂土 （明褐色砂質土斑状 ・径 3 mm以下 白色砂礫混）

P 2 1 1 8－1 7－1 6．4 暗褐色粘砂土 （黄褐色砂礫混）

P 2 2 1 9－1 7－1 4．3 暗褐色粘砂土 （径 5 m 以下白色砂礫混）

P 2 3 1 8「1 7－1 4．8 暗褐色粘質土 （明褐色砂質土混）

P 2 4 2 1－1 7－1 6．2 暗褐色粘砂土 （径 1 ～ 3 m 黄褐色砂礫混）

P 2 5 16－1 5－2 0．9 暗褐色粘砂土 （褐色砂質土混）

P 2 6 17－13－2 5．6 暗褐色粘砂土 （径 1 ～ 5 mm白色砂礫混）

P 2 7 17－15－1 8．7 暗褐色粘砂土 （径 1 ～ 5 m 白色砂礫混）

P 2 8 18－16－5 2．8 淡黒褐色粘 質土

P2 9 5 8－5 0－2 6．6 ・暗褐色粘質土 （褐色土中 ブロック混）

P 3 0 　4 2－3 2－16 暗褐色粘質土

P 3 1 3 8－2 4－3 4 暗褐色粘質土 （褐色土中 ブロック少量混）

P 3 2 2 6－2 0－3 6．6 暗褐色粘質土 （褐色土粒少量混）

P 3 3 18－16－5 0．6 暗褐色粘質土

P 3 4 2 2－14－14．2 淡黒褐色粘質土 ‘

P 3 5 4 6‾－3 4－2 0 淡黒褐色粘質土

P 3 6 5 2－4 0－2 9．4 淡黒褐色粘質土

P 3 7 1 8－14－3 1．2 淡黒褐色粘質土

P 3 8 1 0－14－3 2．8 暗褐色粘質土

P 3 9 2 0－18－2 6．4 暗褐色粘質土

P 4 0 2 6－24－4 8 暗褐色粘質土

P 4 1 3 0－29－4 2．6 暗褐色粘質土

P 4 2 1 9－18－8．8 暗褐色粘質土 （地山土粒混）

P 4 3 2 5－1 9－18．9 暗褐色粘質土 （地山土粧やや多量混）

P 4 4 1 8－1 4－12 暗褐色粘質土 （地山土粒 ごく少量混）

P 4 5 2 2－1 7－17 ．2 暗褐色粘質土

P 4 6 2 4－2 1－18 ．7 暗褐色粘質土 （地山土粒 ごく少量混）

P 4 7 2 2－2 1－24 ．2 暗褐色粘質土 （径 2 m 以下灰 白色小礫斑 に混）

P 4 8 12－1 1－4 暗褐色粘質土 （地 山土粧やや多量混）

P 4 9 14－1 3－5．1 暗褐色土

P 5 0 2 0－1 7－5：1 暗褐色土

P 5 1 16－1 5－4．6 暗褐色土

P 5 2 16－1 2－4．8 暗褐色土 －

Pl～27・42～52はSDl西側、P28～41はSD3北側から検出した。
規模は、長径一短径一深さ（cm）を表している。
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第4章　1区の調査

出土遣物観察表（1区）
・口径－（）は復元推定値

掲載

番号
遺構

挿図

P L．
器種

口径

‘（cm）

器高

（cm）

底径

（cm ）
施文・療徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

1
SK l

埋土中

第11図

P L．39
探鉢 － －

波状口縁波頂部 沈線

3 条→R L縄文
ナデ ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
灰黄色 崎ネ鼻式 口縁1／10

以下

2
SK l

．埋土中

第11図

P L．39 °
探鉢 － －

口唇上面にR L縄文、外

面に接合痕
ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混

にぷい黄橙

色
後期か 口縁1／10

3
P 43

埋土中

第13図

PL．3 9
杯 （16．0） － 直線状に外傾する 回転ナデ 回転ナデ

1mm以下の砂粒少

量混

赤橙色～に

ぷい橙色 － 口縁1／4

4
SK 15

埋土中

第30図

PL．39
鉢 － － 屈曲部以下にR L縄文 ミガキ ミガキ 1mm以下の砂粒混 黄褐色 崎ケ鼻式 胴部1／8

5
SK 15

埋土中

第30図

PL．39
．探鉢 － － 補修孔あり 横位条痕 横位条痕

1mm以下の砂粒多

量混
畢褐色 後期

ロ縁1／10

以下

6
SK 15

埋土中

第30図

PL．39
浅鉢 ・ － － 屈曲部に刻み 横位ミガキ 横位ミガキ 1品 以下の砂粒混‾明褐色 崎ケ鼻式 口縁1／8

7
S D l

I層
第3 8図 探鉢 － － －

外面に連続刺突文 不明 ナデ 1m 以下の砂粒混 黄褐色 西川津式A 類
口縁1／10

以下

8
S D 1 －

I層

第3 8図

P L．19
探鉢 － － 外面に列点文 横位条痕 横位条痕 角閃石混 灰褐色 西川津式B 類 胴部1／8

9
SD l

I層

第3 8図

P L．19
深鉢 － － － 口縁内面に指頭庄痕 ナデ ナデ 砂粒、金雲母混 黄白色 後期 口緑1／10

10
SD l

I層

第38図

P L．19
探鉢 － － － ロ縁端部に刻目突帯文 条痕 ナデ

2mm程度の砂粒多

量混
にぷい橙色 晩期突帯文 口縁1／10

11
SD l

I層

第38園

P L．19
探鉢 － － －

口緑外面に刻目の微隆

帯文
条痕 ナデ 2m 以下の砂粒混 にぷい橙色 西川津式B 類 口縁1／10

12
SD l

．I層

第38図

P L．19

深鉢口縁

突起
外面に縦位洗練 1条 ナデ ナデ

1mm以下の砂粒多

量混
灰白色 後期後葉か －

13
SD l

I層

第38図

P L．19
‘深鉢 － － － － 横位条痕→ナデ ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
灰黄色 － 口縁1！10

14
SD l

I層

第38図 ‾

P L．19
探鉢 － － － － 横位条痕→ナデ ナデ

1m 以下の砂粒多

量混
灰黄褐色 － 口縁1／10

15
SD l

I層

第38図

P L．19
士笠 （13．4） － － 頚部に段 ナデ→パケ ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／20

16
SD l

I層

第38図

PL．19
・土塁 （14．6） － －

頸部に2条のヘラ措沈

線文
ナデ ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒多量混
灰黄色 － 口緑1／6

17
S D l

I層

第38図

PL．19
・上空 （14．8）

－ － － ナデ －
0．5～1．5mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 － 口緑1／28

18
S D l

I層

第38図

PL．19
・ゴご宝E － － －

5条のヘラ措沈線文と

上下に連続刺突文
ミグキ パケ

0．5～2mm程度の

砂粒少量混

にぷい黄橙

色 － －

19
S D l

I層

第3 8図

P L．19
無頸壷 （5．6） － －

口縁端部下に外から内

に焼成前穿孔
ナデ ナデ

0．5～2m 程度の

砂粒少量混
にぷい黄色 内面に黒斑あり 口縁1！4

20
SD l

I層

第3 8図

P L．19
嚢 － － － 口縁端部に刻目 パケ パケ

0．5～1．5m 程度の

砂粒混

にぷい黄褐

色 － 口縁1／10

21
SD l

I層
第38図 襲 － － － 口緑端部に刻目 パケ パケ

0．5～2m 程度の

砂粒少量混
褐灰色 － 口縁1／12

22
SD l

工層

如 8図

P L．19
嚢

口縁端部に刻目、胴部上

端に7条のへラ措沈線文
パケ

口緑部パケ。体部ナ

デ

1．5～2mm程度の

砂粒少量混

にぷい黄橙

色

外面に薄く煤付

着 口緑1／10

23
SD l

I層
第38図 襲 （23．1）

口縁端部に刻目、体部上

端に7条以上のへラ措沈

線文

ナデ ナデ
0．5～2m 程度の

砂粒少量混＿

にぷい赤褐

色 － 口縁1／2 0

24
SD l

I層

第38図

P L．19
嚢 （26．5）

口縁端部に刻目、体部上

端に10条のヘラ措沈線．

文、直下に三角形刺突文

ミガキ ナデ
0．5～3m 程度の

砂粒少量混

にぷい黄橙

色
外面に黒斑あり 口縁1！7

25
SD l

I層

第38図

P L．19
嚢 （24．4） －

口縁端部に刻目、体部上

端に1条のヘラ措沈線文
パケ ナデ

0．5～1mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 － ロ縁1／15

26
SD l

I層

第38図

PL．19
襲 （2 4．5） － － パケ ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

2ウ SD l

I層
第38図 襲 － －

口縁部下に4条単位の櫛

描沈線文 ナデ ナデ
0．5～2mm程度の

砂粒混

にぷい黄褐

色

胎土分析試料

外面に黒斑あり
口緑1／20

2 8
S D l

I層 ．

第38園

PL．19
蓋 － （4．0） － ナデ 調整不明 1m 以下の砂粒混

淡黄色～橙

色 －
つまみ部

1／2

2 9
S D l

I層
第38図 襲 （14．7） 8．8 7．2 － パケ→ナデ ミガキ

0．5～2m 程度の

砂粒混
にぷい橙色 － ロ縁1／3

30
S D l

I層
第38図 嚢 （19．8） － － パケ ナデ 2mm程度の砂粒混

密

1mm以下の砂粒混

黄橙色 胎土分析試料 口縁1／12

以下

31
S D l

I層
第3 8図 襲 （13．9） － 口縁端部に1条の凹線文 ナデ パケ

淡黄色～黄

灰色
胎土分析試料 口緑1／12

32
SD l

I層

第3 8図

P L．19
嚢 （16．2） － 口縁端部に2条の凹線文 パケ ハケナナデ

にぷい黄橙

色 － 口縁1／8

33
SD l

I層
第38図 嚢 （2 1．6） －

口緑部擬凹線後上部ナ

デ
パケ→ナデ

口縁部パケ→ナデ、

頸部以下ケズリ
2m 以下の砂粒混 浅黄橙色 － 口縁1／8
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掲載

番号
遺構

挿図

PL．
券種

口径
（cm ）
器高

（cm）

底径

（cm ）
施文・特徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

34
SD l

I層

第38図

PL．19
棄 （14．0） － － － ナデ

口縁部ナデ、頸部以

下ケズリ

1．5mm以下の砂粒

混
淡黄色

－ 口縁1／12

3 5
SD l

I層
第40図

PLこ19
杯蓋 （14．0） － － －

天井部回転へラケズ

リ、他は回転ナデ 回転ナデ 細砂混 緑灰色 － 口縁1／8

3 6 SD l

I層

第40図

PL．19
杯身 （11．0） （3‥6） － －

底部回転へラケズ

リ、他は回転ナデ

底部不整方向ナデ、

他は回転ナデ
1．5mm以下の砂粒
少量混 淡黄色 焼成不良 口緑1／3

37
SD l 第40図

杯蓋 （14．8） （3．0）
つまみ つまみ部外に1つの竹管 天井部回転へラケズ 天井部不整方向ナ 1mm以下の砂粒少

青灰色 － 口縁1／20I層 PL 19 径5．0 状工具に革るスタンプ リ→ナデ、回転ナデ デ、他は回転ナデ 量混

38
SD l

I層
第40図 有蓋高杯 （14．9） － － － 調整不明 調整不明 細砂少量混

にぷい黄橙

色
焼成不良 杯部1／2

39 S D l

I層
第40図 高杯脚部

－ － （12．6） － 回転ナデ 回転ナデ 緻密 暗青灰色 － 脚部1／12

40
S D l

I層

第40図

PL．19
底部 － － （11．8） － 回転へラケズリ 回転ナデ 緻密 灰色

－ 底部1／4

41
S D l

I層
第40図

PL．19
底部 － －

‾占‘ム同口
（7．2）

回転糸切り後底面に高台

を貼り付ける 回転ナデ
底面不整方向ナデ、

他は回転ナデ
1mm以下の砂粒少

量混
灰白色 － 底部1／3

42 SD l

I層
第40図 杯 （15．6） － －

口縁端部は内面が肥厚

する ナデ ナデ 密 にぷい橙色 内外面赤彩 ロ緑1／12

43
SD l

I層

第40図

PL．19
襲 （11．0）

－ － － 工具による粗いナデ
口縁部ナデ、休部粗

いケズリ
1mm以下の砂粒混

暗橙色～淡

黄色 － 口緑1／6

44
SD l

I層
第40図 高杯杯部 （17．6） － － 椀状の杯部 ミガキ ナデ→ミガキ 1mm以下の砂粒混

にぷい黄橙

色～橙色 － 口縁1／6

45
SD l

I層
第40図

PL．19
棄 （29．0） － － － ナデ

口緑部パケ→ナデ、

体部ケズリ 1m 程度の砂粒混 黒色 外面に煤付着 口縁1！8

46 SD l

工層

第40図

PL．19
皿 （7．0） ‘1．9 ・ （4．6）底部回転糸切り

回転ナデおよび回転

糸切り 回転ナデ
1mm以下の砂粒少

量混 浅黄橙色 － 口縁1！5

47
S D l

I層
第40図 底部 － － （10．0） － 調整不明 調整不明 2mm以下の砂粒混 淡黄色 － 底部1！3

48
S D l

I層
第40図 底部 － － （9．6） － 調整不明 調整不明 2m 以下の砂粒混

黄橙色～灰

白色 － 底部1／3

49 S p l

I・Ⅲ層
第40図 底部 － － （8．0） － パケ 調整不明 1．5mm以下の砂粒

多量混 ＿ 褐灰色 外面底部に黒斑 底部1／2

50
S D l

I層
第40図 底部 － － 7．6 － パケ 調整不明

ト2m の砂粒多

量混 浅黄橙色 － 底部3／4

51 ・
SD l

I層
第40図 底部 － － （7．4） － ナデ パケ→ナデ 1～2m の砂粒混 浅黄橙色

外面の一部に黒

斑あり
底部完存

52
SD l

I層
第40図 底部 （14．8） － ナデ→ミガキ ナデ

3mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色

外面の一部に黒

斑あり
底部1／3

5 3
SD l

I層
第40図 底部 － － （9．2） － パケ→ミガキ ナデ

ト 5mmの砂粒（石

英・長石）多量混 橙色
外面の一部に黒

斑あり
底部完存

54
SD l

I層
第40図 底部 （12．0） － パケ 調整不明

0．5～1．5mm程度の
砂粒（石英・長石）

多量混

にぷい黄橙

色 － 1／3

55
SD l

I層

第41図

PL．20
探鉢 （39．4） － －

口縁肥厚下に洗練1条、

R L縄文 横位条痕→ナデ ナデ
2mmの砂粒（石英）

混 灰黄色
後期中葉 （沖丈

式）
口緑1／3

56
SD l

Ⅱ層

第41図

PL．20
探鉢 － － － 口緑下部肥厚させ列点 横位条痕 横位条痕 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 ＿西川津式B 類 口縁1／8

57 S D l

I層
第41図

PL．20
探鉢 － － － 外面押引沈線文 摩滅 ナデ

1m 以下の砂粒
（角閃石）混 灰黄褐色 西川津式A 類 胴部1／8

58 S D l

I層

第41図

PL．20
探鉢 － － － 外面押引沈線文 摩滅 ‘ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 西川津式A 類

胴部1／10

以下

59
S D l

I層

第41図

PL 20
探鉢 － － － 外面沈線6条 不明 ナデ

1m 以下の砂粒わ

ずかに混 灰黄色 崎ケ鼻式
胴部1／10

以下

60
SD l

Ⅱ層
第41図 探鉢 － － － － ナデ ナデ

2m 以下の砂粒

（石英・角閃石）混
灰黄や 後期

口縁1／10

以下

61 SD l

I層
第41図 探鉢 － － － 波状口縁 横位条痕 横位条痕 1m 以下の砂粒混 灰白色 前期 口縁1／10

62
SD l

I層

第41図

PL．20 探鉢 － － － － ナデ 横位条痕
2mm以下の砂粒多

量混 灰黄色‾ 前期 口縁1／10

63
SD l

I層

第41図

PL．20
探鉢 － － －

外面沈線文→R L充填

縄文
不明 ナデ

2mm以下の砂粒・

金雲母混
灰黄褐色

布勢式～崎ケ鼻

式 胴部1！10

64
S D l

I層
第41図

PL．20
探鉢 － － － 外面屈曲部に列点 横位条痕 ナデ 2m 程度の砂粒混 灰褐色 西川津式B類 胴部1／10

以下

65 S D l

Ⅱ層

第41図

PL．20
探鉢 － － － R L縄文 不明 ナデ

2m 以下の砂粒
（角閃石）混 灰白色 後期中葉

胴部1／10

以下

66
S D l

I層

第41図

PL．20
探鉢 － － － 無節縄文？ 不明 ナデ

1mm以下の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色 外面に煤付着

67
S D l

Ⅱ層

第41図

PL．20

ll

鉢 （24．9） －

d　　⊥山J一

横位条痕 横位条痕
2mm程度の砂粒・

金雲母混
黄灰色 前期

口縁1！10

以下

SD l

I層
第42図

PL．20

探鉢 口緑端部に刻目、やや

下方に刻目突帯文
ナデ ナデ

0．5～1mm程度の
砂粒多量混

にぷい黄橙

色 －

69
SD l’

I層

第42図

PL．20
探鉢 － －

口縁端部やや下方に0

字状刻目をもつ突帯文 ナデ ナデ
0．5～1mm程度の

砂粒多量混
にぷい黄橙
色 － －

70
SD l

I層

第42図

PL．20
探鉢 口緑端部やや下方に刻

目突帯文 ナデ ナデ
0．5～1．5mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 － －

－80－



第4章　1区の調査

掲載

番号
遺構

挿図

P L．
器種

口径

（cm ）

器高

（cm ）

底径

（cm ）
・施文・特徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

71
SD l

I層

第42 図

PL ．20
探鉢

－ － －

ロ縁端部下に無刻目突

帯文
ナデ ナデ

0．5～1mm程度の

砂粒少量混
黒褐色

外面 に炭化物付

着
口縁1／10

72
SD l

Ⅱ層

第42 図

PL ．2 0
深鉢

ロ縁端部に刻目、口縁端

部に接して無刻目突帯文
ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 浅黄橙色

外面 に炭化物付

着
ロ縁1／20

7 3
SD l

I層

第42 図

PL ．2 0
探鉢

－ － －

口縁端部下方に無刻 目

突帯文
ナデ ナデ

0．5～2m 程度の

砂粒多量混
灰黄橙色

外面 に炭化物付

着 －

7 4
SD l

Ⅱ層

第42 図

PL ．20
深鉢

－ － －

口縁端部からやや下方に

刻 目突帯文
ナデ ナデ

0．5～1m 程度の

砂粒多量混
灰黄褐色 外面 に黒斑あり

－

7 5
SD l

Ⅱ層

第42 図

PL ．20
探鉢

－ － －

口緑端部に接して無刻目

突帯文
ナデ ナデ 1mm程度の砂粒混 灰黄色

－
口縁1／20

76
SD l

I層

第42 図

．PL ．20

探鉢 （3 0．6）
－ －

口縁端部に接して無刻目

突帯文
ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色

－
口縁1／10

77
SD l

I層

第42 図

PL ．20
探鉢

－ － －

口縁端部やや下に無刻

目突帯文
ナデ ナデ

0．5～1mm程度の

砂粒少量混
にぷい黄色 － 口縁1／20

78
SD l

I層

第42 図

PL ．20
探鉢

－ － －

口縁端部に接して無刻目

突帯文
ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混

にぷい黄橙

色 －
口縁1／20

79
SD l

Ⅱ層

第42 図

PL ．20
探鉢

－ － －

ロ‾緑端部に接して無刻目

突帯文
ナデ ナデ

0．5 ～1m 程度の

砂粒少量混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着 －

8 0
SD l

Ⅱ層

第42 図

PL ．2 0
探鉢

－ － －

ロ縁端部に接して無刻目

突帯文
ナデ ナデ

0．5mm程度の砂粒

混
灰黄褐色

－ －

8 1
SD l

I層

第43 図

PL ．2 1
・虫笠 （16．3） 頚部に段 ミガキ ミガキ

0．5～2m 程度の

砂粒 （石英）多量

混

橙色
－

口縁1／5

82
SD l

I層

第43 図

PL ．2 1
・±笠 （17．4）

－ －

頚部に2条のヘラ措沈線

文
パケ→口縁部ナデ ナデ

2m 以下の砂粒

（石英・長石）混
にぷい橙色

－ 口縁1！20

8 3
SD l

I層

第43 図

PL ．2 1
士宣E （14 ．6）

頚部に2条のヘラ措沈線

文
パケ→ミガキ パケ→ナデ

2mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色

口縁端部に煤付

着
口縁1／6

84
SD l

I層

第43図

P L ．2 1
士宣E （14 ．8）

頚部に2条のヘラ措沈線

文
ナデ→パケ ミガキ

0．5～2m 程度の

砂粒 （石英）多量

混

にぷい橙色
頚部内面に籾庄

痕
口縁1／5 ・

8 5
SD l

Ⅱ層
第43図 士笠 （14 ．1）

－ －

口縁端面に1条、頚部に2

条以上の？ラ措沈線文
パケ パケ→ナデ

2m 以下の砂粒

（石英）混
淡黄色 － 口縁1／8

8 6
SD l

I層

第43 図

PL ．2 1 ＿
・土・笠 （15．0）

－ ナデ→ミガキ パケ→ナデ

0．5～1mm程度の

砂粒 （石英）多量

混

にぷい褐色 － ロ縁1／10

8 7
SD l

Ⅱ層

第43 図

PL ．21
・土塁 （18．4）

口縁端部に刻目、頚部に

4 条以上のヘラ措沈線文
ナデ→ミガキ ナデ

0．5へノ2mm程度の

砂粒 （石英）少量

混

灰褐色
－

口緑1／4

8 8
SD l

Ⅱ層

第43 図

PL ．21
士互E （4 1．4） 頚部に貼り付けの段あり ミガキ ミガキ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色 － ロ緑1／8

8 9
SD l

I ・Ⅲ層

第43 図

PL ．2 1
・＝ヒ笠 （3 0．2）

頸部に4条以上のへラ措

沈線文
パケ→ミガキ パケ

2m 以下の砂粒

（石英・長石・黒雲

母）混

橙色
口緑端部内面に

黒斑あ り
口縁1／8

9 0
SD l

I層
第43 図 ・土塁

口緑端部に斜格子文、口

縁部内面に2条の貼付突

帯

ナデ ミガキ
3mm以下の砂粒

（石英）少量混

にぷい黄橙

色 － －

9 1
SD l

Ⅱ層

第43 図

PL ．2 0
鉢

－ － －

胴部に3条のヘラ措沈線

文
ナデ ナデ

1．5mm以下の砂粒

混

にぷい赤褐

色 － －

92
SD l

I層

第43 図

PL ．2 1
士互E

胴部に2条の刻目をもつ

貼付突帯
ナデ ナデ

1．5mm以下ゐ砂粒

（石英・黒雲母）混
にぷい橙色 外面に黒斑あり

－

93
SD l

I層

第43図

P L ．2 1
一士互E

3条以上のヘラ描沈線

文、直下に2重の円弧文
ナデ ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒（石英・長石）

多量混

灰黄褐色
－ －

94
SD l

I層

第43図

P L ．2 1
・∃ご．宝E 頸部に段 パケ→ミガキ パケ→ ミガキ

2m 以下の砂粒

（石英・長石・黒雲

母）混

灰黄色
－ －

95
SD l

I層

第43図

P L ．2 1
1こヒ笠

頸部に11条のヘラ措沈線

文、直下に連続刺突文
ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒 （石英）少量混
橙色

－
頚部1／4

96
SD l

I層

第43 園

PL ．2 3
・土宝E （37 ．4） （2 2．6）

ロ縁端部に2条の沈線文

と刻目を3段に施す。頚部

には8 条の沈線文

パケ→ミガキ パケ→ナデ

1～4mm程度の砂

粒 （石英・長石）多

量混

橙色
－ －

97
SD l

Ⅱ層

第44 図

PL ．2 2
嚢

5条を1単位とする櫛措

文。直下に刺突文。口縁

端部に刻目

ナデ ナデ

0．5～2mm程度の

砂粒（石英・長石）

多量混

灰黄褐色 頚部に煤付着
－

98
SD l

I層
第44園 棄

4条を1単位とする櫛措

文。口縁端部に刻目
パケ パケ→口縁部ナデ

0．5～2m 程度の

砂粒（石英）少量

混

にぷい黄橙

色
胎土分析試料

－

99
SD l

I層

第44図

PL ．23
棄

口緑端部に刻目、口縁の

屈曲部に穿孔
パケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒（石英・黒雲

母）多量混

にぷい黄橙

色 ＿ － －

－81－



第4章　1区の調査

掲載

番号 遺構
挿図

PL．
券種

口径

（cm）

器高

（cm）

底径

（cm ）
施文・特徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

100
SD l

I・I層

第44図

PL．22
襲

口縁端部に刻目、以下5

条を1単位とする櫛措文 － ナデ
2mm以下の砂粒

（石英）混 橙色 － 口縁1／6

10 1
SD l

Ⅱ層

第44図

PL．22
嚢1

－ － －
ロ緑端部に刻目、胴部2

条以上の沈線文 ナデ ナデ
2mm以下の砂粒

（石英・長石）混
淡赤橙色

外面に炭化物付

着 －

102
SD l

I・I層

第44園

PL．20
棄 － － － － ナデ ・ ナデ

2mm以下の砂粒

（石英）混
にぷい橙色 － －

103
SD l

I層

第44図

PL．22
嚢 － － －

体部に5条単位の櫛措文

と竹管による刺突文 ナデ ナデ
0．5～1mm程度の

砂粒（石英）混
にぷい黄色 － －

104
SD l

Ⅱ層

第44図

PL．22
襲

6条以上の櫛描文と刺突

文
ナデ パケ

0．5～1．5mm程度の

砂粒（石英）少量

混

にぷい褐色 － －

105
SD l

I層 ・

第44図

PL．22
襲 ・ （17．0） － ナデ ナデ

0．5mm以下の砂粒

（石英・長石・・黒雲

母）多量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／3

106
SD l

I層

第44図

PL．22
棄 （26．3）

口縁端部に刻目、頸部に

3条のヘラ措沈線文
ナデ ナデ

5m 以下の砂粒

（石英・長石）多量．

混

にぷい黄褐

色
外面に煤付着 口縁1／4

107
SD l

I層

第44図

PL．22
棄‘ （27．0）

口縁端部に刻目、体部に

2条のヘラ措沈線文、間

に連続する竹管文

体部パケ、口縁部

パケ→ナデ

体部パケ、口縁端部

ナデ

0．5～2mm程度の

砂粒（石英・長石）

多量混

黒褐色～に

ぷい黄橙色
外面に黒斑あり －

108
SD l

I層

第44園

PL．22
碧 （25．7）

口縁端部に刻目、休部に

2条のヘラ措沈線文 パケ
パケ→口縁部ナデ

0．5～2m 程度の

砂粒（石英）多量

混

にぷい黄橙

色 外郵こ煤付着 口縁1／10

109
SD l

I層

第44図

PL．22・
襲 （27．4） 口縁端部に刻目 パケ→口縁部ナデ パケ→ナデ

0．5～1．5mm程度の

砂粒（石英・長石）

混

にぷい黄橙

色
外面に煤付着 －

110
SD l

Ⅱ層

第44園

PL．22
棄 （26．0）

－ パケ パケ→粗いナデ
1m 以下の砂粒

（石英・長石）混
にぷい褐色

内面に煤付着

外面に炭化物付

着

口縁1／8

11 1
SD l

Ⅱ層

第44図

PL．22
嚢 （27．0） － ナデ→パケ ナデ

3m 以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色～褐灰色 － 口縁1／12

1 12
SD l

Ⅱ層

第44図

PL．21
襲 （30．2） 口縁端部に刻目 パケ パケ→粗いナデ

1～1．5mm程度の

砂粒（石英・長石）

混

にぷい黄橙

色 外面に煤付着 口縁1／3

113
SD l

Ⅱ層

第44園

PL．22
嚢 （33．8） 口緑端面に1条の沈線文 パケ→ロ縁部ナデ パケ

1～21m 程度の砂

粒（石英・長石）混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着、外面に黒斑

あり

口縁1／9

114
SD l

I層

第44図

PL．21
賓 （36．4） － パケ パケ

1．5mm以下の砂粒

（石英・長石・黒雲

母）混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

1 15
SD l

I層

第44図

PL．21
牒 （38．6）

頚部にヘラ状工具により

作り出した浅い段 パケ→口緑部ナデ パケ→口縁部ナデ

0．5～1mm程度の

砂粒（石英・長石）

少量混

にぷい橙色 外面に煤付着 口緑1／6

116
SD l

I層

第44図

PL．22
＝ヒ宝E （15．2） － －

10条の櫛措文の下に連

続する刺突文
パケ パケ

1．5mm以下の砂粒

（石英）少量混
灰黄褐色 － 口縁1／4

117
SD l

I層

第44図

PL．22
・土塁

三角形状の連続刺突文と

4条単位の櫛措文を交互

に施す
－ ミガキ

2～2．5mmの砂粒

（石英）少量混 にぷい橙色
口縁端部内外面

に黒斑あり
口緑1／20

1 18
SD l

I層

第44図

PL．23
蓋 （7．6） － ナデ→ミガキ 調整不明

5mm以下の砂粒

（石英・長石）少量

混

灰白色 外面に黒斑あり 蓋つまみ部2！3

119
SD l

I層

第44園

PL．23
蓋 － － （4．9） － ナデ ナデ

2．5m。以下の砂療

（石英・長石）混 灰黄色 外面に黒斑あり 蓋つまみ部1／2

120
SD l

I層

第44図

PL．23
蓋 － － （6．2） － ケズリ→ナデ ナデ

2mm以下の砂粒

（石英・長石）混

にぷい黄橙

色 － つまみ部分完存

121
SD l

I層

第44図

PL．24
蓋 （11．0） 5．8

天井部に2つのつまみ痕

跡、端部に2個一対の焼

成前の穿孔あり

パケ→口縁端部ナ

デ

パケ→口緑端部ナ

デ

0．5～1mm程度の

砂粒（石英）多量

混

浅黄橙色
口縁部外面に黒

斑あり 5／6

122
SD l

I層

軍45図

PL．22
嚢 （25．0） － － 口縁端面に刻目

パケ→口縁端部ナ

デ

パケ→口縁端部ナ

デ

11m 以下の砂粒‾

（石英）多量混
にぷい橙色 － 口縁1／12

123
SD l

I層

第45図

PL．22
襲 （16．0） － －

口縁端部が上方にわずか

に肥厚する

口縁部ナデ、’体部

パケ
パケ

1mm以下の砂粒

（石英）少量混
浅黄橙色 － 口緑1／12

124
SD l

I層

第45図

PL．22
棄 （16．0）

口緑端部が上方にわずか

に肥厚する

ロ縁部ナデ、休部

パケ

パケ→口縁端部ナ

デ

1mm以下の砂粒
（石英・黒雲母）少

量混

浅黄橙色 － 口縁1／4

125
SD l

I層

第45図

PL．22
轟 （12．8） － － 口縁部に2条の凹線文 ナデ ナデ

1．5mm以下の砂粒

（石英）少量混
灰白色 － 口縁1／苧

126
SD l

Ⅱ層

第45図

PL．22
襲 （14．8） － － 口縁部に2 条の凹線文 ナデ ナデ

1mm以下の砂粒 にぷい黄橙

色

口縁端部下に煤

付着
口緑1／8

127
SD l

I層

第45図

PL．22
棄 （14．4） － 口縁部に5条の擬凹線文 ナデ

ロ縁部ナデ、体部ケ

ズリ

1．5Im 以下の砂粒

（石英）少量混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着 ロ．縁3／4
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128
SD l

Ⅱ層

第45図

PL．22
高杯 （16．6） － － 口縁端面に1条の沈線 ミガキ ・ ミガキ

1．5m 以下の砂粒

（石英）少量混
橙色 － 口縁1／3

129
SD l

I・I層

第45図

PL．23
嚢 （16．0） －32．8 －

口縁部ナデ、体部

パケ

口緑部ナデ、体部

ケズリ

0．5～3mmの砂粒

（石英・長石・黒雲

母）多量混

橙色
体部外面に黒斑

あり

口縁部

3／5、体部

1／2残存

130
SD l

I層

第46図

PL．20
底部 （7．6） － 不明 不明

1mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄色 － 底部1／2

131
SD l

Ⅱ層

第46図

PL．20
底部 （6．2） － ナデ ナデ

1mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい橙色

～灰黄色 － 底部1／2

132
SD l

I層

第46図

PL．20
底部 （5．6） － 条痕 ナデ

2mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混．

灰白色 外面に黒斑あり 底部1／6

133
SD l

I層
第46図 底部 （7．4） － ミガキ？ ナデ

3mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

浅黄橙色 外面に黒斑あり 底部1／2

134
SD l

I層
第46図 底部 － － 6．4 － ミガキ？ ミガキ

0．5～4mm程度の

砂粒（石英）混

にぷい黄橙

色 － 底部1／2

135
SD l

I層
第46園 底部 － － （8．6） － パケ→ナデ ナデ

4m 以下の砂粒

（石英）多量混

淡橙色～橙

色 － 底部5／8

136
SD l

I・Ⅲ層
第46由 底部 － － （11．8） － パケ ナデ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）混
橙色 － 底部完存

137
SD l

I・Ⅲ層
第46図 底部 （11・0） －

休部パケ、底面ミ

ガキ パケ→ナデ
1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）混
橙色 － 底部完存

138
SD l

I層
第46図 底部 － － （4．2） －

パケ→工具による

ナデ
ケズリ

1．5m 以下の砂粒

（石英）混

黒褐色～褐

灰色 － 底部1／2

139
SD l

I層 ’
第46図 底部 （9．2） － 調整不明 調整不明

2mm以下の砂粒
（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色 － 底部完存

140
SD l

I層

第46図

PL．24
底部 （10．0） － ミガキ ナデ

1．5m 以下の砂粒

（石英・長石・黒雲

母）多量混

褐灰色～黒

褐色
外酎 ±煤付麗 底部完存

141
SD l

Ⅱ層
第46園 底部 － － （9．2） － ミガキ 調整不明

1mm程度の砂粒

（石英）多量混

にぷい黄橙

色
底面に籾痕あり 底壷拙2

142
SD l

I層
第46図 底部 － － （9．4） － パケ パケ

1m 程度の砂粒

（石英）多量混
灰黄色

内面に炭化物付

着
底部1／3

143
SD l

Ⅱ層
第46園 底部 （11．2） － パケ パケ→ナデ

2mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

黄灰色 － 底部1／3

144
SD l

I・Ⅲ層
第46図－ 底部 － － （8．5） － パケ→ミガキ ミガキ

1mm程度の砂粒

（石英）混
浅黄橙色 外面に煤付着 底部1！2

145
SD l

Ⅱ層
第46図 底部 （10．8） － パケ ナデ

2．5m 以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色 － ．底部1／4

146
SD l

Ⅱ層
第46図 底部 － － （7．2） － ミガキ？ ミガキ？

3mm以下の砂粒

．（石英）多量混
浅黄橙色 － 底部1／3

147
SD l

Ⅱ層
第46図 底部 9．2 － パケ→ミガキ 体部パケ、底部ナデ

1（－3mm程度の砂

粒（石英）多量混 にぷい橙色 － 底部完存

148
SD l

I層
第46図 底部 － － （7．0） － パケ ケズリ→租いナデ

1mm以下の砂粒
（石英）混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着
底部1／2

149
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
探鉢 － － － 口縁下部肥厚させ列点 横位条痕 横位条痕 1mm以下の砂粒混 灰白色 西川津式B類 口縁1／10

150
・SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
探鉢 － － － 外面屈曲部に列点 横位条痕 横位条痕

2mm程度の砂粒

（石英）混 灰黄色 西川津式B類 胴部1／8

151
SD l

Ⅲ層

第47園

PL．28
探鉢 － － － 微隆帯上に列点 横位条痕 横位条痕 2mm以下の砂粒混 灰黄褐色 西川津式B 類

胴部1ノ10

以下

152
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
探鉢 － － － 口縁外面に垂下隆起線 ナデ ナデ

1m 以下の砂粒

（角閃石）混
灰黄色 晩期か ロ緑1／10

153
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
銀

－ － － 外面にR L縄文 横位条痕 横位条痕→ナデ
2m 以下の砂粒

混、金雲母混 灰黄色 後期中葉
口緑1／10

以下

154
‘SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
探鉢 － － －

波状口縁、沈線3条→

R L充填縄文
不明 細密条痕→ナデ 2mm以下の砂粒混 灰白色 崎ケ皐式 口緑1／8

155
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．128
浅鉢 － － － － 横位ミガキ 横位ミガキ 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 晩期 口縁1／10

156
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．29
探鉢 － － － 口縁に突帯 横位条痕 横位条痕 2mmの石英混 灰黄色 晩期か

口縁1／10

以下

157
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
胴部 － － － 外面に弧状沈線文 ミ．ガキ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 後期中葉

胴部1／10

以下

158
SD l

Ⅲ層
第47図 探鉢 － － － 口縁外面に沈線1条 ミガキ 摩滅 1m 以下の砂粒混 灰色 準期か

口縁1／10

以下

159
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
浅鉢 （30．4） － － － 横位ミガキ 横位ミガキ 1m 以下の砂粒混 灰色 晩期 口縁1／3
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160
SD l

Ⅲ層

墾 7図

PL．28
探鉢 － － － － 横位条痕 横位条痕→ナデ

2mm以下の砂粒

混、金雲母混
暗褐色 前期 口縁1／8

16 1
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
探鉢 （27．2） － － － 横位条痕 横位条痕→ナデ

1mm以下の砂粒、

金雲母混
暗褐色 前期 口縁1／8

162
SD l

Ⅲ層 ‘

第47図

PL．28
探鉢 － － － 補修孔 粗いナデ 横位条痕 1m 以下の砂粒混 灰黄色 前期 胴部1／10

163
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．25
探鉢底部

－ － － －
療位ケズリ→ナデ ナデ

2m 以下の砂粒多

量混
灰黄褐色 後期後半～晩期 －

164
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
浅鉢 （13．3） － －

焼成前穿孔 直下に焼成

後穿孔 ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 後？晩期 口縁1／5

165
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
浅鉢 （15．8） － － － ナデ ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
灰白色 後～晩期 口縁1／4

16 6
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
浅鉢 （17．3） － － － ミガキ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄．褐色 後？晩期 口縁1／8

16 7
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．25
浅鉢 （18．2） － － － 斜位ミガキ 横位ミガキ

1m の砂粒わずか

に混
暗褐色 後～晩期 口緑3／4

168
SD l

Ⅲ層

第47図

PL．28
鉢底部 － － －

底面やや上に帯状の剥

離痕あり 狙いナデ 斜位条痕 1mm程度の砂粒混
にぷい黄橙

色 － 底部1／8

16 9
SD l・

Ⅲ層

第48由

PL．29
探鉢

口縁端部に刻目。口縁端

部やや下に断面Ⅴ字状の

刻目をもつ突帯文

ナデ ナデ
1mm以下の砂粒や

や多量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／20

170
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部に刻み。口縁端

部やや下に断面Ⅴ字状の

刻目をもつ突帯文

ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混
にぷい黄橙

色
内面に黒斑あり 口縁1／20

17 1
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に刻目を

もつ突帯文
ナデ ナデ

1mm確度の砂粒

（長石ほか）多量

混

褐灰色 － －

172
SD l

Ⅲ層

第48園

PL．29
深鉢

口縁端部やや下に断面D

字状の刻目をもつ突帯文
横方向の条痕 横方向の条痕

1m 程度の砂粒や

や多量混
灰白色

－ ロ縁1／12．

173
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

ロ縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突

帯文
ナデ ナデ

1mm程度の砂粒や

や多量混
灰白色 － －

174
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文
ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）や

や多量混

黄灰色 － 口縁1／20

17 5
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突

帯文

ナデ ナデ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）やや

多量混

にぷい黄褐

色 － 口縁1／20

176
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
深鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文
ナデ ナデ

1mm以下の砂粒

（石英・長石）やや

多量混

灰黄色 外面に黒斑あり 口緑1！20

177
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に断面

三角形状、Ⅴ字状刻みの

貼付突帯

ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

灰黄色 外面に黒斑あり 口緑1／30

178
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に断面

三角形状、Ⅴ字状刻みの

貼付突帯

ナデ ナデ
1m 以下の砂粒多

量混
黒褐色 － 口縁1／20

179
SD l

Ⅲ層

第48園

PL．29
採録

ロ縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突 ‘

帯文

ナデ ナデ

1mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄色 － 口緑1／20

18 0
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

ロ縁端部直下に断面Ⅴ字

状の刻目をもつ突帯文 ナデ ナデ

1～2m 程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着
口縁1／10

181
SD l

Ⅲ層

第48園

PL・字9
探鉢

口縁端部やや下に断面

三角形の無刻目突帯文
ナデ ナデ

1mm以下の砂粒少

量混
灰黄褐色 外面に煤付着 口縁1／12

182
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
採録 － － －

口緑端部やや下に無刻目

突帯文 ナデ ナデ
1mm以下の砂粒少

量混
灰黄褐色 ・

外面に煤付着。

焼成軟質
口縁1！15

183
SD l

Ⅲ層

第48園

PL．29
探鉢

口縁端部から2cm程度下

がった位置に無刻目突帯

文

ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

灰黄褐色 外面に煤付着 口縁1／10

184
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部からやや下に無

刻目突帯文 ナデ ナデ

1m 程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄褐色 外面に煤付着 －

185
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢 （30．2）

口縁端部に刻目、直下に断面

Ⅴ字状の刻目をもつ突帯文
横方向条痕 横方向条痕

1m 程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

186
SD l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢 （28．2）

口縁端部に刻目。直下に断面

Ⅴ字状の刻目をもつ突帯文
横方向条痕→ナデ 横方向条痕→ナデ

1mm以下の砂粒少

量混
淡黄灰色 － 口縁1／10

－84－
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187
S D l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢 （32．8）

口縁端部直下に断面台

形の刻目をもつ突帯文
ナデ ナデ

2mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色・褐灰色 － 口縁1／4

188
S D l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢 （36．0）

ロ縁端部やや下に無刻

目突帯文
ナデ ナデ

2mm程度の砂粒

（石英・長石）やや

多量混

にぷい黄橙

色・褐灰色

外面に炭化物付

着
口縁1／8

189
S D l

Ⅲ層

第48図

PL．29
探鉢

口縁端部に刻目、直下に断面

Ⅴ字状の刻目をもつ突帯文
ナデ ナデ

1mm以下の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／20

190
S D l

Ⅲ層

第48図

P L．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文 ナデ ナデ
1mm以下の砂粒少

量混

にぷい黒褐

色 － 口縁1／18

191
S D l

Ⅲ層

第4．8図

PL．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文 ナデ ナデ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／20

192
SD l

Ⅲ屑

第48図

P L．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突

帯文
ナデ ナデ

1m 程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄褐色
外面に炭化物付

着 －

193
SD l

Ⅲ層

第48図

P L．29
探鉢

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突

帯文
ナデ ナデ

1mm以下の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／20

194
SD l

Ⅲ層

第48図

P L．29
探鉢

口緑端部やや下に断面Ⅴ

字状の浅い刻目をもつ突

帯文

ナデ ナデ
1mm以下の砂粒や

や多量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／16

195
SD l

Ⅲ層

第48図

P L．29
探鉢 － － －

口縁端部に断面三角形

状の無刻目突帯文 ナデ ナデ
1mm以下の砂粒

混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着。焼成軟質 口縁1／20

196
SD l

Ⅲ層

第48図

P L．29
探鉢 － － －

口縁端部に無刻目突帯

文 ナデ ナデ
1～2mm大の砂粒

混 黒灰色 焼成蔽質 口縁1／20

197
SD l

Ⅲ層

第49図

P L．25
探鉢 （41．0）

ロ縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の細い刻目をもつ突

帯文

ナデ ナデ

0．5～2m 程度の

砂粒（石英・長石）

多量混

にぷい褐色 内外面に煤付着 口縁1／3

198
SD l ．

・Ⅲ層

第50図

P L．30
－こi＝・互E （7．6） 胴部上位に段 ナデ→ミガキ

休部ナデ、口縁部

ミガキ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄色 － 口縁1／6

199
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．30
士笠 （16．4） 頸部に段 ミガキ ミガキ

11Ⅷ程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい喝色
外面に炭化物付

着 ロ縁1／6

200
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．3 1
・ヨゴ互E （15．6） 頸部に1条の削出突帯 パケ→ミガキ

口縁部ミガキ、頚部

以下ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい褐色 － 口緑1／2

20 1
，SD l

Ⅲ層

第50図

P L．3 1
・土笠 （19．6）

頚部に刻目をもつ1 条

の貼付突帯
パケ→ミガキ

口縁部・頚部ミガキ、

頚部以下ナデ

2mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色 － 口縁1！4

202
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．30
・土き正 （20．4） － － － パケ→ミガキ ミガキ

1mm以下の砂粒

多量混
灰黄色 － 口縁1／8

203
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．30
＝ヒ笠 （31．8）

口緑端部両端に刻目。胴

部上端付近に板状工具

でつくり出した浅い段

粗いパケ→ミガキ 粗いパケ→ミガキ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）少

量混

橙色 － 口縁1／11

204
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．30
・土宣E （18．2） 胴部上端付近に段 ミガキ rミガキ

1～2mmの砂粒

（石英・長石）多量

混

灰黄色 － －

205
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．24
士重臣 12．9 － － － ミガキ ミガキ

1～2mm程度の砂

粒混
灰黄橙色 －

口緑部のみ

完存

206
SD l

Ⅲ層

第50図

P L．3 0
士宣E 胴部上端に段 パケ→ミガキ？ ミガキ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

明褐色 － －

207
SD l

Ⅲ層

第50図

PL．3 0
・こ±ご宝E － － － 頚部に2条の削出突帯 ミガキ ナデ

．1mm以下の砂粒

少量混
褐灰色

外面に炭化物付

着 －

208
SD l

Ⅲ層

第50図

PL．3 0
士笠 （13．4）

頚部に5条のヘラ措沈線

文 パケ→ナデ ナデ
2～3m 程度の砂

粒（石英・長石）混
明黄褐色 － －

20 9
SD l

Ⅲ層
第50図 ＝ヒ笠 （18．0） 2条のヘラ措沈碑文 ミガキ ミガキ

2～3mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

灰黄色
口緑部外面に煤

付着
口縁1／10

2 10
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．30
士互E （18．0）

3条のヘラ措沈線文、沈

線文上下をヘラナデし削

出突帯状を呈す
ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 － 口縁1／16

2 11
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．30
・ゴコ．宝E

胴部上位に3条のヘラ措

沈線文。この直上に緩慢

な段

ミガキ パケ→ミガキ 1mm程度の砂粒混
にぷい黄橙

色

口縁部外面に煤

付着 －

212
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．30
士笠 － － －

胴部上位に2条のヘラ措

沈線文。直上に段
パケ→ミガキ パケ→ミガキ

1m 程度の砂粒多

量混
灰褐色

口緑部外面に煤

付着 －

－85－
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213
SD l

Ⅲ層

第50図

PL．31
・ゴゴ笠

頚部に6条以上のヘラ措

沈線文、胴部に5条のへ

ラ措沈線文、それぞれ沈
線文の直下に円形刺突

文

ミガキ ミガキ
ト 2m 程度め砂

粒（石英・長石）混
橙色

214
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．30
士互E （18．0） 頚部に2 条の沈線文 パケ→ミガキ パケ→ミガキ

2mm以下の砂粒

（石英・長石）多量

混．

にぷい黄橙

色 － ロ縁1／4

215
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．30
・＝ヒ互E （21．5）

口縁端面に斜方向の刻

み、頚部に7 条以上のへ

ラ措沈線文

パケ→ミガキ ノ＼ケ→ミガキ
1～2m 程度の砂

粒（石英・長石）や

や多量混

橙色 － 口縁1／12

216
S D l

Ⅲ層

第50図

PL．31
・こヒ璽 （2．2・0） － パケ→ミガキ パケ→ミガキ

1～2m 程度の砂
粒（石英・長石）多

量混
－ － －

217
S D l

Ⅲ層

第51図

PL．30
士笠 （44．1） 頚部、胴部上位に浅い段 パケ→ミガキ パケ→ミガキ

1～2mm程度の砂
粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着 口縁1／12

218
S D l

Ⅲ層

第51図

PL．25
士笠 （16．2）

頸部に段。胴部上位に1

条の削出突帯、直下に3

条の沈線文。胴部最大径

付近に1条の沈線文。頸

部直下に籾殻庄痕

パケ→ミガキ ナデ→ミガキ 1mm程度の砂粒混
にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着 口縁1／2

2‾19
SD l

Ⅲ層

第51図

PL．31
士宝E － － － 胴部上位に貼付突帯 ミガキ パケ

1m 程度の砂粒多

量混

にぷい黄橙・

色 － 肩部1／8

220
SD l

Ⅲ層

第51図

PL．31
肩部・

頚部付近にヘラ措沈線

文、胴部最大径やや上に

4 条以上の沈線文
パケ→ミガキ パケ→ナデ

2m 程度の砂粒

（石英・長石）多量混 灰白色 － －

221
SD l

Ⅲ層

第51図

PL．24
・ゴ己．宝E （22．4）（32．0） 8．3 頸部および胴部上位に段 パケ→ミガキ パケ→ミガキ

1～2mm程度の砂
粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色

底部付近に炭化

物付着
口縁部1／8
底部1／2

2 22
SD l

Ⅲ層

第51図

PL．24
士宝E （16．1）（27．6） （8．1）

胴部最大径やや上に2条

のヘラ措沈線文
パケ→ミガキ ナデ→ミガキ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色 － ほぼ完存

223
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
嚢 （31．0） 口縁端部下端に刻目 パケ ナデ

1m 前後の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい褐色
外面に炭化物付

着 口縁1／12

2 24
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
嚢 （30．0）

口縁端部に断面Ⅴ字形の

刻目。頚部下端付近に浅

い段

パケ→ナデ ナデ
0．5mm以下の砂粒

多量混
黒褐色

外面に炭化物付

着 口緑1／10

2 25
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
嚢 （30．0） 口縁端部下端に刻目 パケ パケ→ナデ

1m 程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色
外面に煤付着 口縁1／8

22 6
SD l

Ⅲ層 ‘

第52図

PL．33
蛮 （30．0） － － 口縁端部下端に刻目 パケ パケ→口縁部ナデ

1mm程度の砂粒多

量混
にぷい黄橙
色

外面に炭化物多

量に付着
口縁1／8

22 7
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
襲 （28．8） 口縁端部下端に刻目 粗いパケ

粗いパケ→口縁部

ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）混 にぷい橙色
外面に炭化物付

着 口縁1／6

228
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
嚢 （29．0）

胴部上端付近に2条の沈

線文、口縁端部に浅い刻

目

粗いパケ→ナデ
粗いパケ→口縁部

ナデ
1mm程度の砂粒混 にぷい橙色

内外面に炭化物

付着 口縁1／3

229
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
・棄

ロ縁下端に浅い刻目。胴

部上位に4条のへラ措沈

線文

粗いパケ→ナデ
狙いパケ→口緑部

ナデ

0．5～1．5mm大の砂

粒混
にぷい橙色

外面に炭化物付

着 口縁1／12

230
S D l

Ⅲ層

第52図

PL．33
襲

口縁端部下端に浅い刻

目。胴部上端付近に1条

のヘラ措沈線文

パケ→ナデ パケ→口縁部ナデ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

黒褐色
外面に炭化物付

着‘ 口縁1／12

23 1
S D l

Ⅲ層

第52図

PL．33
襲

口縁端部下端に浅い刻

目。胴部上端付近に2条

？へラ措沈線文

パケ→ナデ パケ→ナデ
1～2m 程度の砂

粒混
橙色

外面に炭化物付

着 口縁1／12

232
S D l

Ⅲ層

第52図

PL．33
襲

ロ縁端部下端に浅い刻

目。胴部上端付近に2条

の太いへラ措沈線文

パケ→ナデ ナデ
1mm程度の砂粒多

量混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着
口縁1！12

233
芋Dl

Ⅲ層

第52園

PL．33
襲 （28．0） － －

胴部上端付近に1条のへ

ラ措沈線文
パケ パケ 1mm程度の砂粒混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着
口縁1／10

234
S D l

Ⅲ層

第52図

PL．33
襲 （17．0） － －

胴部上端付近に1条のへ

ラ措沈線文
パケ パケ→口縁部ナデ

1mm程度の砂粒多

量混
灰褐色

外面に炭化物付

着 口縁1／15

235
S D l

Ⅲ層

第52園

PL．34
嚢 （27．0）

胴部上端に2条のへラ措

沈線文、洗練文間に連続

刺突文
パケ→ナデ パケ→ナデ

1～2mm程度の砂

粒多量混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着
口縁1／2

236
S D l

Ⅲ層

第52図

PL．34
嚢 （28．0）

胴部上端付近に5条のへ

ラ措沈線文
パケ→ナデ パケ？ナデ

1m 程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着 口縁1／5

237
SD l

Ⅲ層

第52図

PL．33
賓 （35．6）

口縁端部に浅い刻目、胴
部上端に3条のヘラ描沈

線文
パケ→ナデ パケ→ナデ

1m 程度の砂粒

（石英・長石）混
にぷい橙色

外面に炭化物付

着
口縁1／4

－86－
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238
SD l

Ⅲ層

第52図

P L．24
棄 （34．5） 口緑端部下端に刻目 パケ パケ→ナデ

1mm程度の砂粒多

量混

にぷい黄褐

色

外面胴部上位を

中心に炭化物付

着

口縁部完存

239
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
嚢 （23．0） － パケ→口縁部ナデ ナデ→口縁部ミガキ

1～2m 程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい橙色 － 口縁1／6

24 0
SD l

Ⅲ層 －

第53図

P I．．34
襲 （24．0） － パケ→口縁部ナデ パケ→口緑部ナデ

1mm程度の砂粒多

量混
灰黄褐色

外面胴部上端付

近に炭化物付着
口縁1／4

24 1
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
襲 （25．2） － ナデ ナデ

ト2m 程度の砂

粒（石英・長石）混
灰黄色 － 口縁1／12

2 42
SD l

Ⅲ層

第53甲

P L．35
棄 （26．2） － － － パケ→口縁部ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混 黒褐色 内外面煤付着 口緑1／12

2 43
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
嚢 （28．0） － － － パケ→ロ縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

1m 以下の砂粒多

量混
黒色 外面に煤付着 口縁1／12

2 44
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
賓 （28．4） － － ナデ ナデ

1m 程度の砂粒

（長石ほか）混
橙色 内外面に煤付着 口緑1／12

2 45
SD l

Ⅲ層

第53園

P L．35
襲 （28．6） － ハケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

1mm以下の砂粒多

量混
褐灰色

外面胴部上端付

近に炭化物付着
口縁1／4

246
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
賓 （20．8）（20．0） （7．2） － パケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

1mm程度の砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい橙色
外面に炭化物付

着 口縁1／4

247
SD l

Ⅲ層

第53図

PL．34
嚢 （28．0） － － － パケ→口緑部ナデ ナデ

1m 程度め砂粒多

量混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着
口縁1／8

248
SD l

Ⅲ層

第53図

P L．34
碧 （29．0） － パケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

1～2m の砂粒

（石英・長石）多量

混

浅黄橙色
外面に炭化物少

量付着
口縁1／4

249
SD l

Ⅲ層

第53図

PL．35
．嚢 （29．0） － パケ→ロ縁部ナデ パケ→口緑部ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物少

量付着
口縁1／5

250
S D l

Ⅲ層

第53図

PL．34
嚢 （28．8） － － － パケ→口縁部ナデ パケ→ナデ

0．5mm程度の砂粒

混
暗褐色

外面胴部上端付

近に炭化物付着
口縁1／6

251
S D l

Ⅲ層

第53図

PL．34
襲 （28，1）

－ パケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ 1mm以下の砂粒混 橙色
外面胴部上端付

近に炭化物付着 口縁1／12

252
S D l

Ⅲ層

第53図

PL．34
嚢 （30．4） － － － パケ→ナデ パケ→口緑部ナデ 1m 程度の砂粒混 暗灰黄色 外面に煤付着 口縁1／9

253
S D l

Ⅲ層

第53園

P L．34
嚢 （31．4） － パケ→ナデ・ミガキ パケ→ミガキ

ト 2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

254
SD l

Ⅲ層

第53園

P L．35
襲 （36．0） － － 内面胴部に籾殻庄痕 租いパケ ナデ

0．5～2mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄褐

色

外面に炭化物付

着
ロ縁1／5

255
SD l

Ⅲ層

第54臥

P L．35
棄 （18．0） － － － ハケ パケ→ロ緑部ナデ

1mm程度の砂粒や

や多量混
灰黄色

外面に炭化物付

着
口縁1／7

256
SD l

Ⅲ層

第54園

P L．33
棄 （17．0）

胴部上位に2条のヘラ措

沈線文
パケ→口縁部ナデ パケJ 口緑部ナデ

ト 2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

灰黄褐色 － 口縁1／8

257
SD l

Ⅲ層

第54図

P L．35
嚢 （21．2） － － － パケ→口縁部ナデ パケ→口縁部ナデ

1mm．程度の砂粒多

量混
にぷい橙色 外面に黒斑あり ロ緑1／3

2彿 SD l

Ⅲ層

第54図

P L．35
賓 （18．4） － －

頸部下に11条以上のヘラ

措沈線文
パケ パケ→口縁部ナデ

1m 程度の砂粒多

量混
浅黄橙色

外面に炭化物付

着 －

259
SD l

Ⅲ層

第54図

°PL．35
嚢 （24．0）

口縁端部に刻目、胴部上

端付近に4条単位の櫛措

文、口縁部内面に三角形

刺突文

口縁部横方向のナ

一・・・・一°ア

口縁部三角形状の

刺突文

0．5～3mm程度の

砂粒（石英・長石）

混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

26 0
SD l

Ⅲ層

第54図

P L．35
賓 （14．0） － － － ミガキ ミガキ

0．5～1mm程度の

砂粒多量混
にぷい褐色

内外面に炭化物

付着
口縁1／12

26 1
SD l

Ⅲ層

第54図

P L．35
鉢 （20．6） － ミガキ ミガキ

1～2mmの砂粒

（石英・長石）多量

混

にぷい黄橙

色

内外面に炭化物

付着
口縁1／8

2 62
SD l

Ⅲ層
第54図 蓋形土器

つまみ

径

（6．6）
－ ナデ パケ

2m 以下の砂粒

（石英・長石）混
にぷい橙色 －

つまみ部

1／4

2 63
SD l

Ⅲ層

第54図

P L．32
嚢 9．2 9．4 3．9 － ナデ ナデ

2m 程度の砂粒

（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色

外面胴部に炭化

物付着

口縁細

1／4

2 64
SD l

Ⅲ層

第55図

P L．32
＝ヒ互E － － 3 条の沈線文と羽状文 ミガキ パケ→ミガキ

1m 以下の砂粒多

量混
灰黄褐色 － －

265
SD l

Ⅲ層

第55図

P L．32
＝土ご笠

沈線文による浅い段。直

下に1条の沈線文と木葉

文

ミガキ パケ
1mm程度の砂粒多

量混
灰黄褐色

外面に炭化物付

着 －

ー87－
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266
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
士笠 － － －

1条の沈線文と直下に木

葉文か？ ミガキ ナデ
1m 程度の砂粒

多量混．

にぷい赤褐

色

外面に炭化物少

量混 －

267
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
士宣E

洗練文による浅い段。直

下に2条の沈線文と木葉

文か？

ミガキ ナデ

1～2mm程度の砂

粒（石英・長石）多

量混

にぷい黄橙

色

外面の一部に赤

色塗彩 －

268
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
一土宝E

頚部下端に2本のへラ措

沈線文、直下に木葉文。

施文順序はヘラ描沈線

文→木葉文

ミガキ ミガキ
1mm以下の砂粒少

量混
浅黄色 内外面に煤付着

269
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
・士笠

2条のヘラ措洗練文、間

に斜格子文。施文臆序は

へラ措文→斜格子文

パケ→ナデ パケ→ナデ
1m 程度の砂粒多

量混
にぷい黄色

内外面に薄く炭

化物付着 －

270
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
＝土ご宝E

胴部上位に緩慢な浅い

段。直下に2本の沈線文

と羽状文。3条の縦方向

の沈線文で区画する

ナデ ナデ
1m 程度の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色 －

271
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
・＝ヒ宣E

胴部最大径部分に貼付

突帯、直上に1条の沈線

文、4本の縦沈線文で区

画された木葉文

パケ→ミガキ パケ→ナデ
1m 程度の砂粒多

量混 浅黄橙色 外面に煤付着 胴部1／4

272
SD l

Ⅲ層

第55図

PL．32
一土笠

列点文の直下に3条の直

線洗練文、直下に4本単

位の曲線沈線文。施文順

序は直線沈線文→曲線・

沈線文

ナデ ナデ
1mm以下の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色 －

27？
SD l

Ⅲ層

第56図

PL．28
底部 － － （6．1） － ナデ ナデ

0．5mm以下の砂粒

混

にぷい黄橙

色

内面に炭化物少

量付着
底部1／6

274
S D l

Ⅲ層

第56図

PL．28
底部 － － （9．0） － ナデ ナデ

2mm以下の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色

外面に炭化物付

着 底部1／4

275
S D l

Ⅲ層

第56図

PL．28
底部 （9．0） － ナデ ナデ

2mm前後の砂粒少

量混、1°m 以下の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 内面に黒斑あり 底部1／6

276
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．0） － パケ、底面ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒混 にぷい褐色
外面に薄く煤付

着
底部1／2

277
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （10．2） － パケ、底面ナデ ナデ

1mm前後の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色

外面に薄く煤付

着 底部完存

278
S D l

Ⅲ層
第56．図 底部 － － （8．8） － パケ、底面ナデ ナデ 1mmの砂粒微量混 灰褐色

外面に薄く煤付

着
底部1／4

279
S D l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．6） － パケ、底面ナデ ナデ 1mm程度の砂粒混

にぷい黄橙

色

外面に薄く煤付

着
底部1／4

280
S D l

Ⅲ層
第56図 底部 （8．8） －

底部付近パケ、休部

下部ミガキ、底面ナ

デ

ナデ
0．5mm以下の砂粒
多量混

にぷい黄橙

色

内面に厚く炭化

物付着
底部1／4

281
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．4） － パケ、底面ナデ ナデ 3m 以下の砂粒混 にぷい橙色 － 底部1／3

282
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （8．8）底面に籾庄痕 パケ、底面ナデ ナデ

ト 2mm程度の砂

粒混

にぷい黄橙

色 底面に籾痕あり 底部3／4

283
SD l

Ⅲ層

第56図

PL．28
底部 － － （7．2） － パケ、底面ナデ ナデ

0．5mm以下の砂粒

混
灰黄色

内面に厚く炭化

物付着 底部1／2

284
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．0）底面に籾庄痕 ミガキ、底面ナデ ナデ 2mm以下の砂粒混

明赤褐色～

にぷい褐色 － 底叫 ／4

285
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （7．0）横方向に3本の工具痕 ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒混
にぷい黄橙

色 － 底部1／2

2 86
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．0） － パケ、底面ナデ ナデ

0．5「1－．5mmの砂掛

多量混

に揮い黄褐

色 － 底部1／3

2 87
SD l

Ⅲ層
第56園 底部 － － （8．0） 底面に籾庄痕 パケ、底面ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒混
橙色

内面に薄く炭化

物付着 底吾町5

28 8
SD l

Ⅲ層
第56図． 底部 （10．0）底面に籾庄痕 パケ、底面ナデ ナデ 1mm程度の砂粒混 にぷい橙色

内外面に薄く炭

化物付着、底面

に籾痕あり

底部1／2

28 9
SD l

Ⅲ層
第56園 底部 － － （10．0）底面に籾庄痕 パケ、．底面ナデ ナデ

1～2mm程度の砂

粒混

にぷい黄橙

色

底面に2箇所の

籾痕あり 底部1／2

290
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （7．8） － 底部付近ミガキ ナデ

1～2mm程度の砂

粒混

にぷい黄橙

色 － 底部1／2

29 1
SD l

Ⅲ層 ‘
第56図 底部 － － （9．0） － ミガキ、底面ナデ ナデ

0．5mm以下の砂粒

混
暗赤褐色

内面に厚く炭化

物付着
底部1／4

292
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （9．8） － ミガキ ナデ

1～2Im 程度の砂

粒混 褐灰色
外面に薄く煤付

着
底部1！6

293
SD l

・Ⅲ層
第56図 底部 （9．6） 底面に籾圧痕 底部付近パケ、体部

下半ミガキ
ナデ

1～2m 程度の砂

粒混
灰黄褐色

外面に黒斑あり、

底面に籾痕あり
底部1／6

294
SD l

Ⅲ層
第56図 底部 － － （10．2） － ミガキ パケ

1mm以下の砂粒多

量混 にぷい橙色
外面に薄く煤付

着 底部1／3

295
S D l

Ⅲ層
第56図 底部 （9．8）

－
底部付近パケ、体部

下ミガキ ナデ→ミガキ
2mm程度の砂粒多

量混

橙色～浅黄

橙色 －

2／3

底部ほぼ

完存

－88－
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296
SD l

I・Ⅲ層
第56園 底部 － 9．8 12．2 底面に籾庄痕 パケ ナデ

0．5m 程度の砂粒

少量混
暗赤褐色 底面に籾痕あり 底部完存

297
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － －

口縁下部微隆帯上に列

点
横位条痕 横位条痕

1mm以下の砂粒、

金雲母混
灰白色 西川津式B 類 口緑1／10

298
SD l ・

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － －

口縁下部微隆帯上に列

点
横位条痕 ナデ 2mm以下の砂粒混 暗灰色 西川津式B類 口縁1／10

299
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － － 屈曲部隆帯上に列点 横位条痕 横位条痕

2mm以下の砂粒多

量混
灰黄色 西川津式B類 胴部1／10

300
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － －

屈曲部とその上位に隆

帯、列点
横位条痕 横位条痕 1m 以下の砂粒混

にぷい黄橙

色
西川津式B類

胴部1／10

以下

30 1
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － － 羽状縄文 不明 ナデ

2m 以下の石英、

金雲母多量混
黄褐色 前期

胴部1／10

以下

30 2
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － － 外面に押引沈線文 不明 条痕→ナデ

1mm以下の砂粒、

角閃石混
灰黄褐色 西川津式A 類

胴部1／10

以下

30 3
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － －

口緑肥厚させ縦位の微隆

起線
不明 ナデ

1mm以下の砂粒、

角閃石混
灰黄褐色 西川津式B類

口縁1／10

以下

30 4
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － －

外面肥厚させ沈線 1条、

刻みあり
ナデ 条痕→ナデ 1mm以下の砂粒混 灰色 崎ケ鼻式 口緑1／10 ・

30 5
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36
探鉢 － － － 口唇部に刻み 条痕→ナデ 条痕→ナデ 1mm以下の砂粒混 暗灰色 前期 口縁1／10

30 6
SD l

Ⅳ層
第57図

探鉢

底部 － － 7．1 、 － ナデ ナデ
1mm以下の砂粒、

角閃石混
灰黄色 後期 底部完存

30 7
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36

探鉢

底部 － － 7．0 － ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 後期 底部1／3

30 8
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36

探鉢

底部 － － 5．1 － ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 後期 底部1／3

30 9
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36

探鉢

底部 － － 7．1 － ナデ ナデ
2mm以下の砂粒多

量混
灰黄色 前期 底部1／3

3 10
SD l

Ⅳ層

第57図

P L．36

探鉢

底部 － － 5．9 － ナデ ナデ
2mm以下の砂粒、

金雲母混
灰黄色 前期 底部1／2

3 11
SD l

V 層

第57図

P L．36
深鉢 － － － 屈曲部に列点 横位条痕 横位条痕

1m 以下の砂粒、

角閃石混
灰黄褐色 西川津式B類 胴部1／10

3 12
SD l

V 層

第57園

P L．36
探鉢 － － － 屈曲部に列点 横位条痕 横位条痕

2mm以下の砂粒多

量混

に率い黄橙

色
西川津式B類 胴部1／10

3 13
SD l

V 層

第57図

P L．36
探鉢 － － － 微隆帯上に列点 横位条痕 横位条痕 11Ⅷ以下の砂粒混 灰黄色 西川津式B類

胴部1／10

以下

314
SD l

・Ⅴ層

第57図

P L．3 6
探鉢 － － －

口緑外面肥厚させ沈線

1条
縦位擦痕 ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
暗灰黄色 崎ケ鼻式

・口縁1／10

以下

315
S D l

V層

第57図

PL．3 6
浅鉢 （14．4）

口緑直下にL R 結節縄

文、沈線3 条 （沈線内

刺突）→L R充填縄文

不明 横位条痕→ナデ 2m 以下の砂粒混 灰黄褐色
後期中葉 （神文

式）
口縁1／8

316
S D l

V層

第57図

PL．3 6
鉢 － － －

屈曲部に沈線1条、R L・

縄文 不明 ナデ
1mm以下の砂粒多

量混
灰黄色 後期前葉～中葉 胴部1／10

317
S D l

Ⅴ層

第57図

PL．3 6
鉢 － － － R L縄文 不明 ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
暗灰色 －

胴部1！10

以下

318
S D l

V層

第57図

PL．36
探鉢 － － －

沈線内に縄？の押庄→

L R充填縄文
不明 ミガキ 1mm以下の砂粒混 暗灰黄色 後期中葉

口縁1／10

以下

319
S D l

Ⅴ層

第57図

PL．36

深鉢

底部 － － 7．1 － 擦痕 ナデ
2mm以下の砂粒、

角閃石混 灰黄色 前期 底部1／4

320
S D l

V層

第57園

PL．36

探鉢

底部 － － 6．0 － ナデ ナデ
2mm以下の砂粒多

量混
灰白色 － 底部1／4

321
S D l

V層

第57図

PL．36

探鉢

底部 － － 4．4 － ナデ ナデ
1mmの砂粒、角閃

石混
灰黄色 後期 底部1！4

322
S D l

V層

第57園

PL．36

探鉢

底部 － － 5．8 － ナデ ナデ
2m 程度の砂粒多

量混

にぷい黄褐
．色 － 底部1／4

323
S D l

Ⅴ層

第57図

PL．3 6

深鉢

底部 － － 7．6 － ナデ ナデ
2mmの砂粒、角．閃

石、金雲母混
灰白色 － 底部1！3

324
S D l

V層

第57図

PL．36

探鉢 ＿

底部 － － 6．6 － ミガキ ミガキ
1mm以下の砂粒多

量混 暗灰色 晩期 底部1／8

325
S D l

Ⅵ層

第59図

PL．37
探鉢 － － －

口縁下部微隆帯上に外

点
横位条痕 横位条痕

1m 以下の砂粒、

角閃石混 灰黄色 西川津式B 類 口縁1／10

326
S D l

Ⅵ層

・第59図

PL．38
浅鉢 － － － 沈線文→R L充填縄文 ミガキ ナデ

2mm以下の砂粒、．

金雲母混
灰白色 福田K 2式 胴部1／10

327
S D l

Ⅵ層

第59園

PL．37

双耳壷

肩部 － － － 沈線文 ミガキ ナデ
2mm程度の砂粒わ

ずかに混
暗褐色 福田K 2式

胴部1／10

以下

328
S D l

Ⅵ層

第59図

PL．37
探鉢 － － － 沈線文 細密条痕 ナデ 2I皿以下の砂粒混 灰白色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

329
S D l

Ⅵ層

第59図

PL．37
探鉢 － － － 洗練文 細密条痕 ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 ．

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1！10

以下

330
S D l

Ⅵ層

第59図

PL．37
探鉢 － － － 洗練文 細密条痕 ナデ 2m 以下の砂粒混 灰黄色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

33 1
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
鉢 沈線文→R L充填縄文

波状口縁波頂部 沈線文

→RL充填縄文　 貫通孔
あり

ミガキ ミガキ
1mm以下の砂粒、

角閃石多量混
暗灰色 福田K 2式

胴部1／10

以下

332
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 ・ 不明 ナデ 2mm程度の砂粒混 灰白色 崎ケ鼻式 －
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333
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．3 7
深鉢 （14．4） － － － 横位ケズリ 横位ケズリ→擦痕

2m 程度の砂粒多

量混
灰黄色 後期

口縁1／10 ．

以下

334
S D l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 （10．3） － － 口唇部に刻み ナデ ナデ

2mm程度の砂粒多

量混 灰黄色 － 口縁1／8

335
SD l

Ⅵ層

第59図

P L 37
鉢 － － － 内面に格子状沈線文 租いナデ ナデ 2m 以下の砂粒混 暗褐色 前期か

胴部1／10

以下

336
SD l

Ⅵ層

第59園

P L．37
鉢 － － － 内面に格子状沈線文 粗いナデ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 前期か

胴部1／10

以下

337
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．38
鉢 － － － R L縄文 不明 横位ケズリ→ナデ

2mm程度の砂粒多

量混 ．
暗灰色 後期か 口縁1／10

3 38
SD l

Ⅵ層

第59園

P L．37
探鉢 － － － 屈曲部に沈線2 条 ナデ ナデ

2mm以下の砂粒、

角閃石混 暗灰黄色
崎ケ鼻式 外面に

煤付着 胴部1／10

3 39
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 － － － 外面R L 縄文 ミガキ ナデ

1mm以下の砂粒、

角閃石混 暗灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／10

34 0
SD l ‘

Ⅵ層

第59園

P L．37
探鉢 － － － 段部外面に無節L 縄文 ミガキ ミガキ

1m 以下の砂粒多

量混
暗褐色 崎ネ鼻式 胴部1／5

34 1
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 （17．6） － － － ミガキ ミガキ

2m 以下の砂粒多

量混
暗褐色 後期 口縁1／5

鋤2
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 （25．2） － －

口緑肥厚させ外面にRL

縄文 ナデ ナデ
1m 以下の砂粒多

量混
灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／5

343
SD l

Ⅵ層

第59図

P L．37
探鉢 （29．6） － － － 租いナデ 粗いナデ

3mm以下の砂粒、

角閃石混 暗褐色 後期 口縁1／5

344
SD l 第59図

牒 鉢 （28．8）
口縁に洗練1条、以下 口縁ミガキ、胴部ナ

デ

上半横位ミガキ、下 2mm以下の砂粒、
褐色

崎ケ鼻式　 波状

ロ緑1／8Ⅵ層 PL．37 R L 縄文 半ケズリ 角閃石多量混 口縁の可能性あ

り

345
SD l

Ⅵ層

第60図

PL．37
鉢 － － － 外面に弧状沈線文 ナデ ナデ

3mm以下の砂粒、

金雲母混
灰黄色 後期

口縁1／10

以下

346
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．37
探鉢 － － － 口縁内面に結節縄文 ナデ ナデ

1mm以下の砂粒、

角閃石混 灰黄色
後期中葉 （神文

式）

口縁1／10

以下

347
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
浅鉢 － － － 外面屈曲部に列点 ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式

胴部1／10

以下

348
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
探鉢 － － － 外面にR L 縄文 不明 ナデ 1m 以下の砂粒混 灰自‘色 崎ケ鼻式

胴部1／10

以下

349
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
浅鉢 － － － － 横位ミガキ 縦位ミガキ

2mm程度の砂粒、

金雲母混
灰白色 崎ケ鼻式

口縁1／10

以下

350
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
浅鉢 － － － 外面屈曲部に列点 ナデ ナデ

2mm程度の砂粒、

角閃石混 埠白色 崎ケ鼻式
胴部1／10

以下

351
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
浅鉢 （13．6） － － － 横位ミガキ 横位ミガキ 1m 以下の砂粒混 暗灰黄色

後期中葉 （沖丈

式） 口縁1／5

352
S D l

Ⅵ層
第60図 浅鉢 － － －

口縁内面を肥厚させRL

縄文 ナデ ミガキ 1mm以下の砂粒混 灰白色 崎ケ鼻式 口縁1／10

353
S D l

Ⅵ層

第60園

PL．37
浅鉢 － － －

口縁内面を肥厚させRL

縄文 ナデ ミガキ 角閃石、金雲母混 灰黄色・ 崎ケ鼻式 口縁1／10

354
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．37
鉢 － － － － ナデ 筋状の擦痕 1mm以下の砂粒混 灰黄色 － 口縁1／8

355
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
浅鉢 （19．6） － － 外面にL R 縄文 ミガキ ミガキ

1mm以下の砂粒、

金雲母混 暗灰色 後期中葉 口縁1／10

356
S D l

Ⅵ層

第60図

PL．38
底部 － － ・9．2 － ナデ ナデ

2m 程度の砂粒、

金雲母混
暗灰黄色 後期 底部3／4

357
SD l

Ⅵ層

第60図

PL．3 8
底部 － － 8．9 － ミガキ ナデ

2mm以下の砂粒、

角閃石混
灰黄色 後期 底部完存

358
SD l

Ⅵ層

第60図

P L．3 7
底部 － － － 底部外面にR L縄文 不明 ミガキ

3m 以下の砂粒多

量混 灰黄色 後期前葉～中葉 底部1！8

359
SD l

Ⅵ層
第60図 底部 － － 5．8 － ナデ ナデ

2mm程度の砂粒多

量混
灰白色 後期 底部1／3

3 60
SD l

Ⅵ層
第60図 底部 － － 5．6 － ナデ ミガキ 角閃石混 灰白色 後期～晩期 底部1／2

3 61
SD l

Ⅵ層

第60図

P L．38
底部 － － 10．2 － 擦痕 ナデ

2mm以下の砂粒、

金雲母混 灰黄褐色 後期～晩期 底部1／2

3 62
SD l

Ⅵ層

第60図

P L．38
底部

－ － 9．2 － 不整方向ケズリ ナデ
2m 以下の砂粒多

量混
灰白色 晩期か 底部完存

363
SD l

Ⅸ層

第61図

P L．38
浅鉢 － － －

外面洗練文、縦位微隆起

線 不明 横位条痕
1mm以下の砂粒、

角閃石混
灰白色 西川津式A 類

口縁1／10

以下

36 4
SD l

Ⅲ層？
第61図 探鉢 － － － 焼成後穿孔あり 横位条痕 横位条痕 1mm以下の砂粒混

にぷい黄橙

色 － －

36 5
SD l

埋土中
第61図 探鉢 － － － － － －

1mm程度の砂粒少

量混

にぷい黄橙

色 － －

36 6
SD l

Ⅳ層以下
第61図 探鉢 － － 口縁外面肥厚 横位条痕 条痕 1mm程度の砂粒混

にぷい黄橙

色
西川津式A 類

口縁1／10

以下

36 7
SD l

ⅩI層

第61図

P L．39
探鉢 － － －

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文
横位姦痕 横位条痕

1mm以下の砂粒、

角閃石多量混
暗灰色 晩期 口縁1／10

368
SD l

ⅩI層

第61図

P L．39
探鉢 － － －

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文 横位条痕 横位条痕
1IⅧ以下の砂粒、

角閃石混
暗褐色

晩期　外面煤付

着 口縁1／10

369
SD l

ⅩⅢ層

第61図

P L．39
探鉢 （24．6）

口縁端部やや下に断面Ⅴ

字状の刻目をもつ突帯文 横位条痕 横位条痕 3m 以下の砂粒混 黄橙色 晩期 ロ縁1／5
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370
SD l

V ・Ⅵ層
第61図 底部 － 7．8． － ミガキ ミガキ

2mm程度の砂粒多

量混

にぷい黄橙

色
後期～晩期 底部2／3

37 1
SD l

Ⅷ層

第61図

PL．39
底部 － 9．6 － ミガキ ナデ

1m 以下の砂粒、

金雲母混
灰白色 後期～晩期 底部完存

372
SD 2

埋土中

第80図

PL．39
青磁碗 （15．6） － － 口縁端部やや肥厚 － － 微密 灰壷 龍泉窯系碗D 類 口縁1／14

37 3
SD 2

埋土中

第80図

PL．39
白磁碗 （16．2） － － 口縁部肥厚 体部ケズリ － 緻密 灰白色 白磁碗Ⅳ類 口縁1／8

3 74
SD 2

埋土中

第80図

PL．39
鍋 （25．2） － － －

口緑部ナデ、休部パ

ケ

口縁部ナデ、体部パ

ケ
密

にぷい黄橙

色 － 口縁1／12

375
SD 2

埋土中

第80図

PL．39
棄 － － － 外面格子目状叩き タタキ カキメ 密 黄灰色 － －

376
SD 2

埋土中
第80図 皿 － － （2．4） 回転糸切 ナデ ナデ やや租 橙色 － －

芋77
SD 3

埋土中

第81図

PL．39
襲 （20．2） － － － ナデ ナデ やや租 裡争 － －

378
S D 3

埋土中

第81図

PL．39
聾 － － （6．0） － ナデ ナデ

卜 3Im の砂粒（石

英）混
橙色 － 口縁1／10

379
S D 3

埋土中
第81図 底部 （17．2） － － 回転糸切 ナデ ナデ やや租

にぷい黄橙

色 － 底部1／4

380
S D 4

埋土中
第82図 皿 （14．4） － － － 回転ナデ 回転ナデ 密 灰色 － 口縁1／14

381 S D 6 第83図 底部 － － （13．0）平底 ナデ ナデ やや租
にぷい黄橙

色 － 底部1／5

382
黒褐色土

包含層

第93図

PL．41
探鉢

口縁部肥厚させ沈線1

条、洗練文下位に刻み
ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混

にぷい黄橙

色
崎ケ鼻式

口縁1／10

以下

383
黒褐色土

包含層

第93図

PL．41
探鉢 － － －

口緑外面に沈線1条、

沈線文下側に刻み ナデ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／10

384
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
探鉢 － － － 口縁部内面を肥厚 － － 1mm以下の砂粒混 灰白色 － －

385
黒褐色土

包含層

第93図

PL．41
探鉢 － － －

口縁部肥厚させ口唇部に

刻み ナデ 条痕→ナデ
1m 以下の砂粒多

量混
暗褐色．1 崎ケ鼻式 口縁1／8

386
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
鉢 － － － 口縁外面にR L 縄文 ミガキ ミガキ 1m 以下の砂粒混 灰黄褐色 後期中葉 口縁1／8

387
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
浅鉢 － － －

口縁内面肥厚させRL縄

文
ミガキ ミガキ 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口縁1／10

388
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
探鉢 － － － 縦位微隆起線、沈線文 不明 横位条痕

1mm以下の砂粒わ

ずかに混
灰黄色 西川津式A 類

胴部1／10

以下

38白黒褐色土

包含層

第93図

PL．41
探鉢． （26．4） － －

口唇部上面と口縁直下に

沈線1条ずつ
ミガキ 擦痕 1mm以下の砂粒混 暗褐色 福田K 2 式 口縁1／8

・39 0
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
嚢 （19．6）

体部に3条のへラ措洗練

文を施し、間に連続する

刺突を施す

パケ→沈線 ナデ
1．5mm以下の砂粒

混
灰白色 外面に煤付着 －

391
黒淘色土

包含層

第93図

PL．40
嚢 － － － 外面格子目状叩き タタキ ナデ

0．5m 以下の砂粒

少量混
黄灰色 － －

392
黒褐色土

包含層

第93図

PL．40
畢 － － （6．2） 静止糸切 ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混 浅黄橙色 外面に煤付着 －

393
黒色土

包含層
第94図 ＝土ご笠 （12．8） － － －

口縁端部ナデ、他は

ミガキ

口縁端部ナデ、他は

ミガキ
21m 以下の砂粒混 樺色 － 口縁1／10

394
黒色土包

含層

第94図

PL．40
士笠 （14．2） － － － パケ→ミガキ ミガキ→ナデ

1．5m 以下の砂粒

混
にぷい橙色 － 口縁1／4

395
黒色土包

含層

第94図

PL．40
士宝E （13．4） － － － パケ→ミガキ ミガキ 1mm程度の砂粒混 灰褐色 － 口縁1／4

396
黒色土包

含層．

第94図

PL．40
士笠 － － －

肩部に3条以上の沈線文

と綾杉文を施す ナデ ナデ
1．5mm以下の砂粒

混 － － －

397
黒色土包

含層

第94図

PL．40
・士コ正 － － －

肩部に3条の突帯を貼り

付ける パケ
上半ナデ、下半は調

整不明
1mm以下の砂粒混

にぷい黄褐

色 － －

398
黒色土包

含層

第94図

PL．40
・∃こご笠 － － －

1条の沈線文を挟んで連

続する刺突を施す1
パケ ナデ 2mm以下の砂粒混

にぷい黄橙

色 － －

399
黒褐色土

．包含層

第94図

PL．41
探鉢 － － － 口縁部肥厚 横位条痕 横位条痕 1m 以下の砂粒混 灰黄褐色 西川津式B類

口縁1／10

以下

400
黒褐色土

包含層

第94図

PL．41
・探鉢 － － －

口縁外面貫通孔、沈線文

→L R 縄文
細密条痕 ナデ

2mm以下の砂粒多

量混
灰黄褐色 崎ケ鼻式 頸部1／4

40 1
黒色土包

含層
第94図 底部 － － （9．2） 平底 ナデ ナデ

2mm以下の砂粒多

量混

にぷい赤橙

色 － －

402
黒色土包

含層
第94図 底部 － － （10．8）平底

体部ミガキ、底面ナ

デ
ナデ

1m皿以下の砂粒多

量混
淡黄色 － －

403
黒色土包

含層

第95図

PL．41
鉢 （13．2） － 外面に押引洗練文 上半ナデ、下半条痕 条痕＿ 1mm以下の砂粒混 明褐色 西川津式A 類 胴部1／4

404
黒色土包

含層

第95図

PL．41
深鉢 － － 口緑微隆起帯上に列点 横位条痕 横位条痕

金雲母多量混、砂

粒混
灰黄褐色 西川津式B 類 口緑1／8

405
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 口縁微隆起帯上に列点 横位条痕 横位条痕 2m 以下の砂粒混 暗褐色 西川津式B類 口縁1／10

40 6
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － －

縦位の隆帯上に刻み、押

引沈線文 ナデ 条痕
1mm以下の砂粒、

角閃石混
明褐色 西川津式A 類

胴部1／10

以下
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第4章　1区の調査

掲載

番号
遺構

挿図

PL．
器種

口径

（cm ）

器高

（cm ）

底径

（cm ）
施文・特徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

40 7
黒色土包

含層　 ‾

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 微隆帯上に列点 横位条痕 横位条痕 1mm以下の砂粒混 灰黄色 西川津式B類

胴部1／10

以下

40 8
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － － 横位条痕 ナデ 1m 以下の砂粒混

にぷい黄橙

色
西川津式B類

胴部1／10

以下

40 9
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 洗練文 細密条痕 ナデ

2mm以下の石英、

砂粒混

にぷい黄橙

色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

410
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 沈線文 ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混

にぷい黄橙

色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

411
黒色土包

含層
第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 外面洗練文 ナデ ナデ 2mm以下砂粒混 明褐色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

412
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 外面洗練文 細密条痕 ナデ 2mm以下砂粒混 灰黄色

布勢式～崎ケ鼻

式

・胴部1／10　以下

413
黒色土包

含層

第95園

PL．40
探鉢 － － － 外面沈線文→R L 縄文 不明 ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄褐色

布勢式～崎ケ鼻

式

胴部1／10

以下

414
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － －

口縁外面を肥厚させ沈線

文の上下に刻み ナデ ナデ 2m 以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 ロ緑1／8

4 15
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － －

口縁外面を肥厚させ洗練

文の上下に刻み
ナデ　‾ ナデ 2m 以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式

ロ縁1／10

r以下

416
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － －

口唇上面に沈線1条、

洗練文の外側に刻み ナデ ナデ 2m 以下の砂粒混 灰黄褐色
布勢式・（上面施

文型）
口縁1／10

4 17
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 波状口緑波頂部　 沈線文 ナデ ナデ

2m 以下の石英、

砂粒混

にぷい黄橙

色
崎ケ鼻式 口縁1／10

418
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 波状口縁波頂部　沈線文 ナデ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／10

419
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 波状口縁波頂部　沈線文 ナデ ナデ

1m 以下の砂粒多

量混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口縁1／10

420
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 外面肥厚させ沈線1条 ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／10

421
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢1 － － － 口緑肥厚させ洗練1条 ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口縁1／8

422
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 沈線文→R L縄文 ナデ ナデ

0．5mm以下の砂粒

混

にぷい赤褐

色
崎ケ鼻式 口縁1／9

・423
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 沈線文→R L縄文 ミガキ ミガキ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口緑1／10

424
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － －

口緑肥厚させ洗練1条

→R L 縄文
ナデ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／8

425
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢

口緑肥厚させ沈線1条

→R L 縄文、頚部細密
条痕

ナデ ミガキ 2m 以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口縁1／8

426
黒色土包

含層

第95図

PL．40

分銅形

土偶 － － －
両乳房剥離、乳房間に

縦位沈線1条 ナデ ナデ
2m 以下の砂粒多

量混
暗褐色 後期 －

427
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － －

口縁に貫通孔、刺突文

→R L 縄文
細密条痕 ミガキ 1mm以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口緑1／10

428
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 外面に沈線文 ナデ ナデ 2m 以下の砂粒混 灰白色 崎ケ鼻式 胴部1！5

429
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 － － － 口唇部に洗練文、突起 ナデ ケズリ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／8

430
黒色土包

含層

第95図

PL．40
探鉢 － － － 口緑部肥厚させRL縄文 ミガキ ミガキ

1m 以下の砂粒わ

ずかに混
明褐色 崎ケ鼻式 口縁1／8

431
黒色土包

含層

第95図

PL．41
探鉢 （21．2） － － 口緑肥厚させ刻み ナデ ナデ 2mm以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 口縁1／8

432
黒色土包

含層

第95図

PL．4 0
探鉢 － － －

屈曲部古土凹線2 条 細密条痕 ナデ
1mm以下の砂粒

混、金雲母混
灰黄褐色 崎ケ鼻式 胴部1／4

433
黒色土包

含層

第95図

PL．4 0
鉢 － － － 口緑外面にL L 縄文 横位ミガキ 横位ミガキ

1m 以下の砂粒多

量混
灰黄色 後期中華 口緑1／8

4 34
黒色土包

含層

第95図

PL．4 0
浅鉢 （17．6） － －

ロ緑端面と端部外面に

L L縄文
ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混 灰黄褐色 崎ケ鼻式 －

435
黒色土包

含層

第95図

PL．40
鉢 － － － 口緑肥厚させR L 縄文 ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 崎ケ鼻式 口縁1／10

4 36
黒色土包

含層

第95図

PL．40
深鉢 － － － 焼成後穿孔 横位の租いナデ ナデ

2m皿以下の砂粒多

量混
灰黄褐色 後期 ロ緑1／10

4 37
黒色土包

含層

第95図

PL．40
探鉢 （29．6） － － － 狙いナデ 粗いナデ

2m 以下の砂粒多

量混　‾
灰黄褐色 後期 口縁1／5

4 38
黒色土包

含層

第95図

PL．4 1
探鉢 － － － 外面沈線文 条痕 ナデ 2m 以下の砂粒混

にぷい黄橙

色
前期か 胴部1／8

4 39
黒色土包

含層
第95図 底部 － － － － ナデ ナデ 1mm以下の砂粒混 灰黄色 － －

440
SD l
排土中

第97図 蓋 － － （5．3） － ナデ ナデ
0．5～3mm程度の

砂粒多量混
にぷい橙色 － 口縁1／4

4 41
SD l
排土中

第97図 嚢 （37．2） － － ロ縁端部に刻目
ノ‾＼ケ ナデ→パケ

0．5～1．5mm程度の

砂粒多量混

にぷい黄橙

色 － 口縁1／4

4 42 1区 第97園 青磁碗 （15．8） － － 施粕 ナデ ナデ 撤密
オリーブ灰

色 － －

44 3 1区 第97図 杯 － － （5．2） 底部回転糸切 ナデ ナデ 1m 以下の砂粒混 橙色 － －

44 4 1区 第97図 杯 － （8．＿0） 底部糸切 ナデ ナデ
0．5m 以下の砂粒

混 橙色 外面赤彩 －
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第4章　1区の調査

石器計測表（1区）

遺 物

番 号
遺 構 層 位 挿 図 P L ． 器 種

長 さ

（cm ）

幅

（c m ）

厚 さ

（cm ）

重 量

（g ）
石 材

S l ‘ S D l I 層 6 3 4 9 打 製 石 鉄 2 ．2 1 ．8 0 ．5 1 ．7 黒 曜 石

S 2 S D l I 層 6 3 4 9 打 製 石 鉄 2 ．3 1 ．6 0 ．3 1 ．0 黒 曜 石

S 3 S D l I 層 6 3 4 9 打 製 石 鉄 （1 ．8 ） 1 ．2 0 ．3 ． 0 ．4 安 山 岩

S 4 S D l I 層 6 3 4 4 打 製 石 鉄 2 ．4 1 ．9 0 ．3 5 0 ．8 黒 曜 石

S 5 S D l I 層 6 3 4 4 打 製 石 鉄 2 ．．3 1 ．3 0 ．5 0 ．9 黒 曜 石 ‘

S 6 S D l I 層 6 4 4 4 ス ク レ イ パ ー 3 ．4 5 ．8 0 ．7 1 4 ．0 黒 曜 石

S 7 S D l I 層 6 4 4 4 （石 錐 ？ ） （2 ．9 ） （2 ．0 ） 0 ．7 3 ．9 黒 曜 石

S 8 S D l I 層 6 4 4 2 石 鍬 （1 0 ．3 ） （6 ．8 ） （1 ．1 ） 1 2 1 無 斑 晶 安 山 岩

S 9 S D l I 層 6 4 4 2 石 鍬 （7 ．7 ） 9 ．3 2 ．3 2 1 9 無 斑 晶 安 山 岩

S l O S D l I 層 6 4 4 4 石 鍬 （6 ．7 ） 3 ．0 1 ．2 3 1 ．8 粘 板 岩

S l l S D l I 層 6 4 4 2 石 鍬 （8 ．5 ） （8 ．1 ） 2 ．4 1 9 5 無 斑 晶 安 山 岩

S 1 2 S D l I 層 6 4 4 2 石 鍬 （7 ．5 ） 5 ．7 1 ．6 8 0 ．5 安 山 岩

S 1 3 S D l I 層 6 4 －
礫 石 器 8 ．9 6 ．4 5 ．0 3 3 5 安 山 岩

S 1 4 S D l ・I 層 6 4 4 3 礫 石 器 6 ．5 6 ．0 1 ．9 1 1 5 安 山 岩

S 1 5 S D l Ⅱ 層 6 5 4 9 未 製 品 ？ 3 ．2 1 ．5 0 ．6 2 ．9 黒 曜 石

S 1 6 S D l Ⅱ 層 6 5 4 4 ス ク レ イ パ ー 2 ．8 6 ．2 1 ．3 2 4 ．0 黒 曜 石

S 1 7 S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 打 製 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．3 0 ．4 黒 曜 石

S 1 8 ＿ S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 ・ 打 製 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．3 0 ．6 安 山 岩 ‘

S 1 9 S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 打 製 石 鉄 2 ．0 （1 ．5 ） 0 ．4 0 ．5 黒 曜 石

S 2 0 S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 打 製 石 鉄 2 ．1 1 ．4 0 ．3 0 ．5 黒 曜 石

S 2 1 S D l Ⅱ 層 6 6 － 打 製 石 鉄 2 ．6 1 ．2 0 ．3 0 ．6 黒 曜 石

S 2 2 S D l Ⅱ 層 6 6 ・ 4 4 打 製 石 鉄 2 ．4 1 ．5 ‘0 ．2 ． 0 ．7 安 山 岩

S 2 3 S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 打 製 石 鉄 2 ．6 （1 ．9 ） 0 ．3 1 ．5 安 山 岩

S 2 4 S D l Ⅱ 層 6 6 4 4 石 鍬 4 ．0 2 ．1 0 ．5 3 ．4 無 斑 晶 安 山 岩

S 2 5 S D l ‘Ⅱ 層 6 6 4 2 石 鍬 （1 1 ．2 ） 1 1 ．3 3 ．2 6 9 1 安 山 岩

S 2 6 ・S D l Ⅱ 層 6 6 4 2 石 鍬 （1 3 ．3 ）． 8 ．8 2 ．6 3 7 0 安 山 岩

S 2 7 S D l Ⅱ 層 6 6 4 2 石 鍬 1 6 ．3 8 ．4 2 ．7 4 8 0 無 斑 晶 安 山 岩

S 2 8 S D l Ⅱ 層 6 7 －
板 状 石 器 （1 0 ．5 ） （1 7 ．1 ） 2 ．7 3 7 0 安 山 岩

S 2 9 S D l Ⅱ 層 6 7 4 4 不 明 石 器 （6 ．6 ） （4 ．0 ） 1 ．1 3 3 ．4 無 斑 晶 安 山 岩

S 3 0 S D l Ⅱ 層 6 7 4 3 ． 礫 石 器 1 0 ．7 8 ．4 4 ．8 7 2 0 安 山 岩

S 3 1 S D l Ⅱ 層 ．6 7 4 3 敲 石 7 ．4 5 ．2 3 ．9 1 8 0 安 山 岩

S 3 2 S D l Ⅱ 層 6 7 4 3 石 錘 6 ．9 5 ．6 2 ．6 1 3 5 安 山 岩

S 3 3 S D l Ⅱ 層 6 7 －
石 錘 ？ （4 ．9 ） 5 ．3 1 ．4 5 0 安 山 岩

S 3 4 S D l Ⅱ 層 6 7 4 3 礫 石 器 8 ．5 1 0 ．2 6 ．4 9 6 0 安 山 岩

S 3 5 S D l Ⅱ 層 6 7 4 3 礫 石 器 1 8 ．7 1 1 ．3 6 ．3 2 0 8 0 安 山 岩

S 3 6 S D l Ⅱ 層 6 8 4 3 石 錘 5 ．7 5 ．4 2 ．0 9 0 安 山 岩

S 3 7 S D l Ⅱ層 6 8 4 3 蔽 石 9 ．7 4 ．6 3 ．8 2 6 5 安 山 岩

S 3 8 S D l Ⅱ層 6 8 4 3 敲 石 7 ．3 3 ．5 3 ．7 1 5 0 安 山 岩

S 3 9 S D l Ⅱ層 6 8 4 3 礫 石 器 1 0 ．1 8 ．1 5 ．7 7 0 5 安 山 岩

S 4 0 S D l Ⅱ層 6 8 4 3 石 皿 （2 6 ．6 ） （1 4 ．6 ） 6 ．5 3 6 8 0 安 山 岩

S 4 1 S D l Ⅳ 層 6 9 4 7 打 製 石 鉄 2 ．8 1 ．8 0 ．4 1 ．7 黒 曜 石

S 4 2 S D l Ⅲ 層 6 9 － 打 製 石 鉱 一 （2 ．5 ） 2 ．0 0 ．5 1 ．5 黒 曜 石

S 4 3 S D l Ⅲ 層 7 0 －
打 製 石 鉄 （2 ．1 ） （1 ．8 ） 0 ．4 1 ．1 黒 曜 石

S 4 4 S D l Ⅲ 層 7 0 －
打 製 石 鉄 （3 ．1 ） （1 ．9 ） 0 ．6 2 ．1 黒 曜 石

S 4 5 S D l Ⅲ 層 7 0 4 5 不 明 3 ．7 9 ．0 2 ．1 9 5 ．5 玄 武 岩

S 4 6 S D l Ⅲ 層 7 0 2 5 玉 1 ．6 1 ．4 ・1 ．0 3 ．2 滑 石 片 岩

　S 4 7 S D l Ⅲ 層 7 0 2 5 石 棒 再 利 用 品 ？ 9 ．7 3 ．7 2 ．9 2 1 0 緑 色 片 岩

S 4 8 S D l Ⅲ 層 7 0 2 5 ハ ン マ ー ？ （7 ．5 ） 2 ．2 2 ．3 5 5 ．5 粘 板 岩

S 4 9 S D l Ⅲ 層 7 0 4 5 磨 製 石 斧 （1 5 ．2 ） （4 ．7 ） 3 ．8 3 9 5 緑 色 片 岩

S 5 0 S D l Ⅲ 層 7 0 － 磨 製 石 斧 （6 ．0 ） （4 －．2 ） （2 ．5 ） 6 2 ．0 緑 色 片 岩

S 5 1 S D l Ⅲ 層 7 0 4 5 石 鍬 （6 ．6 ） 8 ．0 2 ．1 1 4 5 無 斑 晶 安 山 岩

S 5 2　‾ S D l Ⅲ 層 7 1 4 5 板 状 石 器 （1 0 ．5 ） （2 2 ．5 ） 2 ．5 6 5 0 ・ 安 山 岩

S 5 3 S D l Ⅲ 層 7 1 4 5 板 状 石 器 （1 2 ．0 ）’ （1 2 ．3 ） 1 ．4 3 4 0 安 山 岩

S 5 4 S D l Ⅲ 層 7 1 4 5 石 鎌 （1 0 ．7 ） 6 ．0 2 ．0 ．1 6 0 安 山 岩

S 5 5 S D l Ⅲ 層 7 1 ．4 5 石 鍬 （1 0 ．2 ） 6 ．2 1 ．8 2 0 0 安 山 岩

S 5 6 S D l Ⅲ 層 7 1 ・4 6 石 鍬 （1 2 ．8 ） 1 5 ．1 2 ．7 7 6 0 安 山 岩

S 5 7 S D l Ⅲ 層 7 2 4 6 石 鍬 ・ （1 6 ．5 ） 1 2 ．6 4 ．8 8 9 0 安 山 岩

S 5 8 S D l Ⅲ 層 7 2 4 6 石 鍬 （2 0 ．1 ） 1 3 ．5 3 ．0 9 3 3 無 斑 晶 安 山 岩

S 5 9 S D l Ⅲ 層 7 2 4 6 石 鍬 （1 5 ．1 ） 1 5 ．1 3 ．6 8 5 0 無 斑 晶 安 山 岩

S 6 0 S D l Ⅲ 層 7 3 4 5 石 鍬 （1 5 ．7 ） 9 ．4 2 ．4 4 9 0 無 斑 晶 安 山 岩

S 6 1 S D l Ⅲ 層 7 3 4 6 石 鍬 （1 2 ．3 ） （1 1 ．7 ） 2 ．9 6 5 0 無 斑 晶 安 山 岩 ・

S 6 2 S D l Ⅲ 層 7 3 4 4 蔽 石 1 2 ．0 9 ．5 5 ．0 8 7 0 安 山 岩

S 6 3 S D l Ⅲ 層 7 3 4 4 蔽 石 8 ．8 7 ．1 5 ．0 4 2 0 安 山 岩

S 6 4 S D l Ⅲ 層 7 3 4 4 石 皿 1 8 ．1 2 1 ．1 6 ．1 3 6 1 5 安 山 岩

1 S 6 5 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 打 製 石 鉄 2 ．0 （1 ．4 ） 0 ．4 0 ．8 安 山 岩

S 6 6 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 打 製 石 鉄 1 ．8 1 ．5 0 ．2 0 ．6 安 山 岩

S 6 7 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．8 0 ．9 6 ．3 黒 曜 石

S 6 8 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 石 鉄 未 製 品 1 ．9 （1 ．9 ） 0 ．5 1 ．4 黒 曜 石

S 6 9 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 磨 製 石 斧 （6 ．2 ） 5 ．3 （2 ．9 ） 1 4 0 緑 色 片 岩

S 7 0 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 磨 製 石 斧 （1 0 ．2 ） 5 ．3 1 ．9 1 9 0 緑 色 片 岩

S 7 1 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 礫 石 器 1 3 ．7 8 ．2 3 ．8 5 4 0 安 山 岩

S 7 2 S D l Ⅳ 層 7 4 4 7 石 錘 6 ．4 5 ．3 2 ．8 1 2 0 安 山 岩

S 7 3 S D l V 層 7 5 4 7 ス ク レ イ パ ー 3 ．1 5 ．4 1 ．4 2 0 ．2 黒 曜 石
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遺 物

番 号
遺 構 層 位 挿 図 P L ． 器 種

長 さ

（cm ）

幅

（cm ）

厚 さ

（cm ）

重 量

（g ）
石 材

S 7 4 S D l Ⅴ 層 7 5 4 7 石 匙 ？ （2 ．4 ） （4 ．0 ） 0 ．9 8 ．5 安 山 岩

S 7 5 S D l Ⅴ 層 7 5 4 7 打 製 石 鉄 （1 ．9 ） （1．7 ） 0 ．5 1．0 黒 曜 石

S 7 6 S D l Ⅴ 層 7 5 4 6 打 製 石 斧 （7 ．1 ） 4 ．0 1．4 4 8 ．4 無 斑 晶 安 山 岩

S 7 7 S D l Ⅴ 層 7 5 4 7 石 錘 6．7 5 ．9 1．4 8 7 ．5 1 安 山 岩

S 7 8 S D l Ⅴ 層 7 5 4 7 石 錘 6．6 4 ．5 2．1 7 7 ．0 安 山 岩

S 7 9 ・ S D l Ⅴ 層 7 5 4 7 石 錘 6 ．7 （6 ．1） 1．8 8 1 ．5 安 山 岩

S 8 0 S ‘D l Ⅵ 層 76 4 8 石 核 1 3．7 9 ．5 3 ．4 4 2 5 黒 曜 石

S 8 1 S D l Ⅵ 層 77 4 8 打 製 石 鉄 3 ．8 2 ．6 1．0 8．6 無 斑 晶 安 山 岩

S 8 2 S D l Ⅵ 層 77 4 7 打 製 石 鉄 （2．0 ） （1．4 ） 0 ．3 0．7 黒 曜 石

S 8 3 S D l Ⅵ 層 77 4 8 蔽 石 1 0．5 9 ．3 5 ．1 5 9 5 安 山 岩

S 8 4 S ．D l Ⅵ 層 77 4 8 礫 石 器 6 ．7 8 ．4 4 ．6 3 7 5 安 山 岩

S 8 5 S D l Ⅵ 層 77 4 8 礫 石 器 8 ．5 1 0 ．4 5 ．1 5 5 0 安 山 岩

S 8 6 S D l Ⅵ 層 77 4 8 礫 石 器 5 ．8 5 ．8 5 ．8 2 1 5 安 山 岩

S 8 7 S D l Ⅵ 層 77 4 8 石 錘 6 ．5 5 ．2 1．8 7 6 ．5 安 山 岩

S 8 8 S D l Ⅷ 層 77 4 4 石 皿 （2 2 ．4 ） （25 ．0 ） 8 ．1 6 5 0 0 安 山 岩

S 8 9 S D l ⅩⅢ層 78 4 9 打 製 石 鉄 （3 ．0 ） 2 ．0 0 ．4 1．8 無 斑 晶 安 山岩

S 9 0 S D l ⅩⅡ層 78 4 9 石 鉄 未 製 品 2 ．5 2 ．0 0 ．4 1．9 無 斑 晶 安 山岩

S 9 1 S D l 刃Ⅱ層 78 4 9 打 製 石 鉄 （1．4 ） 1 ．1 0 ．3 0 ．3 黒 曜 石

S 9 2 S D l ．X Ⅲ層 7 8 4 8 ス ク レ イ パ ー （5 ．3 ） （5 ．9 ） 0 ．9 3 7．6 ・ 滑 石 片 岩

S 9 3 S D l Ⅹ 層 7 8 4 9 石 核 6 ．1 3 ．8 3 ．5 1 0 1 ．0 黒 曜 石

S 9 4 S D l Ⅸ層 7 8 4 8 礫 石 器 13 ．9 6 ．6 4 1．1 6 6 0 閃 緑 岩

S 9 5 ・S D 2 埋 土 中 8 0 4 9 石 錘 ． 5 ．3 4 ．3 1．6 5 4 ．5 安 山岩

S 9 6 黒色土包含層 1 層 9 6 5 0 打 製 石 鉄 2 ．6 1．4 0 ．5 1．1 黒 曜 石

S 9 7 黒色土包含層 1 層 9 6° 5 0 打 製 石 鉄 （2 ．4 ） （1 ．4 ） ．0 ．4 1．0 無 斑 晶 安 山 岩

S 9 8 黒色土包含層 1 層 9 6 5 0 打 製 石 鉄 2 ．2 1．9 0 ．3 0 ．8 黒 曜 石

S 9 9 黒色土包含層 1 層 9 6 5 0 打 製 石 鉄 1 ．8 1．2 0 ．3 0 ．4 無 斑 晶 安 山 岩

S l O O 黒色土包含層 2 層 9 6 5 0 打 製 石 鉄 1 ．8 1．4 0 ．3 0 ．4 黒 曜 石

S l O l 黒色土包含層 2 層 9 6 5 0 打 製 石 鉄 （2 ．5 ） 1．5 ．0 ．3 0 ．5 黒 曜 石

S l O 2 黒色土包含層 2 層 9 6 5 0 石 匙 （3 ．9 ） （3．6） 0 ．6 9 ．1 安 山 岩

S l O 3 黒色土包含層 2 層 9 6 － 石 鍬 （9 ．1 ） （8．0 ） 3 ．3 2 3 0 無 斑 晶 安 山 岩

S l O 4 黒色土包含層 2 層 9 6 － 石 鍬 （1 1．4 ） （7．3 ） 1 ．3 1 7 0 安 山 岩

S O 1 5 黒色土包含層 2 層 9 6 － 石 鍬 10 ．0 4 ．3 1 ．6 8 5 ．5 安 山 岩

S l O 6 黒色土包含層 2 層 9 6 － 石 鍬 11 ．1 9 ．4 2 ．1 3 1 5 安 山 岩

S l O 7 黒色土包含層 2 層 9 6 －
石 鍬 （1 1．0 ） 7 ．5 1 ．8 1 5 0 安 山 岩

S l O 8 1 区
－ 9 7 － ス ク レ イパ ー 3．0 7 ．6 1 ．2 2 4 ．8 黒 曜 石

S 1 0 9 S D l 埋 土 中 9 7 － 不 明 1．7 4 ．0 0 ．3 3 ．3 黒 曜 石

S l l O S D l 　 塊 土 中 9 7 4 9 打 製 石 鉄 （2 ．7 ） 1．8 0 ．4 1．1 黒 曜 石

S l l l S D 4 埋 土 中 9 7 ．．4 9 打 製 石 鉄 2．5 2 ．4 0 ．4 1．7 黒 曜 石

S 1 1 2 S D 2 埋 土 中 9 8 4 9 打 製 石 鉄 2．5 1．6 0 ．3 1．2 安 山 岩

S 1 1 3 S D 2 埋 土 中 9 8 4 9 打 製 石 鉄 2．4 1．3 0．3 1．0 安 山 岩

S 1 1 4 S D 2 埋 土 中 －9 8 4 9 打 製 石 鉄 2 ．3 1．7 0．4 1．0 安 山 岩

S 1 1 5 黒色土包含層 1 層 ．9 8 5 0 打 製 石 鉄 2 ．7 1．5 0．3 1．0 無 斑 晶 安 山 岩

S 1 1 6 黒色土包含層 1 層 9 8 － 打 製 石 鉄 2 ．5 1．5 0．3 0．9 黒 曜 石

S 1 1 7 1 区 撹 乱 土 98 － 打 製 石 鉄 1．9 （1．5 ）． 0．5 0．8 黒 曜 石

S 1 1 8 黒色土包含層 1 層 98 5 0 打 製 石 鉄 （2．2） （1．8 ） 0 ．3 5 ・1．1 黒 曜 石

S 1 1 9 黒色土包含層 2 層 98 5 0 打 製 石 鉄 （1．9） （1．4 ） 0．3 0 ．6 安 山 岩

S 1 2 0 1 区 － 98 － 打 製 石 鉄 1．8 1．3 0．3 0 ．4 黒 曜 石

S 1 2 1 1 区 － 98 － 打 製 石 鉄 （2 ．2 ） （1．7 ） 0 ．6 1．7 黒 曜 石

S 1 2 2 S D 2 埋 土 中 98 4 9 打 製 石 鉄 （1．2 ） 0 ．8 0 ．2 5 0 ．3 安 山 岩

S 1 2 3 1 区 － 98 －
石 鉄 未 製 品 2 ．1 1 ．7 0 ．3 5 1．3 黒 曜 石

S 1 2 4 黒色土包含層 1 層 98 5 0 石 器 素 材 3 ．2 1．4 5 0 ．6 3 ．3 緑 色 凝 灰 岩

S 1 2 5 S D 4 埋 土 中 98 4 9 ス ク レイ パ ー 3 ．7 7 ．1 1．4 3 3．8 黒 曜 石 ．

S 1 2 6 黒色土包含層 2 層 9 8　－ 5 0 不 明 5 ．1 2 ．4 0 二9 1 1．4 安 山岩

S 1 2 7 1 区 － 9 8 － 石 鍬 （1 1．8） 10 ．0 1．8 2 7 0 安 山岩

S 1 2 8 1 区 撹 乱 土 9 8 － 石 鍬 （1 1．0 ） （6 ．1 ） 2 ．0 1 8 5 無 斑 晶 安 山 岩

S 1 2 9 1 区 暗 褐 色 土 9 9 4 9 磨 製 石 斧 （12 ．3 ） （5 ．4 ） （3 ．7 ） 3 9 5 緑 色 片 岩

S 1 3 0 黒色土包含層 2 層 9 9 5 0 石 錘 4 ．7 ．3 ．7 2 ．2 4 4 ．0 安 山 岩

S 1 3 1 黒色土包含層 2 層 9 9 5 0 礫 石 器 9 ．1 5 ．0 1．6 1 0 5 安 山 岩

S 1 3 2 黒色土包含層 2 層 9 9 5 0 礫 石 器 （13 ．8 ） 11 ．0 5 ．6 7 6 0 安 山 岩

S 1 3 3 黒色土包含層 2 層 9 9 5 0 礫 石 器 18 ．2 1 1 ．3 9 ．2 3 0 0 0 安 山 岩
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第5章　2区の調査

1．調査の概要

調査した遺構は、掘立柱建物跡8棟、ピット、土坑9、河道12、溝状遺構1である。遺物は、縄文時代後期・

晩期、弥生時代前期から後期、古墳時代前期・後期、12世紀～14世紀（鎌倉時代から室町時代）のものが出土し

ている。このうち主体をしめるのが集落跡の時期とみられる12世紀から14世紀にかけての土器である。大別して

12世紀後半～13世紀前葉、13世紀後半～14世紀と二時期の遺物が出土している。陶磁器類は白磁2点（502・

503）が黒色土包含層から出土している。

掘立柱建物跡は、SB5から土師器が出土しているほかは直接的に時期を証明できる遺物は出土していないが、

埋土の類似する周辺のピット、土坑から出土している遺物などからみて12世紀後半～14世紀の遺構と判断され

る。建物主軸がほぼ平行するSB2・3・5・8、およびSB4・6・7はそれぞれ同時期に存在した可能性が

ある。SB2、SB8のピットには柱材の一部が残存しており、樹種はSB2がすべてスダジィ、SB8がクリ

と判断された。土坑SK20、溝SD13からは13世紀～14世紀の所産とみられる鍋が出土しており、建物跡と関

連するものと考えられる。これらの底面には掘削痕が残存しており隅丸方形の刃部をもつ鍬で掘削されたものと

みられる。

縄文から13・14世紀まで遺物を包含する黒色土、黒褐色土層を調査区内で部分的に検出した。調査区内は圃場

整備による削平を考慮すると本来的には調査地一帯の地表を被覆していたものと考えられる。ただ、いずれも層

位により堆積した時期が大きく異なり出土遺物に時間幅をもつため、二次的に堆積したものとみられる。

1区で多量に出土した縄文時代後期から弥生時代前期にかけての遺物は、1区に近い2区北東端の黒色土包含

層で若干量が出土しているのみである。後世の削平を考慮しても2区側への集落の広がりは想定できないが、土

坑底面中央に小ピットをもつ落とし穴状土坑1基を検出している。

1区側と同様に弥生時代後期から古墳時代後期にかけて流れたとみられる小規模な河道を検出している。埋土

が比較的細かな礫と砂質土で構成されるため、周辺の河川から溢出した水が一時的に流れた流量変化の激しい河

道であったと推測される。河道堆積物中の少数の遺物からは時期の特定は困難であるが、この時期の気候変動が

小河道の形成に関係する可能性は考えられる。
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第100図　2区集落遺構概念図
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第5章　2区の調査

評
黒色土（暗褐色土少量混）　　　7黒色土
黒色土（暗褐色土・明褐色土混）　8黒色土（明褐色土ブロック混）

票富圭（しまる）　　1呂芸急謂岩ブロック多量混）
黒色土（明褐色土ブロック少量混）11明褐色砂質土（ゆるい）
黒色土（明褐色土ブロック多量混）12暗褐色土（明褐色土少量混）

第101回　SB1

2．集落遺構の調査

SBl（第101、104図、PL．51）

1間×2間の掘立柱建物跡である0主軸はN－630－Wである0建物の規模は、桁行約4．4m、梁行約3．8mで、

桁行方向の主柱穴間は約2・2mである。ピット土層断面から判断して直径10cm～12cmの柱材を使用したと推察さ

れる0北東・北西側には桁行梁行方向に平行するピットがあり、庇や縁側といった付随施設が想定される。遺物

は出土していない。周辺に分布するピットがSD5（古墳時代後期）を切ること、瓦質土器が出土しているピッ

トがあることなどから判断して、13世紀以降のものであると考えられる。　　　　　　　　　（小林）

SB2（第105図、PL．52、64、68）

1間×3間の掘立柱建物跡である0主軸はN－21。－Eである0建物の規模は、桁行約7．5m、梁行約4．3mで、

主柱穴間は桁行がP2－P3、P6－77は約3mであるほかは約2・2mである。Pl・2・3・5には柱材が残

存しており、樹種はすべてスダジイと鑑定された（特論参照）。また、柱材は現存する最大径が約11cmである。S

B2周辺は地下水位が高く、調査中に柱穴内に湧水がみられた。
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33．70m

7－1

A

34．10m

⊂：］一一一一一黒色土包含層

［：コ・…一一黒褐色土包含層

7－6

7－7

7－8

8－1

8－2

♂ダ

第102区12区遺構全体図

10－2

1黒色土（やや淡い、10mm以下の白色の礫を密に含む）
2－1黒色土（やや淡い、10mm以下の白色の礫をやや多く含む）
2－2黒色土（2－1より明るめ、10mu以下の白色の礫を少量含む）
3　黒色土（20mm程度の白色の礫を少量含む）
4－1黒色土（黒褐色土に近い淡い黒色）

1ト11ト3

明黄褐色土（砂礫混、しまる）
明褐色土（10～30mm角の黄白色礫混）
明黄褐色シルト（砂混、礫多量に混）
黒褐色粘質土（黒灰色粘質土ブロック混）
黒灰色粘質土

客　土（水田土）

4－2黒色土
5－1暗褐色土（明褐色土混）
5－2暗褐色土（黒褐色土・明褐色土混）
6－1黒灰色粘土
6－2白色粘土 10－210－4

8－3黒褐色粘質土
9　明褐色砂礫層（かたくしまる、～10mm角の礫多量に混）
10－1黒褐色土（1－5皿u角の礫やや多く混）
10－2黒褐色士

7－1明褐色土（暗褐色土混、砂混、シル下層混、しまる）
7－2明褐色土（5、50mm角の黄褐色礫、白色礫密に混）

カクラン

＼一己竺誓し／－、像

7－3明褐色土（5～20nm角の黄褐色礫、白色礫密に混、暗褐色土混）
7－4明褐色土ト5mm角の白色礫密に混、砂混、かたくしまる）
7－5明褐色土（暗褐色土多量混、砂混）

客　　土（ほ場整備時）

客　　土（水　田　土）

11－3

10－3黒褐色土（暗褐色砂混）
10－4黒褐色土（5～10汀m角の礫多量混、明褐色土混）
11－1暗褐色砂礫（1、10mm角の礫）
11－2暗褐色砂礫ト3mm角の礫）

第103図　調査区土層断面図

－97～100一
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11－3黒褐色砂礫ト3mm角の礫、ラミナ状に砂混）
12　暗褐色土（明褐色土、黒褐色土混）
ユ3　黒色土

．＿．　　　　一一　　　　　　＿　　　　ノ
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第5章　2区の調査

N o． 規模 （cm ） 土色 ・遺物 ．

P l 22－18－2 1 黒色土 （暗褐色土混）

P2 28－20－20 黒色土 （暗褐色土混）

P 3 30－24－13 黄褐色土 （黒色土・赤褐色土ブロック混）

P 4 34－28－6 黒褐色土

P 5 32－32－23 黒色土 （明褐色土のブロック多量に混）

P 6 18－16－3 黒色土

P 7 28－26－2 1 黒色土 （明褐色土ブロック少量混）

P 8 3 0－26－31 黄褐色土 （黒色土・赤褐色土ブロック混）

P 9 22－20－17 黄褐色土 （黒褐色土ブロック混）

P lO 36－36－40 黒褐色土 （黄褐色土ブロック混）

P ll 2 2－20－10 黒褐色土

P 12 22－16－12 黒褐色土 （黄褐色土ブロック少量混）

P 13 20－16－8 黒色土

P 14 20－18－7 黒色土

P 15 27－24－23 黄褐色土

P 16 2 2－20－1 1 黒色土 （明褐色土やや多 く混）

P 17 19－18－9 黒褐色土 （黄褐色土混）

P 18 48－37－6 黒色土

P 19 20－18－8 黒褐色土　 黒色土 ブロック混

P 20 16－13－7 黒褐色土 （暗褐色土多量に混）

P 21 22－20－8 黒褐色土

P 22 28－17 黒色土 （炭混）　 石皿出土

P 23 2 1－17－12 黒色土 （暗褐色土混）

P 24 3 6－8 黒色土 （暗褐色土混）

P 25 24－19－15 黒色土

P 26 26－22－10 黒色土 （暗褐色土 ブロック混）

P 27 24－23－19 黒色土 （明褐色土ブロック混）

P 28 16－15－5 黒褐色土 （黒色土ブロック混）

P 29 36－26－5 黒褐色土

P 30 29－24－27 黒色土

P 31 3 1－29－32 黒色土 （明褐色土わずかに混）

P 32 19－18－16 黒色土

P 33 18－19 黒色土

P 34 3 1－31－27 黒色土

P 35 27－26－26 黒色土

P 36 32－31－32 黒色土 （明褐色土わずか．に混）

P 37 23－18－18 黒色土 （明褐色土少量混）

P 38 20－19－12 黒色土

P 39 30－27－14 黒色土　 瓦質土器出土

P 40 2 3－5 黒色土 （明褐色土多量に混）

P 41 28－26 －
P 42 15－14－9 黒色土

P 43 22－21－14 黒褐色土 （黄褐色土ブロック少量混）

P 44 22－2 1－7 黒褐色土

P 45 22「19－14 黒色土

P 46 3 1－33－13 黒色土

P 47 27－26－8 黒褐色土 （黒色土 ブロック混）

P 48 24－23－24 黒色土

P 49 27－23－42 黒色土

P 50 23－15－20 黒褐色土

P 51 22－15－13 黒色土

P 52 28－19－8 暗褐色土

P 53 27－27－10 －

P 54 39－31－39 黒褐色土 （黄褐色土ブロック混）

P 55 18－18－7 黒色土

P 56 21－17－9 黒色土 （明褐色土混）

P 57 25－19－14 黒色土

P 58 3 1－29－23 黒色土

P 59 27－22－18 黒色土

P 60 27－25－14 黒色土

P 61 27－16－19 黒色土 （明褐色土混）

P 62 26－16－13 黒色土

P 63 25－24－14 黒色土 （暗褐色土混）．

P 64 33－25－14 黒色土 （明褐色土やや多 く混）

P 65 26－22－13 黒色土

P 66 16－12－12 黒色土 （暗褐色土混）

P 67 42－4 黒色土

・P 68 33－28－12 黒褐色土 （明褐色土やや多 く混　 炭混）

P 69 28－13 黒色土

P 70 27－21－13 黒色土

P 71 42－29－12 黒色土

P 72 17－16－6 黒色土

P 73 24－23－14 黒色土 （明褐色土混）

P 74 32－30－15 黒色土　 土器片出土

P 75 24－17－10 黒色土

P 76 23－18－7 黒色土

第5表　ピット計測表

N o． 規模 （cm ） 土色 ・遺物

P 77 19－19 黒色土 （明褐色土少量混）

P 78 17－5 黒色土

P 79 23－5 黒色土

P 80 26－26－22 黒色土

P 81 30－27－26 黒色土

P 82 26－22－16 黒色土

P 83‾ 29－22－20 黒褐色土 （明褐色土ブロック多量 に混）

P 84 22－13 －

P 85 33－19－3 黒色土 （暗褐色土多量 に混）

P 86 29－13－11 黒色土 （暗褐色土多量 に混）

P 87 53－32－6
黒褐色土（黒色土、黄褐色土ブロック多量

に混）

P 88 40－38－3 黒褐色土

P 89 27－23－12 黒色土

P 90 23－19－16 黒色土

P 91 34－28－29 黒色土 （明褐色土のブロック多量 に混）

P 92 28－27－12 黒色土

P 93 26－22 黒色土 （明褐色土少量混）

P 94 21－16－15 黒色土

P 95 57－44 黒色土

P 96 26－16－15 黒色土 （明褐色土混）

P 97 28－24 －19 黒褐色土 （明褐色土多量に混）

P 98 2 1－21 黒色土

P 99 19－10 黒色土

P lO O 27－23 黒褐色土 （明褐色土ブロック多量に混）

P lO．1 10－13－9 黒色土　 土器片出土

P lO2 39－38－5 黒色土

P lO3 30－16－4 －
P lO4 76－50－6 黒色土

P lO5 86－48－7 黒色土 （明褐色土ブロック混）

P lO6 ・24－18－7 黒色土

P lO7 34－22－7 黒色土

P lO8 22－18－6 黒色土

P lO9 4 6－24－7 黒褐色土

P l lO 52－22－5 黒色土

P ll l 2 7－23－7 －
P l 12 5 6－43－4 黒色土

P 1 13 5 2－33－2 黒色土

P 1 14 18－16－1 黒色土

P 1 15 24－21－6 黒色土

P 1 16 20－20－9 黒色土

P 1 17 21－19－11 黒色土

P 1 18 32－22－6 黒色土

P 1 19 28－16－1・2 黒色土

P 120 21－12－13 黒色土

P 12 1 31－17－8 黒色土

P 122 22－19－11 黒色土

P 123 25－23－14 黒色土 （明褐色土ブロック少量混）

P 124 2 7－20－8 黒色土

P 125 19－16－9 黒色土

P 126 22－19－15 黒褐色土　 土師器出土

P 127 38－35－12 黒色土

P 128 23－19－8 黒色土 （明褐色土ブロック混）

P 129 6－5－17 黒色土

P 130 18－15－5 黒色土 （明褐色土少量混）

P 13 1 38－22－7 黒色土　 土器片出土

P 132 22－22－11 黒色土 （明褐色土ブロック混）

P 133 18－16－2 黒色土

P 134 30－23－2 黒色土

P 135 32－24－10 －

P 136 22－20－9 黒色土

P 137 24－20－8 黒色土

P 138 50－34－7 黒色土

P 139 46－36－17 黒色土

P 140 25－21－12 黒色土 （明褐色土ブロック混）

P 14 1 19－16－5 黒色土

P 142 19－18－6 黒色土 （暗褐色土多量に混）

P 143 26－22－9 黒色土 （明褐色土混）

P 144 19－10 黒色土 （暗褐色土少量混）

P 145 19 －13－4 黒色土

P 146 22－18 黒色土

P 147 17－14 黒色土

P 148 21－20－11 黒色土 （明褐色土ブロック多量に混）

P 149 22－21－4 黒色土 （明褐色土混）

P 150 10－8－8 黒色土

P l占1 24－19－10 黒色土 （暗褐色土多量に混）

規模は、長径一短径一深さ（cm）を表す。撹乱により測定できない場合は、直径一深さ（cm）を表す。

－102－

No．規模（cm） 土色・遺物

P152 21－23－8 黒色土（明褐色土混）

P153 21－15－12黒色土

P156 37－31－28黒色土

P157 24－17－22黒色土

P158 26－24－30黒色土

P159 23－18－25黒色土

P160 27－26－35黒褐色土

P161 20－19－5 黒色土

P162 23－21－11黒色土

P163 16－13－8 －

P164 15－13－3 黒色土（明褐色土ブロック多量に混）

P165 14－28 －

P166 21－12 黒色土（明褐色土多量に混）

P167 17－26 黒色土（明褐色土多量に混）

P169 23－17－12黒色土（明褐色土多量に混）

P170 28－24－8 黒色土（明褐色土混）

P171 27－22－7 黒色土（明褐色土混）

P172 27－20－20黒色土

P173 22－20－7 黒色土

P174 39－34－16黒色土（明褐色土少量混）

P175 54－41－11 －

P176 28二23－12 －
P177 53－42－7 黒色土．

P178 23－19－11黒色土

P179 42－31－15
－

P180 18－17－7 黒色土

P181 23－20－9 黒色土

P182 29－21－6 黒色土（明褐色土混）

P183 28－23－2 暗褐色土砂礫

P184 23－21－12 黒色土（明褐色土ブロック少量混）

P185 25－22 黒色土（明褐色土ブロック少量混）

P186 27－6 －

P187 29－21－17 －

P188 24－22－9 黒褐色土　土師器皿（446）出土

P189 25－24－17 黒色土

P190 29－25－11
黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）須恵

器高年脚部出土

P191 26－19－24 黒褐色土（明褐色土ブロック多量に混）

P192 17－14－15 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P193 25－19－5 黒褐色土（明褐色土ケロック多量に混）

P194 17－15－10 黒褐色土

P195 27－23－31黒褐色土（明褐色土ブロック多量に混）

P196 23－17－22 黒褐色土（明褐色土ブロック多量に混）

P197 25－20－7 黒色土

P198 18－17－7 黒色土

P199 24－22－21黒色土・

P200 15－13－5 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P201 17－15－8
暗褐色土（明褐色土・黒褐色土ブロック混）

土器片出土

P202 28－19－2 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P203 18－18－9 黒色土

P204 19－16－4 黒褐色土

P205 23－19－－5 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P206 19－18－17黒色土

P207 25－20－16 暗褐色土

P208 19－19－10黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P209 24－21－10黒色土

P210 13－11－4 黒色土（明褐色土ブロックやや多く混）

P211 22－15－3
暗褐色土（明褐色土・黒褐色土のブロック多

量に混）

P212 19－19－8 黒褐色土

P213 22－18－4 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P214 19－18 －

P215 26－16－7 黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P216 18－11－13黒色土

P217 39－29－12暗褐色土（明褐色土ブロック少量混）

P218 38－24－16黒褐色土（明褐色土プロγク少量混）
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32．40m

P17　　　P16

1－1黒褐色土（粘質あり）
ト2黒褐色土（粘質弱）
ト3黒褐色土（ゆるい・木質わずかに遺存）
2　黒褐色土（粘貿弱・明褐色土わずかに混）
3　暗褐色砂質土
（1、5mm程度の礫多量混

・明褐色土ブロック混）
4　暗褐色土（明褐色土ブロック多量混）
5　黒褐色土
6　褐色土（明褐色土ブロック多量混・砂混）
7　黒褐色土（明褐色土ブロック多量混）

O l　こ80　　　　　　　2m

第105図　SB2

母屋の四方には桁行梁行方向に平行するピットがあり、庇や縁側といった付随施設があったことが考えられる。

埋土は粘性をもつ黒色土である。遺物は出土していない。SB3と主軸がほぼ同じであることから同時期の所産

である可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SB3（第106図、PL．53）

1間×2間の掘立柱建物跡である。主軸はN－220－Eである。建物の規模は、桁行が約6．3m、梁行が約3．4

mである。主柱穴間は桁行のP1－P2、P5rP6は約3．8mであるほかは約2．5mである。東西と南側には主

柱穴列に平行するピットがあり、庇や縁側といった付随施設があったことが考えられる。ピット土層断面から判
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茹
1黒褐色土

2黒褐色土（暗褐色土・明褐色土ブロック多量混）
3黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）
4黒褐色土（明褐色土ブロックわずかに混）
5明褐色土（黒褐色土・明褐色土多量混）
6黒褐色土（暗褐色土混）

第106図　SB3

断して、主柱は径が約15cm～17cm程度の柱材を使用したと推察される。埋土中から遺物は出土していない。南側

に位置するSK20からは、13世紀から14世紀にかけての所産とみられる土師質の鍋（447）が出土しており、埋

土も類似することから、SB2、SB3ともこの時期に該当する可能性がある。　　　　　　　　　（小林）

SB4（第107図）

後世の耕作により部分的に柱穴が削平されているが、本来的には1間×2間の掘立柱建物跡と想定される。主

軸はN－370－Eである。規模は、桁行が約5．8m、梁行が約4．4mである。主柱穴間は桁行のP3－P4は約2．6

m、P4－P5は約3．3mである。埋土中から遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SB5（第108図、PL．55、64）

黒色土包含層の除去後に検出した遺構である。残存しないピットを部分的に補完すると1間×3間の掘立柱建

一104－
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黒褐色土
褐色土（明褐色士混）
黒褐色土（明褐色土棍）
黒灰褐色砂質土（明褐色土混）

＼－＿ト二二ク

445

第107図　SB4

1　ヽ－－11－　－－　－

丁′

P4出土遣物

P6

二i p210

－＿－　＿＿＿＿l L－l－9　1－－－

㊨

P4

第108図　SB5

－105一

黒色土
黒色土（明褐色土わずかに混）
黒色土（明褐色十ブロック混）
黒色土（明褐色土やや多く混）

黒色土（暗灰褐色土混）　。
明褐色土（黒色土混）

Pl
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Z Z

C。　　　　　　　1J

P8　　　　　　　　P7

1

P9　　　　　　p6

2　　　　　　　　　　1

1黒褐色土

2黒褐色土（明褐色土ブロック混）　　0
3黒褐色上（明褐色土混）
4暗褐色⊥

第110図　SB7

P7

第109図　SB6

P6

1黒褐色土
－　2黒褐色土（明褐色土ブロック混）

33．10m

P4

1黒色士
2黒色土（明褐色土わずかに混）
3黒色土（明褐色土ブロック混）
4渠邑L二（明褐色I二やや多く混）
5黒色土（明褐色士多量に混）

ー106

第111図　SB8

0　　　　　　　1’80　　　　　　　2m
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物跡になる。主軸はN－220－Eであり、SB8と平行関係にある。黒色土包含層土層断面の観察ではP2は黒

色土中から掘削されていることから（PL．64－2）、本来的には黒色土をベースに掘削された遺構と考えられる。

建物の規模は、桁行が約7．7m、梁行が約3．4mである。主柱穴間は桁行のPITP2、P3－P4は約2．4m、

P2－P3は約2．9mである。P2には柱材が遺存しており、材はクリと鑑定された（特論参照）。

P4埋土中から底部糸切り痕の土師器杯（445）が出土しており12世紀～13世紀の所産と考えられる。これは

黒色土の上層から出土した土器の年代観とも一致する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SB6（第109、112図、PL．53、54）

調査区境に位置するため全容は不明であるが、1間×3間以上の掘立柱建物跡である。主軸はN－570－Wで

ある。主柱穴間は桁行約2．0m～2．2m、梁行約2．5mである。埋土中から遺物は出土していない。桁行、梁行ライ

ンからそれぞれ60cm前後離れた位置に小ピット（P6～PlO）がみられる。必ずしも主柱穴に対応するわけで

はないが、縁側などの付随施設が想定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SB7（第110、112図二　PL．54）

2間×2間の掘立柱建物跡である。主軸はN－380－Eである。建物の規模は、桁行約3．0m、梁行約2．4mで

ある。主柱穴間は、桁行約1．5m、梁行約1．2mである。建物の中央付近にP9が認められるが、位置がP4－P

8ラインからずれているため総柱建物かどうかは判断できない。埋土中からは遺物は出土していない。　（小林）

SB8（第111図）

1間×2間の掘立柱建物跡である。主軸はN－190－Eである。

建物の規模は、桁行約3．9m、梁行約3．3mである。主柱穴間は、P1－P2、P5－P6が約2．2m、P2－P

3が約1．7mである。主軸がSB5と平行するため、同時期の建物跡とみられる。P3から土器片が出土してい

るが、時期は判断できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SK18（第114図、PL．55）

遺構の平面形は隅丸長方形を呈し、長軸は65cm、短軸は54cmである。検出面からの深さは19．5cmである。埋土
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は黒色土である。底面はほぼ平坦で、底面中央に長径16cm、短径11cm、深さ25．5cm

のピットをもつ。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SK19（第115図）

遺構の平面形は不整な楕円形である。長軸は120cm、短軸は87cmで、検出面から

の深さは、最も深いところで17cmである。底面はいびつであり底面からの立ち上が

りも積憤であることから、人為的な掘削によるものか分からない。遺物は出土して　第1．13区I P188出土遺物

いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SK20（第116・117図、PL．56、71）

長軸は91cm、短軸は78cmである。検出面からの深さは最も深い部分で21cmである。断面は逆台形を呈し埋土は

黒色土である。底面は掘削痕により凹凸が残る。長さ15cm～20cm前後の掘削痕であり丸い刃先をもつ鍬またはス

コップ状の道具で掘削したと考えられる。

埋土中から鋼片（447）が出土しており、13世紀後半～14世紀に比定される。　　　　　　　　　　（小林）

SK21（第118図、PL．56）

長軸は100cm、短軸は67cmで、平面形は長方形を呈している。検出面からの深さは63cmである。底面は平坦で、

長径22cm、短径17cm、深さ21．5cmの底面ピットをもつ。底面ピットの埋土中から小角礫が出土している。土器は

出土していない。いわゆる落し穴状土坑である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

SK22（第119図、PL．56）

調査区西側、SB2の西側に位置する。平面形は長楕円形を呈し、長軸は160cm、短軸は65cmである。断面形

は概ね逆台形を呈し、検出面からの深さは約13cmである。埋土はおもに黒色土と暗褐色土である。南側の底面直

上には人頭大の礫が2点出土した。遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

SK23（第120、121図、PL．57、71）

調査区南側、SD13の北西側に位置する。遺構の北西側は調査範囲外である。平面形は隅丸の長方形を呈すと

思われ、長軸は93cm、短軸は86cmである。検出面からの深さは約8cmで、南側隅でわずかに深くなる。埋土は、

黒褐色土である。448は土師器の杯である。内外面ともナデ調整され、底部には回転糸切痕が残る。13世紀代に

位置づけられ、遺構の埋没時期を示すと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

SK24（第122図、PL．57）

調査区西端付近に位置する。平面形はいびつな楕円形を皇し、長軸は

130cm、短軸は90cmである。検出面からの深さは北側の最深部で約14cm、

南側はやや浅く約12cmである。塩土は黒色土と暗褐色土である。遺物は出

土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

SK25（第123図、PL．57）

調査区西側に位置する。平面形は楕円形を呈し、長軸は96cm、短軸は80

cmである。断面形は概ね逆台形を呈し、検出面からの深さは約57cmである。

埋土はおもに黒色土と黒褐色土である。遺物は出土していない。　（森本）

SK26（第124図、PL．57、58）

調査区南端付近に位置する。平面形はいびつな楕円形を呈し、長軸は94

cm、短軸は61cmである。断面形は浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約

12cmである。埋土は黒褐色土と暗褐色土である。人頭大の角礫が詰め込ま

れた状態で出土した。17cm～25cm角の角礫が8点、10cm角前後の角礫が2

点出土している。腐朽した木が1点出土したが自然木とみられる。埋土は

基盤層である明褐色土がブロック状に混じり人為的に埋められたものと考

えられる。底面には幅約10cm～16cm程度の掘削痕がみられる。遺物は出土
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1黒色土
2黒色土
（明褐色土多量に混）
3褐色砂質土（小石混）

第114図　SK18
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2

0　　　　　　　　1．20　　　　　　　50cm

1黒褐色土砂混じり粘質土
2灰褐色砂混じり粘質土
（明褐色土ブロック混）

第115回　SK19

1黒褐色土（明褐色土混）
2褐色土（暗褐色土混）
3黒色土（明褐色土ブロック混）

第116図　SK20

第117図　SK20出土遺物

1黒色土（明褐色ブロック混）
2灰褐色砂混じり粘質土（ゆるい）

第118図　SK21

第119回　SK22

109－

l黒色土
2暗褐色土
3暗褐色土
4黒色度（明褐色土混）
5暗褐色土（明褐色土混）

0　　　　120　　　　5？川
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していないが、SK20、SD13にみられる掘削痕と類似するため12世紀～14世紀の遺構と考えられる。（森本）

3．河道・溝状遺構の調査

河道SD9（第125、126図、PL．58、59）

調査区西端付近に位置する。南東から北西方向に流れる自然河道である。検出面での幅は南東側約0．4m、北西

側約1・3m、底部までの深さは南東端で約10cm、北西端は約50cmである。底面の標高は南東側で31．9m、北西側で

31・7mである。埋土はおもに黒褐色土または砂礫である。埋土中よりコンテナ1箱分程度の遺物が出土した。聾

450は古墳時代中期後半～後期に位置づけられる。出土遺物の下限を示すことから、流路の埋没時期を示すと考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SDlO（第125、127図、PL．58、59）

調査区西端付近に位置する。南東から北西方向に流れる自然河道である。検出面の幅は南東端部で約0．9m、北

西端部で約2・5m、底部までの深さは南東側で約7cm、北西側約67cmである。底面の標高は南東側で32．0m、北西

側で31・6mである。埋土は黒褐色土または黒色土で、基盤層の明褐色土ブロックと砂が多く混じるご嚢452は古

墳時代後期に位置づけられ、流路の埋没時期を示すと考えられる。　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SDll（第128図）

調査区南西端に位置する。北東一南西方向に流れる自然河道である。検出面での最大幅は南西側で80cm、底部

までの深さは約5cm～18cmである。埋土は黒褐色土で、砂を含む。弥生土器とみられる小片が10数点出土してい

るが時期は特定できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SD12（第129、130図、PL．59）

調査区南西側、SBl南側に位置する。北西一南東方向に流れる自然河道である。検出面での幅は約1．3m、深

さは最深部で約24cmである0底面は淵状に落ち込む部分がありいびつである。底面の標高は南東側で32．51m、北

西側で32・30mである。埋土は黒色土であり砂を含む。棄457、458は古墳時代後期に位置づけられ、流路の埋没

時期を示すと考えられる0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

SD13（第131、132、133図、PL．54、60）

調査区南端付近に位置する。南西から北東方向に湾曲する。検出面の幅は約50。m、底部までの深さは最深部で

約20cmである。埋土はおもに、黒褐色土または暗褐色砂質土である。底面には幅約15cm～20cm程度の掘削痕が部

分的に確認できる。底面の標高は南西側で33．07mであり、ほぼ水平の底面をなす。検出面から土師器の鍋462な

どが出土した。黒褐色土包含層を切り掘削されていることから溝に伴う遺物と判断した。鍋462は12世紀後半～

13世紀に位置づけられ、埋没時期を示すと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SD14（第132図）

調査区南端付近に位置する河道である。検出面での幅は約1・4m、底部までの深さは最深部で約19cmである。埋

土は黒褐色土と暗褐色砂質土、暗褐色砂礫層である。SD13に切られる。遺物は出土していない。　（森本）
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し叫」二二二7

448

第121図　SK23出土遣物

爛色十∩】加　中　　④
第120図　SK23

第122図　SK24

1黒灰褐色土
2黒色土（明褐色土ブロック混）

第123図　SK25

1黒褐色土（しまる、炭混、明褐色土ブロックやや多く混）
2黒褐色土（しまる、明褐色土ブロック多く混、わずかに炭を含む）
3暗褐色土
4黒褐色土（しまる）

第124図　SK26
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・：－‥

SD9

1黒褐色土
2黒褐色土（砂混、径約0．5～10cmの礫少量混）
3砂礫層（砂、径約0，3cm、2，0cmの礫多量混）
4黒褐色砂貿土（黒色土、礫混）
5礫層（黒褐色土、砂、径約0．3cm、3．0cmの礫混）

SDlO

l黒褐色土（明褐色土ブロック、砂多量混）
2黒褐色土（明褐色土ブロック、砂少量混）
3黒色土（明褐色土ブロック混）
4黒褐色土
5黒色土

0　　　　　　　　1　80　　　　　　　2m

第125図　河道SD9、河道SD10
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＝許
第126図　河道SD9出土遺物

0　　　　　　　　1　4　　　　　　　10cm

」　－＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

ガ5
第127図　河道SDlO出土遺物

0　　　　　　　　1　4　　　　　　　10m
l・　　　＿　　．　　＿＿＿＿」

河道SD15（第131、132、133図、PL．62）

調査区南端付近に位置するム北東一南西方向に主軸をとる河道である。検出面での幅は北東側で約1．0m、南西

側で約2．2m、深さは概ね約7．5cmである。埋土はおもに褐色または暗褐色の砂礫である。463は土師器の杯であ

る。内湾する体部で、底部には回転糸切痕が残る。12世紀末～13世紀に位置づけられ、河道の埋没時期を示すと

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SD16（第131、132図）

調査区南端付近に位置する。ほぼ北西一南東方向に主軸をとる河道である。検出面での幅は北西側で約3．2m、

南東側で0．8m、底部までの深さは最深部で約14．7cmである。埋土はおもに黒褐色土と暗褐色の砂礫である。遺物

は出土しておらず時期は不明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SD17（第131、132図、PL．62）

調査区南端付近に位置する。本来的には2本の河道と思われる。北側の検出面での幅は約3．3m、底部までの深

さは約10．0cm～18．5cm、南側の検出面での幅は約2．0m、底部までの深さは約17．7cm～27．0cmである。埋土はおも

に黒褐色土と暗褐色の砂礫である。埋土中より突帯文土器の小片が出土している。　　　　　　　　　（森本）

河道SD18（第131、132図）

調査区南端付近に位置する。北東一南西方向に軸をとり、検出面での幅は約1．4m、底部までの深さは約13cmで

ある。埋土は黒褐色土であり砂層をラミナ状に含む。遺物は出土しておらず時期は不明である。　　　（森本）

河道SD19（第135、138、139図、PL．61）

調査区東端付近に位置する。南東方向から北西方向にほぼ直線的に流れる河道である。検出面の幅は約0．35m

～1．0m、底部までの深さは約109m～50cmである。底面の標高は南東側で33．1m、北西側で32．1mである。埋土は

概ね黒褐色砂混じり粘質土であるが、底面には淵状にえぐれている部分があり、この部分には砂礫が堆積してい

た。467は須恵器の嚢の体部片である。古墳時代後期に比定される。遺物の時期的な下限を示すことから、河道

の埋没時期を示すと考えられる。466は頚部に円形の透かしをもつ嚢の口緑部である。弥生時代中期中葉に位置

づけられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本）

河道SD20（第134、135、139、140図、PL．60、61、62）

調査区東端付近に位置する。南東方向から北西方向に流れる河道である。検出面の幅は約0．35m～3．0m、底部

までの深さは約15cm～117cmである。底面の標高は南東側で33．60m、北西側で31．87mである。底面には淵状と
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一　第128図　河道SD11

33．40m
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第129図　河道SDl2　　　　第130図　河道SDl2出土遺物
33．50m

黒褐色砂質土（明褐色土ブロック少量混）
暗灰色砂質土
暗褐色砂質土（明褐色士プロノク少量混）
黒褐色土

SD15

1褐色砂礫
2　暗褐色砂礫
3暗褐色砂質士

C′ SD16

1黒褐色土
2暗褐色砂礫
3暗褐色砂庶土

‾「二‾－‾“

33．50m

E sD18

こ‾＼＼二二√旦

2　　　　　3　　6

SD14

ト1黒褐色土

黒褐色土
明褐色砂礫
暗褐色砂質土
暗褐色砂質土（明褐色土少量混）

SD13　　　　　　　　　SD14

ト1

4　黒褐色土（明褐色土ブロックを多く浪）
1－2黒褐色土（明褐色土ブロック少量混）　5　黒褐色砂質土（明褐色土ブロック少量浪）
2　暗褐色砂質土
3　明褐色土（基盤層）

第131区I SD13、河道SD14～18土層断面図
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6　暗灰色砂質土
7　暗褐色砂礫
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第132図　SD13、河道SD14～18周辺遺構平面図
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第133図　SD13、河道SD15出土遺物

第5章　2区の調査

第134図　河道SD20出土遺物（1）
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32．80m

A
SD19 SD20

2

、＼－．二一一・〇で‾－‾‾

32．80m

C′

三一一＼／一二

SD19

1黒茶褐色砂混じり粘質土（しまる）
2黒褐色砂混じり粘安土（ややゆるい）

SD20

1黒褐色砂混じり粘質土
2暗灰色細砂層に
黒褐色粘質土がやや混
（微細な明褐色ブロックが多量に混）
3黒褐色砂混じり粘質土

基盤層

6黒褐色砂混じり粘賓土

（1よりしまる）
7時灰茶褐色粘質土（よくしまる）
8灰白褐色土（よくしまる）
9明褐色粘質土
10暗褐色粘賀土（よくしまる）

（微細～径約1．0cm大の明褐色ブロック少量混、ややゆるい）
4暗灰色細砂層（微細な明褐色ブロック多量混）
5黒茶褐色砂混じり粘貿土（畑砂がラミナ状に混）

第135図　河道SD19、河道SD20土屑断面図

1黒灰褐色砂混じり粘質土
（微細～径0．3cm大の
明褐色ブロック小量混）

2黒褐色砂混じり粘質土
（微細ト径0．5cm大の
明褐色ブロックがラミナ状に混）

3黒茶褐色粘質土（しまる）
4灰褐色砂混じり粘質土
（微細な明褐色土ブロック混）
5黒灰褐色砂混じり粘質土
（灰褐色細砂と微細ト径0．5cm大の
明褐色ブロックがラミナ状に混）

9　　　　1㍗0　　　　2m

第136図　河道SD21

9　　　1・40　　　1m

第137図　河道SD21出土遺物

／戸〒飛466

第138図　河道SD19出土遺物
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〒幸二
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第140図　河道SD20出土遺物（2）
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なる部分があり、A－A′ラインの約5m南側では検出面から底部までの深さが1mを超える。埋土は上層からシ

ル下層、砂層、礫層と埋設物の粒子により3層に分かれる。底面に暗灰色の細砂が堆積している部分もある。須

恵器の杯485は7世紀中頃に位置づけられる。出土遺物の下限を示すことから、河道の埋没時期を示すと考えら

れる。また、弥生時代中期から古墳時代前期を中心にコンテナ1箱程度の土器が出土している。木製品W2は又

鍬の一部とみられ最下層の砂礫層から出土している。材はカシ類でシラカシかウラジロガシの可能性が高いと鑑

定された（特論参照）。木製品W3は断面円形の棒の端部を削り落とし杭状に加工するもので最上層から出土して

いる。S134は磨製の両刃石斧であるが出土した土器とは時期を異にすると思われる。　　　　　　　（森本）

河道SD21（第136、137図、PL．62）

調査区北西側端部に位置する。南から北西に湾曲しながら流れる河道である。検出面の幅は約0．4～1．9m、深

さ約4cm～35cmである。埋土は主に黒褐色系の砂混じりの粘質土である。2層と5層には基盤層の明褐色土ブロ

ックがラミナ状に混じる。465は受け口状口縁の鍋であり、13世紀前後の所産であろう。　　　　　　（森本）

4．包含層の調査

概要　調査区内において黒色土、黒褐色土の遺物包含層を検出した。近年の圃場整備が傾斜面のおもに山側を削

平していることから、本来的に地形の低い北西側に堆積の一部が残存したものと考えられる。圃場整備以前は遺

跡周辺の表土直下に黒色土が堆積していたものと考えられる。堆積は大別して3カ所に分かれる。すなわち、調

査区西端の黒色土包含層1、調査区北端の黒色土包含層2、調査区中央部付近の黒褐色土包含層1、黒褐色土包

含層2である。それぞれ包合する遺物の時期が異なり時間幅をもつため、二次的に堆積したものと考えられる。

堆積状況・遺物　黒色土包含層1（第141・144図）は、北西側の最も厚い部分で40cm前後であり、南西側は薄

くなる。河道SD9、河道SDlOが黒色土包含層1の堆積後に形成されていることから、古墳時代中期後半か

ら後期以前の堆積と考えられる。遺物は1層のみに包合される。実測には耐えないが胎土や調整技法から弥生時

代中期から後期の所産とみられる破片が20点程度出土している。

黒色土包含層2（第142・145図）は、北西側の最も厚い部分で厚さ80cmを測る。おもに4層に分かれる。黒

色土除去後に掘立柱建物跡SB5、SB8を検出した。遺構埋土と基盤層との差違が微妙であり黒色土上面では

遺構を明確に視認できなかったが、包含層ベルト土層断面での観察ではSB5P2が3層上面よりさらに上層か

ら掘削されている。また、2－1層から12世紀～14世紀の土器が出土していることからみて、2層に当該期の遺

構面が想定される。

遺物は、1層・2層から出土した12世紀～14世紀を中心とする時期の一群と、3・4層から出土した縄文時代

後期を中心とする時期の一群に大別される。1層は黒色土分布範囲のうち土層断面B－B′ラインから北西側にの

み分布する薄い堆積であり12世紀～14世紀の所産とみられる土器が出土している。2層では、くの字口緑の鍋

514～516のほか突帯状の取手がつく鍋517～522が破片数にして30点程度出土している。口緑の形態、取手の

形状からみて12世紀後半から14世紀までの時間幅をもつものであろう。鍋504は瓦質である。白磁碗502・503

はⅤ類に分類され、12世紀前後の所産とみられる。出土状況は、散在的な平面分布を示すが、層位的には2－1

層に集中する。

3層では縄文時代後期から晩期とみられる土器片が40点程度出土している。大半は租製土器であるが、後期前

葉の浅鉢524が出土している。土器片525・527は縄文後期前葉（崎ケ鼻式）に比定できる。突帯文土器の深鉢

526が1点出土している。このほか2層付近から土師器の皿、杯530～532が出土している。明確には視認できな

かったが、出土地点周囲の土に明褐色土ブロックを若干含むことから本来的には遺構内に存在していた可能性が

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡野）

4．調査区内出土遺物（第151図）

遺構外もしくは撹乱層から出土した遺物である。537は縄文の租製土器とみられる。538～540は弥生時代中期
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9　　1こ5m　10，m
一一1－、

第142図　黒色土包含層2分布範囲

9　　　　　　　1ご500　　　　　　20m　　　　　図面概念図

第143図　黒褐色土包含層分布範囲

から後期の土器である。540は弥生Ⅱ様式の土器であり2区ではほかに出土していない。546・547は須恵器嚢で

あり内面はパケ調整、547内面には車輪文当て具痕が残る。鍋541～544は、13世紀後半から14世紀の所産とみら

れ、集落遺構の時期と一致するものである。550・551は近世後半期の磁器、541は近世のすり鉢であろう。土師

器皿552も作りが薄手であることなどからみて近世まで下ると思われる。土錘553～558はいずれも撹乱層からの

出土である。石鍬S137は小型の短冊形のものである。S138は石皿、S139は磨製石斧の基部とみられる。

（岡野）
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32．90m

ぺ＼「　2－1

2－2

1　黒褐色土
2－1暗褐色土（黒色土を含む）

4　褐色土（明褐色土のブロックを多く含む）
5　黒褐色土（明褐色土のブロックを多く含む）

2－2暗褐色土（黒色土を含む、やや淡い）　6　黒褐色土（明褐色土の大きめのブロックを多く含む）
3　明褐色土 7　黒色土

第144図　黒色土包含層1土層断面図

2－3

1　黒色土（やや淡い、1cm以下の白色の礫を密に含む）
二二二B′　　2－1黒色土（やや淡い、1cm以下の白色の礫をやや多く含む）

2－2　黒色土（2－1より明るめ、1cm以下の白色の礫を少量含む）
3　黒色土（2cm程度の白色の礫を少産含む）
4－1黒色土（やや淡い）
4－2　黒色土
5－1暗褐色土（褐色土混、5nm程度白色礫混）

第145図　黒色土包含層2土層断面図
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2　暗褐色土（5～15m白色礫密に混、しまる）
明褐色土（51m程度の白色礫多量混）
白色粘土（暗褐色土混）
暗褐色土
黄白色粘土
黄褐色土
明褐色土
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A

33．00m

15　1　8

≡±≡ミ±≡≡≡尋
33．00m

一一　＿　1一－－－一‾

2

主∠二・二二二二一二ユ壬

13　　　　2

l‾　‾　‾‥∴∴・‾　－‥二一一　二∴l‥・－　∴・∴・二∴－・・．　‥　‥l L．．＿＿

10＿2　5－1A′

8　　　　　　　　　　17　　　　17　　　　17

1　黒褐色土（明褐色土・暗褐色土わずかに混）　11　黒色土（暗褐色土混）
2　暗褐色土（黒褐色土多量混）　　　　　　12　褐色土（明褐色土多量混・砂混）
3　褐色土（黒褐色土ブロック・明褐色土ブロック混）13　黒褐色土（明褐色士ブロック多量混）
4　　黒色土
5　黒褐色土（明褐色土ブロック混）
6－1暗褐色土（明褐色土ブロック混）
6－2　暗褐色土（明褐色土ブロック少量混）
7　明褐色土ブロック

sD13C′　竺　讐照隻手空竺（畢褐色土混）
9　黒褐色土（明褐色土ブロック、

明褐色土ブロック混、もろい）
10－1黒褐色土（しまる）
10－2　黒褐色土

第146図　黒褐色土包含層土層断面因

「二：ノ・亡＿－で

‾1－　ブ

14　暗褐色土（明褐色土混）
15　黒灰褐色土
16　黒色土（黒褐色土に近い淡い黒色）
17　明褐色土（暗褐色土混、砂混、シルト層混、しまる）
18　黒褐色土
19　黒褐色土（3mm以下の礫、砂多量混）

O I HII　　　　　　　2111

第147回　黒褐色土、暗碧色砂礫包含層出土遺物
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第148図　黒色土包含層2　1層、2層出土遺物
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噸顧趣

】 β524
第149図　黒色土包含層2　3層出土遺物

0　　　　1　3　　　　5cm

］　　　　　　　　　I

＼巨♂。白磁）ミヨ≡召。陶器）

0　　　　1　3　　　　5cm

！　　　　　　　　　！

（黒色土包含層1）

七∃＝ヱ35　＼」＿土≡了536

く＝ミ＞

ィ．¶牲t耶y O　　　　　　　1　4　　　　　　10cm

！　＿＿＿＿＿一＿　－1

第150図　黒色土包含層1、2出土遺物
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ノ　盛療

S136
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第5章　2区の調査

・口径－（）は復元推定値

土器

出土遣物観察表（2区）

掲 載

番 号

遺構

層位

挿 図

P L ．
器 種

口径

（cm ）

器高

（cm ）

底径

（c m ） 施 文 ・特徴 外 面調 整 内面 調 整 胎 土 色 調 備考 彿 存 率

4 4 5
S B 5 P 4

埋 土 中

第 1 0 8 図

P L ．7 1
襲 8 ．2 底 部 回 転 糸切 ヨ コ ナデ ヨ コナ デ 0 ．5m m 程 度 の砂 粒混 浅黄 橙 色 － 底 部 1／2

4 4 6
P 1 88

埋 土 中

第 1 13 図

P L 6 7
皿 （8．3 ） 1 ．7 （7 ．3 ） 底 部 回 転 糸切 ヨ コナ デ ヨ コナ デ 1 m m 程 度 の砂 粒 少量 混 橙 色 － ほぼ 完存

4 4 7
S K 2 0

埋 土 中

第 1 1 7図

P L ．7 1
賓 （2 1 ．0 ） － － － ナ デ ナデ 2m m 以 下 の砂 粒 混 黒 ‾色

－
口縁

1／4

4 4 8
S K 2 3

・埋 土 中

第 1 2 1図

P L ．7 1
杯　 底 部 － － 4 ．4 底 部 回 転 糸切 ヨ コナ デ ヨ コナ デ 0 ．5m m 以 下 の砂 粒混 橙 色 － 底部 完 存

4 4 9
S D 9

埋 土 中

第 1 26 図

P L ．6 9
碧 （18 ．0 ）

－ 口縁 部 に 擬 凹線 文 ナ デ
ナデ 、 頸 部以 下 ケ

ズ リ
1～2 m m 程 度の砂 粒多 量混 橙 色 －

ロ縁

1！4

4 5 0
S D 9

砂 礫 層

第 1 26 図

P L ．6 9
賓 （14 ．0 ）

－ － － パ ケー→ナ デ
ナデ 、 頸部 以 下 ケ

ズ リ頚 部
1m m 以 下 の砂 粒 混 赤 褐 色

－
口縁

1／6

4 5 1
S D 9

埋 土 中

第 1 26 図

P L ．6 9
高杯 （17 ．4 ）

－ － ナ デ ナデ → ミガ キ 1m m 程 度 の砂 粒 混 浅 黄 橙 色
－

口縁

1／10

4 5 2
S D l O

埋 土 中

第 1 27 図

P L ．6 9
襲 （17 ．4 ） － ロ縁 部 に 沈線 ナ デ ナデ 1 ～2m m 程 度の 砂粒 混 にぷ い 黄橙 色

－

口縁

1／8

4 5 3
S D l O

底 面直 上

第 1 27 図

P L ．6 9
襲 （18 ．8°） 口縁 部 に 3 条 の 凹 線文 ナ デ ナデ 1m m 程 度 の砂粒 混 浅 黄 橙 色 －

口縁

1／8

4 5 4
S D l O

底 面直 上

第 1 27 図

P L ．6 9
・ゴニ・宣E （2 2 ．8 ） － 口縁 部 に3条 の 凹線 文 、頚 部 に4 条の 凹線 文 ハ ケ パ ケ → ナ デ 1m m 程 度の 砂粒 多 量 混 橙 色 ～ 暗褐 色 －

口縁

1／5

4 5 5
S D l O

底 面直 上

第 12 7 図

P L 6 9
棄 （2 1 ．6 ）

－ 口縁 部 に擬 凹 線 文 ナデ ナデ 1～2 m m 程度 の砂 粒少 量混 灰 黄 色
－

口縁

1／12

4 5 6
S D 1 2

埋 土 中

第 13 0 図

P L ．7 0
直 口壷 （1 3 ．8 ） － － － パ ケ → ナ デ

パ ケ 、頚 部 以 下 ケ

ズ リ
0．5m m 程 度の砂 粒 混 橙 色

－

口縁

1／9

4 5 7
S D 12

埋 土 中

第 13 0 図

P L ．7 0
・コヒ・ヨ互 （1 4 ．6 ） － － － ナデ

ナ デ 、頚 部 以 下 ケ

ズ リ
1m m 程度 の砂 粒 混 浅 黄 色

－

口 疎

1！6

4 58
S D 12

埋 土 中

第 13 0 図

P L ．7 0
士竺E （1 9．8 ） － － － パ ケ

ナ デ 、頚 部 以 下 ケ

ズ リ
0 ．5 m m 程 度 の砂 粒 混 浅 黄色

－

口 縁

1／8

4 59
S D 12

埋 土 中

第 13 0 図

P L ．7 0
鉢 （1 5．4 ） － － － パ ケ ー→ナ デ ナ デ 0 ．5 ～1 m m 程 度 の砂 粒 混 橙 色 －

口 縁

1 ／12 以 下

4 60
S D 12
埋 土 中

第 13 0 図

P L ．7 0
高 杯 （1 2．0） － － パ ケ ナ デ 1m m 程度 の砂 粒 混 橙 色 －

口縁

1／6

4 6 1
S D 12

埋 土 中

第 13 0 図

P L ．70
小 型 壷 （1 1．0） － － － パ ケ → 口縁 部 ナ デ

ナ デ 、胴 部 下 半 ケ

ズ リ 1～3m m 程度 の砂粒 少量 混 暗褐 色 －
ロ緑

1／4

4 62
S D 13

埋 土 中
第 13 3 図 鍋 （3 3．0）

－ － － パ ケ→ ナデ パ ケ→ ナデ 1m m 程 度 の砂 粒 混 浅 黄色 ～橙 色 －
口縁

1／5

4 63
S D 15

埋 土 中

第 13 3 図

P L ．67
杯 1 1．3 － 5．0 底 部 糸切 回 転 ナ デ ． 回転 ナデ 0 ．5 m m 程 度 の砂 粒 混 浅 黄橙 色

－ ほぼ完 存

4 64
S D 15

埋 土 中

第 13 3 図

P L ．7 1
須 恵 器　 襲

－ － － － タタ キ 車 輪文 当 具 痕 0 ．1m m 以 下 の砂 粒 少 量混 灰色 － －

4 65
S D 2 1

底 面 直 上

第 13 7 図

P L ．7 1
鍋 （瓦 質） （3 0．0）

－ パ ケ パ ケ 0 ．5 m m 以 下 の砂 粒 混 黒色 －
ロ縁

1／1 2

4 66
S D 19

底 面 直 上

第 13 8 図

P L ．7 1
尭 （1 1．0） － 頸 部 に穿 孔 ナ デ ナ デ 0 ．5 m m 程 度 の砂 粒 多 量混 黒色 －

口縁

1／7

4 67
S D 19

Ⅲ層

第 13 8 図

P L ．7 1
須 恵 器　 楽

－ － － － タタ キ 同 心 円文 状 当具 痕 1 m m 以下 の砂 粒 少 量 混 ＿ 灰色
－ －

4 68
S D 20

埋 土 中
第 14 0 図 嚢 － － －

ロ 縁端 部 に刻 み 、胴 部 上 端 に櫛 措 文 ナ デ ナ デ 1 ～2 ．5 m m 程 度 の砂 粒 混 に ぷ い黄 褐 色
－ －

4 69
S D 20

埋 土 中
第 14 0 図 襲 （2 8．0）

口縁 部 に凹 線 文の ち浅 い刻 み、頚 部 に指 頭庄

痕 貼付 突 帯 ナ デ ナ デ
0 ．5 ～1 m m 程 度 の砂 粒 多

量 混
に ぷ い褐 色 －

口縁

1／1 2

4 70 －
S D 20

埋 土 中
第 14 0 図 襲 （1 8．0 ） － － 口 縁部 に凹 線 文 のち 浅 い刻 み パ ケ ナ デ 1 m m 程 度 の砂 粒 混 灰黄 色 －

口縁

1 ／6

4 71
S D 2 0

Ⅲ層
第 14 0 図 碧 （17 ．0 ）

－ －
口 縁部 に 2 条 の 凹線 文 パ ケ ミガ キ、 ナ デ 0 ．5 m m 程 度 の砂 粒 混 にぷ い黄 橙色

－

口縁

1！12

47 2
S D 2 0

Ⅱ層
第 14 0 図 襲 （15 ．6 ）

－ － － パ ケ パ ケ→ ナ デ
0 ．5 ～1 m m 程 度 の砂 粒 多

量 混 にぷ い 黄 橙色 －
口縁

1／15

47 3
S D 2 0

Ⅲ層
第 14 0 図 嚢 （17 ．2 ）

－ － － パ ケ パ ケ 0 ．5 m m 程 度 の砂 粒 混 黒褐 色
－

口縁

1／6

47 4
S D 2 0

埋土 中
第 14 0 図 ・こと．宣E （29．．0 ）

－ － 口縁 部 に 4 条 の凹 線 文 の ち円 形 浮文 ナ デ ナ デ 0 ．5m m 程 度 の砂 粒 混 にぷ い 黄 橙色
－

口縁

1／9

47 5
S D 2 0

埋土 中
第1 4 0 図 嚢 （19 ．0 ） － 口縁 部 に 擬 凹線 文 ナ デ ナ デ 0 ．5 ～1m m 程 度 の砂粒 混 にぷ い 黄橙 色

－

口縁

1／8

4 7 6
SD 2 0

Ⅲ層
第1 4 0 図 嚢 （17 ．0 ） － ロ縁 部 に 凹線 文 パ ケ

ナ デ、 頚 部 以下 ケ

ズ リ
1m m 程 度 の砂 粒 混 にぷ い 橙色

－

口縁

1／4

4 7 7
S D 2 0

埋 土 中

第 14 0 図

P L ．6 7
賓 （23 ．0 ） － － ロ縁 部 に 擬 凹線 文 、胴 部 上 端 に簾 状 文 ミ ガヰ

ナデ 、 頚 部以 下 ケ

ズ リ
1m m 程 度 の砂 粒 多量 混 にぷ い 黄橙 色

－

口縁

3／4

4 7 8
S D 2 0

Ⅱ層
第 1 4 0 図 賓 （18 ．0 ） － － － ナ デ ナデ 1m m 以 下 の砂 粒 混 明褐 色 －

口縁

1／8

4 7 9
S D 2 0

Ⅱ層
第 1 4 0 図 ・こと・宝E （22 ．0 ） － － － ナ デ ナデ 1m m 程 度 の砂粒 混 にぷ い黄 橙 色 －

口縁

1／12

4 8 0
S D 2 0

埋 土 中

第 1 4 0 図

P L ．6 7
・土璽E （1．6 ・8 ） － － 胴 部 上 半 に波 状 文 ナ デ

ナデ 、 頚 部以 下 ケ

ズ リ 0 ．5m m 以 下の 砂粒 混 にぷ い黄 橙 色 －
口縁

1／2

4 8 1
S D 2 0

埋 土 中

第 1 4 0 図

P L ．6 7
・土∃互 （17 ．8 ）

－ － － パ ケ
ナデ 、頚 部 以 下 ケ

ズ リ
1m m 程 度 の砂粒 混 黄 橙 色 ～ 明褐 色 －

口 縁 ほぼ

完 存

4 8 2
S D 2 0

砂 礫 層
第 1 4 0 図 襲

－ － － － タ タキ → パ ケ ケズ リ 1m m 程 度の 砂粒 混 にぷ い褐 色
－ －

4 8 3
S D 2 0

I 層
第 1 4 0 図 ・土・笠 － － －

胴 部 上 端 に5 粂以 上 の沈 線 文 、直下 に刺 突 女 ナ デ ナデ 0．5 ～1 ．5m m 程 度の砂 粒 混 浅 黄 色
－ －

4 8 4
S D 2 0

埋 土 中
第 1 4 0 図 底 部 － － 5 ．8 － ミ ガキ ケズ リ 1m m 程 度の 砂粒 混

にぷ い 黄橙 色 ～

黒 色 －
底 部 完 存

4 8 5
S D 2 0

I層
第 1 4 0 図

須 恵 器

杯 身
（14 ．6 ） － － － 回転 ナ デ 回転 ナ デ 1m m 程 度の 砂粒 混 灰 色 －

口縁

1／6

4 8 6
S D 7

埋 土 中

第 1 4 0 図

P L ．7 0
賓 － 6 ．0 － パ ケー→ ミガ キ ミガ キ 1m m 程 度の砂 粒 多 量 混 灰 黄 色

－
底 部 1／2

4 8 7 黒褐 色 土
第 1 4 7図

P L 7 1
・士宣E （2 8 ．0 ）

－ － ナデ ナデ 1m m 程 度の砂 粒 多 量 混 にぷ い橙 色 －
．口縁

1 ／1 2

4 8 8 黒褐 色 土
第 1 4 7図

P L ．7 1
鉢 （2 4 ．0 ） － ロ縁 部 下 に刻 目を もつ 3 条 の貼 付 突 帯 。 ナデ ナ デ 1m m 以 下の砂 粒 混 浅 黄 色

外 面 に炭化 物 付

着

口縁

1 ／2 0

4 8 9 黒褐 色 土 第 1 47 図 士宜E 15 ．4 肩 部 に 6 条単 位 の 波状 文 パ ケ → 口縁 部 ナ デ ナ デ 1m m 程度 の砂 粒 多 量 混 にぷ い黄 橙 色
外 面 に 炭化 物 付

着

口緑

2 ／3
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第5章　2区の調査

掲載

番号

遺構

層位

挿図

P L ．
器種

口径

（cm ）

器高

（c m ）

底径

（c m ）
施文・特徴 外面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

4 90 黒褐色土
第 14 7 図

P L ．7 1
須恵器　 賓

－ － － － 格子 目状のタタキ 車輪文状の当て具痕 0．1m m 程度の砂粒少量混 灰色 － －

4 9 1 黒褐色土
第1 4 7 図

P L ．71
須恵器　 賓 － － － － 格子 目状のタタキ 剥落不明 1m m 程度の砂粒混 灰白色 外面 に黒斑あ り －

4 92 黒褐色土
第 14 7 図

P L ．7 1

須恵器

杯蓋
（8．0 ） － － 回転 ナデ 回転ナデ 0．5m m 以下の砂粒 混 灰色

－

ロ緑

1／4

4 93
暗褐色砂

磯層 ・

第 14 7 図

P L ．71

須恵器高台

付杯
（1 2 ．1 ）（4 ．0 ） （8 ．6 ） － 回転 ナデ 回転ナデ 0．5m m 程度の砂粒 混 灰色

－

口縁

1／3

4 94
暗褐色砂

礫層

第 14 7 園

P L ．7 1

須恵器

杯身
（I 2 ・1 ） （8 ．6 ）

－
回転 ナデ 回転ナデ 0．1m m 程度の砂粒混 灰色

口縁

1！10

4 9 5 黒褐色土
第 14 7 図

P L ．7 1
杯 － （4．4 ） 底部は静止糸切り 回転 ナデ 回転 ナデ 0．5m m 程度の砂粒混 浅黄橙色 －

底面付近

のみ完存

4 9 6 黒褐色土
第 14 7 図

P L ．7 1
鍋 （3 6 ．4 ） － －

パケ→ ナデ、口縁部

ナデ
パケ、口縁部 ナデ 1rm m 程度の砂粒混 にぷい黄橙色 内面に黒班

ロ緑

1／12

4 9 7
黒色土

2層

第 14 8 図

P L ．72
鉢 － － 内面から外面に穿孔 ナデ ナデ

0．5 ～1 ．5m m 程度の砂粒

多量混　 4 m m の礫混
Iこぶい褐色 － －

4 9 8
黒色土

2層
第 14 8 図 聾 － －

ロ縁端部 に刻目、体部上位に 3 条のヘラ

描沈線文
ナデ ナデ

2～4 m m 程度の砂粒少

量混
にぷい橙色 － －

4 9 9
黒色土

2層
第 14 8 図 ・士宣E （13 ．8 ）

－ －
密な ミガキ 密なミガキ 1～2 m m 程度の砂粒混 にぷい黄橙色 －

口縁

1／5

5 0 0
黒色土

2層

第 14 8 図

P L ．72
頚部

頚部径

（9．8） －
6 条単位 の櫛措沈線文 横方向のミガキ ケズリ→ ミガキ 2～4 m m 程度の礫混 橙色 － －

5 0 1
黒色土

2層

第 14 8 図

P L ．72
襲 （15 ．4 ） － － － ナデ ナデ

0．5 ～1 m m の砂粒混

3～4 m m の細礫混
にぷい黄橙色 －

口緑

1／16 ・

5 0 2
黒色土

2層
第 14 8 図 白磁碗 （14 ．0 ） － －

ロ縁端部付近回転

ケズリ後回転ナデ
回転 ナデ 0．5 m m 以下の砂粒混 灰 白色 Ⅴ類碗

口緑

1／12

5 0 3
黒色土

2層
第 14 8 図 白磁　 杯 （16 ．0 ）

－ －

内面休部中位に．1

条の圏線
0．5 m m 以下の砂粒混 灰 白色 Ⅴ類碗

ロ縁

1／20

5 0 4
黒色土

1層
第 14 8 図 鍋 （瓦質） （18 ．8 ） － ナデ ナデ 0．5 ～1 m m の砂粒混 浅黄橙色

内面および外面

口縁部に重ね焼

きの痕あり

口縁

1／16

5 0 5
黒色土

2層
第 14 8 図 捨鉢 （2 6 ．8 ）

－ －
口縁部は折 り返 して肥厚させ る。 ナデ 横ナデ、措 目あり 0．5 m m 以下の砂粒混 にぷい赤褐色 外面に鉄粕

口縁

1／20

5 0 6
黒色土

2層

第 14 8 図

P L ．7 2
杯 （12 ．0 ） － － － ナデ ナデ 1 m m 程度の砂粒少量混 にぷい黄橙色 －

ロ縁

1／8

5 0 7
黒色土

2層

第 14 8 園

P L ．72
杯 （12 ．8 ） － － － 回転ナデ 回転 ナデ 1 m m 程度の砂粒混 橙色

内面に煤付着、

灯明痕か

口縁

1／5

5 0 8 黒色土
第 14 8 図

P L ．7 2

須恵器

杯身
（10 ．0 ）

－ － －
回転ナデ 回転 ナデ 0．5 ～1 m m の砂粒多量混 灰色

－

口縁

1／4

5 0 9
黒色土

2層

第 14 8 図

P L ．6 7

ミニチュア

土器
3．3 2 ．6 1．9 －

手づ くね 手づくね 1 m m 程度の砂粒混 にぷい黄橙色 － 口縁完存

5 1 0
黒色土

2 層

第 14 8 図

P L ．7 2
皿 7 ．8 －

底部回転糸切 － 回転 ナデ 1 m m 以下の砂粒混 － － ほほ完存

5 1 1
黒色土

2 層

第 14 8 図

P L ．7 2
杯底部 － （6．2） 底部静止糸切 － 回転 ナデ 0．5 m m 程度の砂粒混 にぷい黄橙色

－

底部

1／5

5 12
黒色土

2 層

第 14 8 図

P L ．7 2
杯 （1 1．2 ） － 底部静止糸切 － 回転ナデ 1m m 程度の砂粒少量混 灰白色

－

1口縁

1／4

5 13
黒色土

1 ・2 層

第 14 8 図

P L ．6 7

須恵器

杯身
1 1．2 3．9 7 ．8 底部回転糸切 回転ナデ 回転ナデ 3 m m 以下の砂粒混 灰色

－
完存

5 14
黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （30 ．0 ） － － パケー→ナデ パケ 1m m 程度の砂粒多量混 黒色

外面に炭化物付

着

口縁

1／1 2

5 15
黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （30 ．2 ） － － 縦方向のパケ→ナデ パケ 0．5 m m 程度の砂粒混 黄灰色

外面に煤少量付

着

口縁

1／2 0

5 16
黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （3 0．8 ） － － －

縦方向のパケ→ナデ パケ 1m m 以下の砂粒多量混 黒褐色 外面に煤付託
口緑

1／1 6

5 17
‘黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （2 2．0 ）

－ －
口縁部下に取手 を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 褐灰色 ・黒色

内外面に炭化物

付着

ロ縁

1／6

5 18
黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （2 3．4 ） － － 口縁部下に取手 を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 灰白色 ・黒色

外面に炭化物付

着 1

口縁

1／8

5 19
黒色土

2 層

第 1 48 図

P L ．7 2
鍋 （瓦質） （2 7．6 ） － － 口縁部下に取手 を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 黒色

外面に煤 ・炭化

物多量に付着

口緑

1／3

52 0
黒色土

1 ・2 層
第 1 48 図 鍋 （瓦質） （2 9．4 ） － 口縁部下に取手 を貼付 ナデ ナデ 0．5 m m 以下の砂粒混 黒褐色 －

口縁

1／1 6

52 1
黒色土

2 層

第 1 48 図

・P L ．7 2
鍋 （瓦質） （3 0．8 ） 口縁部車に取手 を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 黒色

外面取手から下

に炭化物多量 に

付着

口縁

1／1 2

52 2
黒色土

2 層
第 1 48 図 鍋 （瓦質） （32 ．2 ） 口縁部下に取手 を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 黒色

外面取手から下

に炭化物多量 に
付着

口縁

1！1 0

52 3
黒色土

3 層
第 1 49 図 探鉢 （32 ．7 ） － （39 ．2 ） － 粗いナデ 粗いナデ 1～ 1．5 m m の砂粒多量混 灰黄色 後期

口縁

1！5

52 4
黒色土

3 層
第 1 49 図

浅鉢

（後期）
屈 曲部に刻目突帯 条痕→ ミガキ ミガキ 2～3 m m の石英・砂粒混 灰黄色 後期前葉 －

52 5 黒色土 第 1 50 図 鉢 － － － 口縁 を肥厚させ沈線 1条、沈線下側に刻 目 ミガキ ミガキ 1m m 程度の砂粒混 灰黄色 崎 ケ鼻式 －

52 6
黒色土

2 層

第 1 50 図

P L ．7 2
探鉢 口縁端部に無刻 目突帯文 － － 2 m m 程度の砂粒混 にぷい黄橙色 － －

5 27 黒色土 第 1 50 図 鉢 － － － 縦方向の沈線 を 6 条以上施す ナデ ミガキ 1～ 1．5 m m の砂粒多量混 灰黄褐色 崎 ケ鼻式
－

5 28 黒色土 第 1 5 0図 探鉢 （2 7．0 ） － － － 粗 いナデ 粗いナデ 2 m m 程度の砂粒多量混 浅黄橙色 －
口縁

1／7

5 29
黒色土

1層
第 1 5 0 図 白磁碗 － － －

口縁端部付近回転

ケズリ後回転ナデ
回転ナデ 0．5m m 以下の砂粒混 灰色 Ⅳ類碗 －

5 30 黒色土 第 1 5 0 図 陶器　 皿 （9．4 ） 1 ．8 4 ．4 － 回転ナデ 回転ナデ 1m m 程度の砂粒少量混 赤色 内面 に鉄粕 口縁

1／4

5 3 1 黒色土
第1 5 0 図

P L ．6 7
皿 （8 ．6 ） 1 ．9 （6 ．4 ） －

回転ナデ 回転ナデ 1m m 以下の砂粒多量混 にぷい黄橙色
－

口緑

3／4

5 32 黒色土 ＿第1 5 0 図 杯 （1 5 ．6） 3 ．4 （ケ．6） 底部 回転糸切
回転 ナデ、工具痕 ．

あり
回転ナデ 0．5m m 以下の砂粒混 にぷい黄橙色

外面口縁部に煤

付着、灯明痕か

口縁

3／4

底部

5 33
黒色土

2 層
第1 5 0 図 鍋 （瓦質） （2 2 ．0） － 口縁部下に取手 を貼付 やや租いナデ

ナデ→口縁部下を

強 くナデる
1m m 程度の砂粒混 灰色

外面 に炭化物厚

く付着

1／2

ロ縁

1／4

‘5 34 黒色土 第 15 0 図 鍋 （瓦質） （2 3 ．0） －
口縁部下に取手 を貼付 やや租いナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 黒褐色

外面取手下に

炭化物厚 く付着

口縁

1／5

5 35 黒色土 第 15 0 図 底部
－

（7．0 ） － ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒多量混 灰黄褐色 －
底部付近

完存

5 36 黒色土 第1 5 0 図 底部 － （8．0 ） 底部付近外側 に張 り．出す ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 にぷい橙色 －
底部付近

1／2
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第5章　2区の調査

掲載

番号

遺構

層位

挿 図

P L ．
器種

口径

（cm ）

器高

（cm ）

底径

（c m ）
施文・特徴 外 面調整 内面調整 胎土 色調 備考 残存率

5 37 撹乱 第 1 5 1 図 粗製土器 － － － － やや租 いナデ やや粗 いナデ 1m m 程度の砂粒多量混 灰白色 － －

53 8 撹乱 第 1 5 1 図 ・こと・宝E （1 9 ．8）
－ －

口縁端部 に 4 条の凹線文を施す、頚部 に

1 条の貼付突帯
ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 灰色 －

口縁

1／8

53 9 撹乱
第 1 5 1 図

P L ．6 9
棄 － － －

ロ縁部に擬凹線文、肩部 に斜め方向のパケ

状工具による刺突文
ナデ ナデ ・ 2 m m 以下の砂粒混 明黄褐色

－ －

54 0 撹乱 第 1 5 1 図 ・士璽E
頚部径

（1 8 ．6）
4 条単位の櫛描沈線文 － ナデ 0．5 ～ 1m m 程度の砂粒混 にぷい橙色 － －

54 1 撹乱 第 1 5 1 図 陶器　 鉢 （2 5．8） － －
口縁部は折 り返して外反させ る。 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒混 にぷい赤褐色 － 口縁 1／15

54 2 撹乱 第 1 5 1 図 瓦質土器 （3 0．0） － － 口縁部はやや肥厚する。 ナデ やや粗いナデ 1m m 程度の砂粒少量混 浅黄橙色 － －

54 3 撹乱 第 1 5 1 図 嚢 （2 8．0）
－ －

口縁 部下 に取手を貼付 ナデ ナデ 0．5 m m 程度の砂粒混 灰白色 －
口縁

1／20

54 4 撹乱 第 1 5 1 図 襲 （2 9．0） － － 口縁部下 に取手を貼付 ナデ ナデ 1m m 程度の砂粒多量混 にぷい黄橙色
－

口縁

1／1 6

54 5 撹乱 第 1 5 1 図 ・土互E － － － － 平行タタキ 青梅波状の当て具痕 0．5 m m 程度の砂粒混 灰色 － －

54 6 撹乱 第 1 5 1 図 須恵器　 賓 － － － － 格子目状の タタキ カキ目 1m m 程度の砂粒混 灰色 － －

54 7 撹乱 第 1 5 1 図 須恵器　 嚢 － － － － 格子目状の タタキ カキ目 0．5 m m 以下の砂粒少量混 青灰色
－ －

54 8 撹乱 第1 5 1 図 須恵器　 楽
－ － － －

口縁部に波状文、2

条の凹線文
ナデ 0．5 ～2 m m の砂粒混 灰色 － －

54 9 撹乱 第 1 5 1図 低脚杯 （8．0 ）
－ ナデ ナデ 0．5 m m 程度の砂粒混 橙色 － 底部 1！4

55 0 撹乱 第 1 5 1図 陶器　 皿 （1 2．2）
見込みに 2 条の圏線、内面口緑部 には 2本

単位の格子文 回転ナデ 回転ナデ 0．5 m m 以下の砂粒少量混 灰白色 肥前系
口縁

1／5

55 1 撹乱 第 1 5 1図 陶器　 徳利 （5．4 ） 高台部無粕 回転ナデ 回転 ナデ 0．5 m m 程度の砂粒少量混

施粕部内外面共

灰色、露胎部

灰白色

肥前系 底部 1／4

55 2 撹乱 第 1 5 1図 皿 （6．4 ） 1 ．7 （6 ．4 ） 底部回転糸切 回転ナデ 回転 ナデ 1 m m 以下の砂粒混 浅黄橙色 －
ロ縁

1／8

5 5 3 撹乱 第 1 5 1図 土錘
長さ

4．5 －
最大幅

1．0 － 手控ね － 0．5 m m 以下の砂粒混 ‘ 赤褐色 重さ　 5．9 g 完存

5 5 4 撹乱 第 1 5 1図 土錘 長さ

5．2 －

最大幅

1．3 － 手捏ね － 0．5 m m 以下の砂粒混 明赤褐色 重さ　 5．5 g 完牢

5 5 5 撹乱 第 1 5 1図 土錘
長さ

3．7 －
最大幅

1．4 － 手控ね
－

0．5 m m 以下の砂粒混 橙色 重さ　 6．1 g 完存

5 5 6 撹乱 第 15 1図 土錘
長さ

3．9 －
最大幅

1．1 － 手控ね － 0．5m m 以下の砂粒混 明褐色 重さ　 3．5 g ほぼ完存

5 5 7 撹乱 第 15 1 図 土錘
長さ

3．9 －
最大幅

1．1 －
手控ね

－ 0．5m m 以下の砂粒混 橙色 重さ　 4．6 g 坤 ぎ完存

5 5 8 撹乱
第 15 1 図

P L ．7 1
土錘

長さ

4．1 －
最大幅

1．1 － 手捏ね － 0．5m m 以下の砂粒混 にぷい橙色 重さ　 5．1 g 完存

N o． 遺構 層位 挿 図 器種 長さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ） 石材 備 考

S 13 4 S D 2 0埋 土 中 ・第 14 0園 磨 製石 斧 （7．4） 5 ．4 1．6 1 1 5 滑石 片岩
－

S 1 3 5 黒 色土 4 層 第 15 0図 打 製石 鉄 1．5 1．3 0 ．3 0．3 黒 曜石
－

S 13 6
黒褐 色 土

上面
第 15 1図 砥石 （7．0） 4 ．4 2 ．9 1 6 0 石英斑 岩

－

S 13 7 黒 色土 3 層 第 15 1図 打製 石斧 か 11．4 4 ．3 1．7 9 4
無 斑晶

安 山岩 －

S 13 8 P 3 2埋土 中 第 15 1図 礫石 器 （12．2 ） 10 ．0 3 ．5 6 1 0 砂 岩 －

S 13 9 黒色 土 第15 1図 磨 製石 斧 （11．2 ） 4 ．6 3 ．0 2 5 0 緑 色片 岩 －
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